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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　聖都サザン







　その聖堂は他を圧してそびえていた。

　巨きよ大だい？　たしかに、そうだろう。そばへ行って比べたなら、人などケシつぶほどにしか感じられないはずだ。

　だが、大きな寺院というだけなら、それくらいの規模のものは他にも存在する。

　物量としての大きさだけではない。それは見る者の感情に訴うつたえかけ、見る者を心理的に圧あつ倒とうしてしまうオーラのようなものを発していた。

「あれがサザンの大聖堂か……」

　リコルの目に、驚おどろきと同時に畏い怖ふの念もちらりとのぞいた。

「聖エルド教の総本山なのね」

　いつもなら、くりくりとした目に好こう奇き心しんのきらめくファラータですら、ちょっと口をすぼめ、すごいという表情を浮うかべている。

　一行はまだサザンには入っていない。市を囲む石いし壁かべ近くで、これまで乗ってきた隊商の馬車から下ろされたのだ。目を水平に戻もどせば、この都に入ろうという人の列が市し壁へきの門まで続いている。

　市壁そのものは延々と伸のびている以外、それほど目立つものではない。ただ、大聖堂は市内の小高い丘おかにそびえ立ち、外からでもくっきりとその姿を浮かび上がらせていた。

　そして、それこそ、ここサザンの象しよう徴ちようでもあった。

　茶色く色いろ褪あせ、古びた石の建造物が、丘の上にどんと鎮ちん座ざしている。

　その巨大な塊かたまりは、ある高さになると、四よ隅すみをとがった塔とうに変える。そして、中央の部分だけが、四隅に塔を控ひかえさせるように、さらに高く、高く伸びてゆく。

　さらに、それも最後には塔となり、先せん端たん部ぶは細く空に消えていくように見えた。

　まるで天そのものを目指しているかのように。

〝サザンの大聖堂こそ、聖なる天とこの世をつなぐ掛かけ橋である〟

　かつて聖エルド教の大司教フィロスはそう述べたが、まさしくその言葉は正せい鵠こくを射いていた。

　大聖堂の建つ丘からは、螺ら旋せん状じように石段がぐるりと周囲を取り巻くように下方へと続いている。よく見ると、家並らしきものが、そのあたりにもへばりつくように建っていた。

「ここは、もともと聖エルド教から発した街だからな。あれが立派に見えなきゃ、価値もないってことだろ」

　例によって、ベナウスが皮肉な口調で語る。彼にしたところで、ここサザンの知識はそうないはずだが、盗とう賊ぞくギルドに属す者特有の世慣れた口調には妙みように説得力があった。

「それより、早く〝面通し〟して、門の中に入ろうぜ。外で生活ばかりしてちゃ、ほこり臭くさくていけねえや」

〝面通し〟というのは、市中に入れてもらうために、市壁の門で見張る衛兵たちの検分を差す。リコルたちは、サザンの支配下にある北の都市ノリスから、隊商の護衛という形で長い旅を続けてきていた。それぞれに目的はあったが、特にリコルは自分にまつわる謎なぞがこの街でとけるのではないか、という期待があった。

「そう言えば、クマさん、あなた、サザンには大きなお風ふ呂ろがあるって言ってたわね。どんなのか、早く見てみたいわあ。クロック、ちょっとひと飛びして、調べてこない？」

　大聖堂の偉い観かんに最初は驚おどろいたものの、ファラータはもう観光客気分になっている。その視線は、リコルの肩かたに止まっている鳥に向かっていた。

〝へ……なんだい。昼間は、おいらのおやすみ時間なんだ。そう言ってくれよ、リコル〟

　名前を急に呼ばれ、豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったように目をぱちくりしたフクロウだが、ふと、そう伝えてもリコルが返事をしないのに気づいた。クロックとリコルは意識で会話できるので、眠ねむったり意識不明になったとき以外はたいてい返事が返ってくるはずだった。

　ファラータも不思議そうにリコルを見つめている。

　そう、若者はさっきからずっと、遠くの聖堂を見つめていたのだ。

「ここがサザン……」

　その目には、いまだ天をつくかのような大聖堂しか映っていない。はじめてサザンを見たものがよく陥おちいるように、この若者も崇すう高こうな気持ちのとりこになってしまったのか？

　いや、それだけではなかった。たしかにエルド教の信者なら、ありがたさにうち震ふるえて、地面にしゃがみ込んでいたかもしれない。

　しかし、召しよう喚かん術じゆつ師しであるリコルの目には、気高い美も感じられたが、と同時に、まるでその尖せん塔とうは地面から天に向かって突つき出された槍やりの穂ほ先さきのようにも見えたのである。


　たしかに、天をつなぎ止めている。だけど、それは上から掛かかる橋だけじゃない。地上から天の胸にきっ先を向けている楔くさびでもあるんじゃないか。



　そう、まるで聖に歯は向むかう、なにかの象しよう徴ちようのような。


　聖に歯向かう？……魔まか?!　まさか……



「おいっ、リコル、なにをぼーっとしてるんだ。おれはもう行くからな」

　声にはっと振ふり向くと、列に向かうベナウスの姿が遠くに見えた。

　若者はわれにかえると、肩かたに止まるフクロウをちらっと見やってから、門へと歩きはじめた。




「おっとっと、悪い、かんべんな」

　どんと突き当った男がさっさと去っていく。

　ここはサザンの北にあるカルナー・バザール。六門世界の中心とも言われるこの都に、さまざまな産物が流れ込んできて形成される一大市場だ。

　それだけに人ひと込ごみもすごく、ぶつかられることなど茶さ飯はん事じだった。

　男の後ろ姿を見やりながら、あわててリコルは懐かい中ちゆうを探さぐった。

「あらまあ、慎しん重ちようなこと。人を見たらスリと思えって、教えられたのね。で、お金取られたの？」

　おもしろそうな顔つきでファラータが聞く。彼女はさっきから、バザール特有の浮うわついた雰ふん囲い気きの中で、見たこともない宝石やアクセサリーを売る商人相手にひやかし半分のやりとりを楽しんでいた。

「い、いや……でも、お金だけじゃない。ここにはぼくの大事な……」

「ああ、魔法のお札もあるってわけ。大だい丈じよう夫ぶよ、そんなにいつも緊きん張ちようしてちゃ、楽しくないでしょ。あ～あ、ベナウスでもいてくれたら、もっといろいろおもしろいところを知ってたんでしょうに」

　相棒の熊くま男おとこは例によって、サザンに着いて宿をとるとすぐ、挨あい拶さつがてらの情報収集に行ってくると告げたまま行ゆく方えをくらましていた。おそらく、つてのある盗とう賊ぞくギルドにでも顔を出すのだろう。

「いちいち、うるさいなあ。ぼくはファラータやベナウスみたいに気楽で無責任じゃないんだ！」

　過か剰じよう防衛だったと気づいたきまり悪さと、年上でどうしても姉ぶった保護者気どりを感じさせるファラータに、ついつい声が荒あら立だってしまう。

　リコルも召しよう喚かん術じゆつ師しのギルドを訪おとずれておきたかったのだが、いきなりそんなところに行くのは気が引けた。何といっても、ここは世界の中心を自負すると同時に、召喚術でも音に聞こえたサザンなのだ。自分の能力に密ひそかな自信は持っていたが、それが通用するかどうかわからない。もし、田舎いなか者ものだとぼろが出たりしたら目も当てられないだろう。

　そう思った若者は、まずファラータといっしょに街になじもうと、このバザールにやってきたのである。
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「はいはい、あなたはこのサザンで何か大事なことを見つけるんだったわね。それより、いくらサザンでもこんなに人出が多いって、不思議に思わない？」

　ファラータはリコルのいらだちをさらっと受け流し、話題を切り換かえる。

　カルナー・バザールは想像以上ににぎやかなところだった。これまでにもタシエルやウォーレス、さらには、北の要害となるノリスなどを旅し、にぎやかな場所は目にしてきたが、ここサザンとなるとさすがに別格だ。

　人々に活気がある。なにかこう猥わい雑ざつといってもよい。通常の自然とはちがって、人工の空間が作り出す猥雑さ──それこそ、都市の本質なのかもしれない。

　北のジオテランの森出身の若者にとって、こうした自然と切り離はなされた環かん境きようにはすぐになじめなかった。タシエルはまさしく森の中にあった。ウォーレスにしても、そこには豊かな海が広がっていた。

　ところが、ここサザンは平原の中央に突とつ如じよとして大聖堂がそびえ、それをすべての中心として人々が群むれ集つどっている。特異な人々による、人々のための、人々の街。そのにぎやかさに、リコルはちょっととまどっていた。

「そりゃ、ここは六門世界の中心だから……」

　そういえば、店や人出が多いだけでなく、いろんな人種を見かけたことをリコルは思い出した。

「だからといって、こんなに多くの人たちがいるのも不思議ね。それに人間以外の種族まで、当たり前のようにうろついてるじゃない。わたし、こんなの見たこともないわ」

　そう、市し壁へきを越こえたときから、それは顕けん著ちよだった。エルフやドワーフ、オークといった人間とは異なる種族が、もの珍めずらしげに街を闊かつ歩ぽしている。ほかにも、牛頭のミノタウロスを連れた魔ま術じゆつ師しらしい存在が歩いていたり、普ふ段だんは水辺にしか住まないリザードマンたちが集団でバザールをうろつきまわっている様子は、いくら大都市といえ妙みような感覚だった。もちろん、騒そう動どうが起きないように警備の衛兵も目立つが、人々はかれらをそう恐おそれているように見えない。

〝ホーホー、そいつは闘技場アリーナでの催もよおしがあるからじゃないか。そんなこと、知ってるとばかり思ってたぜ、ホーホー〟

　リコルの頭の中に声が届いた。驚おどろいて目を上げると、近くの木からクロックが滑かつ空くうしてきて、肩かたに止まろうとしている。

「ああ、闘とう技ぎ場での戦いにみんな来てるってことかい。なるほど……」

「えっ、あの〈闘技〉って、もう開かれてるの、クロック？」

　ファラータも闘技場での戦いについては聞いていた。ここサザンは、聖エルド教の宗教都市というお堅かたい側面とは逆に、巨きよ大だいな円形闘技場で生身のもの同士が戦う見世物にも大きな人気があったのだ。

　生身のものの戦い、それは──

〝ホーホー、昨日からだってことだぜ。まあ、予選とか、長くあるからな〟

「そうだよな、この街にはそれがあったんだ。昨日かららしい」

　鳥が返してきた答えを、若者は彼女に伝えた。ただ、ファラータの興奮気味な問いかけに比べると、リコルの答えには消極的な響ひびきがある。

　もちろん、生身の戦いなら、無心教の道主であるファラータには似あう。リコルは召しよう喚かん術じゆつ師しだからそれほど興味がなかったと思えるかもしれないが、事実は逆だった。

「リコル、出てみたら？」

　からかうような笑えみを投げかけるファラータの表情が、事情を説明していた。

　実は闘技場では、いまや召喚術師の戦いが中心となっていたのである。

「嫌いやだよ、そんな見世物。そもそも、召喚術師の試験だったものが、どうして人前で戦わないといけなくなったんだ」

　リコルらしく、あまり強い調子ではなかったものの、そこにははっきりとした拒きよ絶ぜつが感じられた。

「あら、昔はそれこそ剣けん闘とう士しが殺しあいをしてたのよ。それに比べれば、まだましじゃない？　召喚術師は怪かい物ぶつを呼び出すだけなんだから。それに、人には戦わないといけない場合もあるし。わたしだってひどく残ざん虐ぎやくなのは嫌だけど、いろんなものを守るためには戦うわ」

「そうかなあ、まあ、ぼくは直接見ていないから、あまり言い争いたくはないけど」

〝おいらも、カラスなんかと戦うのはまっぴらだぜ。でも、召喚術師の技わざを見るのは興味があるけどな、ホーホー〟

　おいしいとこどりの無責任鳥め、と思いながら、そのときリコルは市場を抜ぬけた先に大きな大理石の建物があるのに気がついた。

「さあ、戦いのことなんかより、汗あせを流してゆっくりしよう。あれも、ここサザンの名物なんだろ？」

　召喚術師の若者の指差した先を見て、ファラータが驚おどろいた顔をする。

「あれが、サザンの大浴場なのね。よかった、これで気持ちよくなれるわ。クロック、あんたも水浴びでもしたら？」

　フクロウはそれを聞くと、おいらは人間の風ふ呂ろになんて興味はないねといわんばかりに、木立ちの方へと飛び去った。




　サザンの大浴場というのは見ものだった。四角い大理石の建物は周囲の雑然とした並びに比べて豪ごう華かだったし、裏には広い庭園もある。建物の中には浴よく槽そうがいくつもあって、それがさまざまな動物の形をしているというのはおもしろい。

　入り口で、危険なものは預るというかたちで取り上げられる。また、貴重品をわざわざ持ってここに来る者は少ないだろうが、それらを預るところもあった。ほんとに大事なものは、肌はだ身み離はなさず身につけるか、外でだれかに持たせておくのだろうが。

　この時代、風呂は混浴である。とはいっても、若い娘むすめたちはそうそうおらず、いても自然と性別は分れて、それなりに固まっている。他に、家族連れで入ってくる者たちが多いのは当然だろうか。辺りを子供たちが、かけまわってはしゃいだりしていた。

　服は途と中ちゆうまで着ていて、入るときには脱ぬいでいる。浴槽とは離れた壁かべに、脱だつ衣い用ようの凹へこんだ場所がいくつも並んでいた。

「あっちの方が広そうだけど、ファラータ」

「じゃあ、リコルはそっちね。わたしはこっちに行くわ」

　革かわ鎧よろいなどを外して、いつもより女らしい姿となったファラータがこともなげに言う。

　リコルはなんとなく残念だった。もちろん、ここでいろいろ話を聞けるかもしれず、それにはちがう浴槽に向かった方がいいという判断だが、久しぶりの入浴なので、ファラータが気楽にそばにいてくれても嬉うれしかったのに、と思ったのだ。

　リコルは昔、ファラータが水浴びしているのを木こ陰かげから見て、どきどきしたこともあった。日焼けした肌がその均整のとれた体とつりあって、まぶしいくらいだったのを覚えている。

　その後ろ姿を見ながら、以前みたいにのぞきに行ってやろうかとも思ったが、いろんな連中を知るのもおもしろそうだったのであきらめた。

　改めて周囲を見る。さすがに、異種族はここにはいなかった。きっと風習もちがうのだろう。

　ぶらぶらと歩いていき、虎とらのような形をした浴よく槽そうに入ると、すでに先客がいた。どうやら闘技場アリーナでの話に熱中しているらしい。

「カスティーニョってやつの、でっかい血を吸う虫には驚おどろいたよなあ。こっちに飛んで来られたときにゃ、泡あわくったぜ」

　顎あごにほくろのある男が、しきりに空から襲おそいかかるまねをする。リコルには、おそらくその怪かい物ぶつがデビル・モスキートだろうと推測がついた。

「いや、あれは反則だったってことだぜ。エルドの方から、魔まの化け物だということになって……」

　もう一人は、神経質そうでひどく早口の男だ。

「やっぱり、失格だったのか、そうだろうな」

　ほくろ男が、納得するように相あい槌づちをうつ。

「となると、フォレスト・ジャイアント、あれを召しよう喚かんできるガルだ。あいつに比べちゃ、他のやつは月とスッポンだな」

「おまえ、それならガルに賭かけるのか。そいつあ──」声が自然と大きくなる。

　闘技場での戦いについて訊ききたかったリコルは、思わず話に加わろうとした。

　そのとき、横から浴槽に入ってきた、あつかましい感じの男が若者に声をかけてくる。

「いやあ、風ふ呂ろはいいな。ここに浸つかってると、嫌いやなことはみんな忘れられる、なあ、ぼうず？」

　相手はあから顔の太ったおやじで、いかにも年下の者相手に説教したがるタイプだった。酔よっているらしく、普ふ段だんならうっとうしく感じるものだが、リコルはこれも貴重な情報源かもしれないと思ったのでそちらを向いた。

「そうですね、街も活気があっていいし」

　わからないときは、あたりさわりのないことを言って相手の反応を見る。いずれにしても裸はだか同士だ。身構えるほどのこともない。

「何だ、あんた、闘技場アリーナを目当てに来たよそ者かい。そりゃ、わからんわな」

　急に、失望したという表情が男の顔に現われた。そう言いつつも、自分の意見だけはしゃべっておきたいらしい。

「サザンが景気がいい？　そいつは見た目だけだぞ。いま宮きゆう廷ていじゃ、聖エルドに名を借りた輩やからが好き勝手に陰いん謀ぼうをめぐらしておるからな。〈摂せつ政しよう〉なんて、ちょっとはやる気があるのかと思ったが、結局は言いなりだ」

「だれの言いなりなんですか？」

　サザンの事情については、はっきり知らない、というのがリコルの現状だった。

　ジオテランの森から、ここまでは遠い。途と中ちゆう、噂うわさを聞くことはあったが、どれも信しん憑ぴよう性せいに欠けるものばかりだった。

　男は、まあ、おまえみたいな田舎いなか者ものにはわからんだろう、と言わんばかりに続ける。

「そりゃ、教会とつるんでいる貴族どもだよ。教皇様が世せ俗ぞくのことばかりにかかわっておられても困る。だから、ほんとは〈摂政〉のリカルド様に政治はやってもらわんとな。ところが、教皇様の下の教会の野心家や、それにとりいる貴族どもが、リカルド様にあれこれ注文をつけとる」

　いかにもおれだけが知っている、と言わんばかりのセリフだ。

　リコルは黙だまっていてもよかったが、もっと聞き出すためにつついてみた。

「でも、サザンの威い光こうはまわりにもすごいですからね」

「ち、みな、ここの壁かべにこもって、そう思っとるだけさ。南の方じゃ、あのけしからんソラステルの帝てい国こくがいろいろ手を出して、あっちの豊かな穀こく倉そう地帯を寝ね返がえらせておる。東は東で、砂さ漠ばくの方からどんなやつらが押おし寄せてくるかわからん。ここは召しよう喚かん術じゆつ師しをはじめとして、神官戦士団が強力だから、大だい丈じよう夫ぶとあぐらをかいているやつが多いがな」

　男はそう言いつつ、そばの連中の闘技場アリーナ談義を耳にしたのか、しかめ面つらをした。

「はっきり言って、こんな状態じゃ、金がいくらあっても足りないはずなのに、上は権力争いと、ぜいたく三ざん昧まいだ。で、どうなるかっていうと、すぐにそいつが税金に跳はね返ってくる。ところが、下々のやつといやあ、そんなことには無関心、闘技場でのつまらん賭かけごとに夢中ときてる。そこにもいるけどな」

　あから顔の男は、いかにも聞こえよがしに、最後を声高に語った。

　そして、隣となりをじろっと睨にらむ。

「おう、おっさん、つまらん賭けごとで悪かったな」

　声が聞こえてしまったらしい。さっきから早口でしゃべっていた癇かん性しようの男が、不ふ穏おんな顔つきでこっちを向いた。

「ああ、つまらんぞ。おまえら若いもんは、昼日中から湯に浸つかって、たわごとばかりぬかしてやがる。そんな暇ひまがあったら、もっと仕事で汗あせでも流してこい！」

　こりゃ、まずいと思ったリコルは、こっそり湯ぶねを移動して端はしへと移った。中年のあから顔の男と早口の男は、いまではつかみかからんばかりの有様だ。口から泡あわをとばして激論している。

　そのうち、片方から手がでた。わっとばかりに、つかみあいになる。さすがにまずいと思ったのか、他の浴よく槽そうから止めに入る客も出てきた。

　リコルは普ふ段だんなら仲ちゆう裁さいに入るのだが、ここは慣れぬ地だし、それなりに話も聞けたので、早々に浴槽から退散することにした。




　外ではファラータが待っていた。久しぶりに入浴したので、顔が上気している。

　普段は旅仲間ということもあって、特にまじまじと見ることなどないのだが、いまその血色のよい生き生きとした顔を見ていると、思っていたよりもずっと美しく見えた。

「ああ、気持ちよかった。やっぱりこんなところのあるのが、都のサザンなのね」

「うん、まあ……」

　ふっと先ほどの出来事を思い出し、リコルの歯切れは悪い。

「もちろん、いろいろ話も訊きいてきたけど、リコルだってそうしてたんでしょ？　でも、こういう浴場って、どんな人が来るかわからないから、気をつけておいた方がいいらしいけど」

　二人は建物を出たところで話していた。

　リコルが自分のことを話そうとした矢先、出入り口から早足で向かってくる姿があった。男は二人を押おしのけるようにして、去って行く。

「な、何よ」その無礼な態度に、今度はファラータがちょっとむっとした。

　と、男が人ごみにまぎれかけたとき、「泥どろ棒ぼうだ、つかまえてくれ！」という叫さけびがあがった。

　振ふり返ると、さっきリコルに浴槽で話しかけてきたおやじが、出入り口のところで両りよう腕うでを振り回している。とりあえず着るものだけひっかけてきたという恰かつ好こうだ。どうやら例の騒そう動どうのどさくさに、貴重なものを取られたらしい。

　が、ファラータはすでに、そんな姿を見てはいなかった。

　最初の男を追って駆かけだしていたのだ。

　サザンの町並みは、もともとが大聖堂の建つ丘おかを中心に自然に広がったので、曲がりくねっており、見通しがききにくい。まして、この辺りはカルナー・バザールというそれでなくとも人通りが多く、混こみあった地域なのだ。

　リコルもファラータを追っていこうとしたが、とてもその速度にはついていけそうもなかった。


　こうなれば……。



〝クロック、あとは誘ゆう導どうを頼たのんだぜ〟

〝ホーホー、まっ、日も落ちかけてるからよかったよ。見える見える、左の角を曲って、細い右の路地に向かったな。ファラータも大だい丈じよう夫ぶ、追いかけてる〟

　それまで暇ひまそうに木ずえにいたフクロウが、上空を滑かつ空くうしながら追っていき、リコルの頭に道筋を伝えてくる。フクロウにすれば、風ふ呂ろなどよりこちらの方がずっと興味深いだろう。

〝ホッ？　だれかに止められたぞ。あいつは何者だ？〟

　それほど間をおかずに、クロックから意外そうな気持ちが伝わった。

〝警備の連中が追いついたのかな？〟

〝ちがうね。どうも仲間みたいだ〟

〝そりゃ、まずい。ファラータが心配だ。よく見ておいてくれ！〟

　リコルは自分の足が早くないことを悔くやんでいた。




　一方、ファラータはそんなことを知らなかった。追いかける速度なら、負けない自信はある。だが、ここは見慣れぬ大きな街だ。このままだと見失ってしまう。

　勘かんを当てにしながら必死に追う。そうすると、周囲は徐じよ々じよに人気のない裏通りとなり、いつのまにか薄うす暗ぐらい路地へと踏ふみ込んでいた。

　見つけた！　奥おくは行き止まりだ。そこに目指す男はいた。

　しかし、一人だけではない。三人ほどが、いま逃にげ込んできた男をかばうように立ちはだかっている。新たな男たちは、のら犬を思わせるような剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。チンピラ、ごろつき、そういった言葉がぴったり似あいそうな連中ばかりだ。

　ファラータの追っていた相手は、こそこそとかれらの後ろに隠かくれたが、なり恰かつ好こうからさっき浴場から飛び出してきた男にまちがいない。

「ちょっと、そこの人、出てきなさいよ」

　ファラータは思っていたよりも多い敵に不安を感じたが、彼女にしても無心教の道主だ。臆おくさず声をかける。

「よそ者の女が、こんなところで何の用だ。おとなしく引っ込んでろ！」

　彼女の服装を見て、見当をつけたのだろう。前の男がすごむと同時に、短たん剣けんをぎらっと引き抜ぬいた。見れば、他の二人も同じ動作をする。

　まずい、リコルたちとちょっと離はなれすぎたかしら、とファラータはほぞをかんだ。二人くらいまでなら、素す手でで何とかする自信はある。だが、四人となると……。

　よし、先頭のあの男を狙ねらってみよう。ひょっとしたら烏う合ごうの衆で、頭目格さえやっつければ士気が落ちるかもしれない。

　しかし、三人の男たちは戦い慣れしているようだった。狭せまい通りながら、真ん中の一人の両側にすばやく散ると、三か所から一気に間合いを詰めてくる。まずい、ここはいったん引いた方が──と、ファラータが思った瞬しゆん間かんだった。

「おやおや、かよわいお嬢じようさんに、大の男が三人がかり、とは、ハァハァ。まあ、ここは落ち着いて、話しあえばどうだ」

　どこからともなく声がかかる。

　前ばかり見ていたので気づかなかったが、後ろからも一人、見知らぬ男が現われたのだ。

　そいつは、長身で細身だった。衛兵風のマントを着ているが、どう見ても役人とは思えない。

　いったい何者──と思ったファラータだが、男は彼女の思いなどどこ吹ふく風というようにしゃべりつづける。

「お嬢さん、わたしが現われたからには、もう大だい丈じよう夫ぶだ。ハァハァ……このイサキオスに、おまかせあれ。さあ、おまえたち、見れば、財さい布ふをかすめたコソ泥どろを、かばっている様子。ハァハァ……いや、おまえたちの気持ちも、わからぬではない。近ちか頃ごろ、このサザンは神官、役人、商人どもが、大きな顔でのさばっておるからな。しかし、ハァハァ……物を強ごう奪だつするのはいかん。どうしてもというなら、筋を通して、そう、たとえば……」

　息がきれている。この男も彼女と同じく、駆かけてきたのだろう。


　何よ、こいつ？　新手の宗教関係者？



　妙みような説教臭くささに、ファラータはとまどっていた。

　ごろつきの三人も、一いつ瞬しゆん不意をつかれたこともあって動きを止めている。しかし、それをよいことに、男はいまの状じよう況きようをとりなすだけではなく、サザンの現状について蕩とう々とうと述べ続けているではないか。

「……ということで、サザンの頽たい廃はいの申し子とも思える、おまえたちだが、まあ、同情すべき余地がないともいえん。おとなしく、取ったものを返すのだな。そうすれば、わたしとて、官憲に突つきだそうとは言わん。もし、それが嫌いやだというのなら──」

　実際には、ものの数十秒だったのだろうが、その長ちよう広こう舌ぜつは、彼女にとっては十分以上にも思えた。

　そして、しゃべるだけしゃべると、ファラータを押おし退のけて前に出、剣けんをすらっと引き抜ぬく。刀身がぎらっと映はえた。

　こうまで言われて、さすがに頭に来たのか、ごろつきの頭目格の男が口をはさむ。

「うるせえっ、関係ないやつは消えな！」

　そう言って、そいつは一気に男に躍おどりかかった。他の二人はまだ用心している。

「無む駄だな争いはしたくないのだが……」

　余よ裕ゆうのセリフで、剣士はさっと身をかわした──ように見えただけだった。男の短剣がマントを引き裂さく。

「わわっ！」裂かれたマントに引きずられて、剣士は倒たおれた。突つっ込んだごろつきも腕うでを取られたものの、なんとかそこは踏ふみとどまる。

「ふん、口ほどにもねえ。これでも喰くらえ！」

　男の短剣がふりかざされた矢先、ファラータは宙を飛んでいた。形のよい足先が男の腕をうつ。続いて、強きよう烈れつな突き。

「うわっ?!」油断していた男は、短剣を弾はじき飛ばされ、ひっくりかえった。

　優ゆう雅がに通りの中央に立つファラータを見て、後の二人もこれはいかんと思ったらしい。無言のまま、両りよう脇わきから彼女のいたところをめがけて、短剣をかかげて突き進む。

　無心教の道主はそれをちらりと見るや、通りの突き当たりめがけて走り出した。

　二人はしめたと思い、その後を追う。先は行き止まりだ。このまま突っ込めば、素す手での彼女には抵てい抗こうできそうもなかった。

「くらえ！」

　叫さけびが上がった瞬しゆん間かん、獲え物ものは消えていた。

　あっと、驚おどろく男の一人の後頭部を激しい蹴けりが見み舞まう。もう一人は啞あ然ぜんとした。

「そ、そんな……」

　ファラータは以前もやったように、突き当たりの壁かベの反動を利用して、二人の後ろに飛んだのだ。そして、飛び降りざまに後ろに足を跳はねあげ、男の一人の頭を蹴った。その強烈な一いち撃げきに、男はたちまち伸のびてしまう。

　こうなれば、残る一人の武器を叩たたき落とすことなど、彼女にとっては簡単なことだった。

　この間、わずか一分も経たってはいまい。

　残ったのは、手を抑えてうずくまっている頭目格の男と、伸びている二人のごろつき、そして通りの奥おくで呆ぼう然ぜんとしている、追いかけられていたかっぱらいだ。

　そう、それと、ようやく立ち上がり、服からほこりを払はらっている謎なぞの剣けん士しもいた。

「いやあ、すばらしい。その跳とび、蹴り、突つき。こんな武術を見たのは久しぶりだ。なるほど、それは無心教の格かく闘とう技ぎですな。いや、わたしもそれなりに腕うでに自信はあったのだが、あなたの方がすばらしい。ほんとにそれだけの腕があれば、闘技場アリーナの武術でもかなりの位置にいけますな。いや、優勝できるといってもいい……」

　ファラータは聞いていなかった。かっぱらいの男に取ったものを返せとばかりに、腕を突き出して進んで行く。

　そのとき、足音とともに、リコルがようやく現われた。フクロウも道案内に世話がやけたぜとばかりに、その肩かたに乗ろうと降りてくる。

　若者には、その場の状じよう況きようがすぐにわかったようだ。油断なく、うずくまっている頭目を監かん視ししている。

「さあ、取ったものを返しなさい！」

　かっぱらいは、通りの奥にいるにもかかわらず、いやいやをするように首を振ふった。

「聞きわけがない人ね。あきらめなさいよ」

　思わず、相手の胸むなぐらをつかむファラータ。相手はそれを離はなそうと、必死に体をねじる。

　少し離れた位置に立っていたリコルは、ふと、相手の体から何かが落ちたのを見た。お守りみたいだ。

　ファラータは、そんなことに気がついてはいない。

　なおも相手を自分の方に向き直らせようとする。しかし、そのとき彼女は、男がいやいやをしているのは、自分のせいではないと不意に気づいた。相手の目の中に、自分に対するのとはちがう苦く悶もんの表情を見たからだ。

　そんなに厳しく胸を絞しめつけてはいない。なのに、その盗とう賊ぞくは、必死に助けてくれと、ファラータに哀あい願がんしているようなのだ。

「え、なに……?!」

　つぎの瞬しゆん間かん、彼女は驚おどろいて、怪け訝げんな顔をした。

　無理もない。いや、その場のだれもが同じだろう。

　男の顔が醜みにくく歪ゆがんだかと思うと、その姿はかき消すように消えてしまったからだ。

　それはまさしく、消失といってよかった。春の霞かすみにも似てぼやけ、つぎの瞬間には何も残っていなかったからだ。

「ど、どうしたんだ?!」

　剣けん士しが愕がく然ぜんとしたように告げる。リコルも口をあんぐりとあけていたが、その顔には、不可解というよりも恐おそれの色が浮うかんでいた。

「瞬時移動テレポート？　いや、術者がいない。まさか、人間を召しよう喚かんした……？」

　と、そのとき、気をとられていた三人の隙すきに、ごろつきどもが脱だつ兎とのごとく逃にげ出していった。

　啞あ然ぜんとしていた三人には、それを追いかける余よ裕ゆうはなかった。




〝この奥おくには逃げてないな。だれもいなかったよ、ホーホー〟

　突つき当たりの塀へいを乗り越こえ、奥にある建物を見回っていたクロックが戻もどってきた。

「どこに消えちゃったんでしょうね。魔ま法ほうでも使ったのかしら？」

　ファラータは不思議そうにかっぱらいの立っていた辺りの地面をしげしげと見る。

「いや、あのかっぱらいが、そんな術を使うとは思えない。なんの動作もなかったし……ただ」

「ただ、なんなのよ？」

「かけたのじゃなく、かけられたのかもしれないな。召喚術で呼び出されたとか」

　思いもかけない言葉に、ファラータはえっという顔をする。

「でも、人を召喚したりはできないんでしょ？」

「普ふ通つうはね。かなり高度な技わざだし、厳しく禁じられてもいる。でも、かつてはそうした術を使える高位の召喚術師もいたって聞くし、いまはいろんな術師が集まってくる時期だろ」

　あっ、そうかという表情を浮かべるファラータの後ろで、妙みような声が聞こえた。

「ここは音に聞こえたサザンの都。そこに起こりし、世にあるまじき不思議の数々……」

　見れば、先ほどファラータとの戦いに割ってはいった剣士が、マントの汚よごれを払はらいながら、つかつかと二人に近づいてきたところだった。

「いや、この街では人が急に消えても不思議ではありませんな。どうせ人から盗ぬすむのを生業なりわいにしておる輩やからでしょうから、汚きたない技でも使ったんでしょう。それよりも、そうした者をつぎつぎ生み出しておる、このサザンの政治がけしからん、ブツブツ……いや、それにしても」

　と、ファラータを振ふり返る。

「お嬢じようさん、あなたの技は見事の一言に尽つきる。あの、一人で三人を相手にした突つきと蹴けり。見れば無心教の道主とお見受けしたが、どこでお習いになった？」

　いったい何ごとかと、リコルのみならず、当のファラータも驚おどろいている。

「おや、これは当方の自己紹しよう介かいがまだでしたな。拙せつ者しやはイサキオス。この街の元衛兵にて、剣けん術じゆつは陽月流の流れを汲むロマリオ道場にて習得した」

　それがどうしたんだという思いは、リコルらの表情にあらわだった。しかし、当人はそんなことおかまいなしだ。

「見れば、お二人とも異国からおいでの様子。おそらく、いま開かれておる闘技場アリーナでの戦いに参加されると推すい測そくしたが。しかし、あの技であれば、剣けん闘とう士しとしてもかなりのところまで行くのではないかと思えたのだが」

　そう告げると、ファラータの前にかた膝ひざをつき、その手をとって軽く口づけした。

　一いつ瞬しゆん、びくっとした彼女だが、このおかしな剣士の言葉には満まん更ざらでもないようだった。

「あらっ、闘技場で剣闘士の戦いは、禁止されたのじゃなかったのかしら」

「真剣での勝負は、たしかにその通り。おかげで、中心はいまでは召しよう喚かん術じゆつ師しどもになっておるが」

　そういって、ちらっとリコルを見やる。そこで気づいたのか、おや、これは失礼という顔つきになり、

「剣闘士の戦いというのも、それなりに見ものではある。剣闘士同士というよりは、他の流派や、化けものと戦ったり、中には召喚術師の呼び出すものと戦う場合もある。お嬢さんは、無心教の体術なので、剣闘士とやりあうのだろうが、大だい丈じよう夫ぶ、その腕うでならかなりのところまで進めると思いますぞ」

　芝しば居いがかった口調ながら、その声には真剣な様子もうかがえた。

　で、何が言いたいのよ、ぐだぐだと？　と、思いながらも、ファラータはふと思いついた。

「なんだか、このイサキオスさんって、サザンのことはよく知ってられるみたいね。どう、リコル、この人にしばらくサザンのことを教えてもらうっていうのは？」

　いつものように、あけっぴろげなファラータの態度に、またかと思いかけたリコルだが、たしかに闘技場アリーナなどサザンについての知識を得るにはありがたいかもしれない、と思い直した。それに、男がこちらの味方をしようとしていたのはまちがいない。

　用心深いリコルは、この剣士がなにか企んでいるのではとも疑ったのだが、そこまでして人を騙だまそうとするものだろうか？　もっとカモになりそうな連中なら、この時期のサザンになら、ごまんといるだろう。

「もちろん、拙せつ者しやにまかせていただければ、このサザン、裏も表も、ありとあらゆるところをお見せしましょうぞ」

　リコルの返事を待たず、えたりとばかりに男はもう二人の手を引くようにして、その暗い路地から出ようとしている。

　そのとき、リコルは思い出した。

　さっきの消えた盗とう賊ぞくが何か落としたはずだ。つかつかと塀のそばにいった若者は、しばらくその辺りを探していてから、求めるものを見つけ出した。

　印章指輪だ。それなりに高価そうではある。

　まあ、あの盗賊がどこかで盗ぬすんできたものかもしれない。

　ためつすがめつしていたリコルは、その指輪の内側に字が彫ほり込んであると知った。

「フリオ・チェザレス……」

　なにっ、という顔を、剣けん士しがした。明らかに、名前に覚えがある様子だ。

「だれなの？　それ」

　ファラータがきくのとほとんど同時に、相手の剣士も答えていた。

「サザンの高名な召しよう喚かん術じゆつ師しですな。ギルドの実権を握にぎっているといってもいい」

「えっ、じゃあ、やっぱりそいつがあの盗賊を召喚したのか？」

「さあ、それは拙者にもわからん……」

　とは言いつつも、その剣士の表情に複雑なものが去来するのを、召喚術師の若者は感じていた。







　第二章　召喚術ギルド







　ベナウスは翌日も朝早く、いずれともなく姿を消そうとしていた。リコルらは、もちろん前日の出来事を彼に話していた。

「ちょっと、クマさん、愛想よくないじゃない」

　ファラータが、盗とう賊ぞくの出かけぎわに軽口をとばした。

「おいおい、おれはあんたたちと物もの見み遊ゆ山さんに、ここに来たわけじゃない。この街ははっきりいって、どこかうさんくさいところがある。そいつを調べとかないと、タシエルのボスに言い訳が立たねえ」

「とかなんとか言って、気をつけてよ。いまじゃ、この街にはどんなやつが来てるかわからないんだから。熊くまの散歩と出会って、牙きばむきだしちゃダメよ」

　ベナウスは同族である熊の臭においを嗅かぐと、それに変身するワーベアだ。自分の弱点をつかれたので、ちょっとあたふたとする。

「心配するな、それより、おまえたちこそどうするんだ？」

　リコルはおもしろそうに、いつものやりとりを聞いていたが、ここで口をはさんだ。

「そうだなあ、あの指輪が気になるから……」

「召しよう喚かん術じゆつ師しのギルドか。まあ、おれの方も盗賊ギルドで訊きいておいてやろう」

「わたしは、大聖堂にも行きたいんだけど……サザンへ来た者なら、だれでもまず行くんでしょう？　まあ、ギルドの後でもいいけど」

　相変わらず、観光客気分だなあ、と思うリコルだったが、彼も大聖堂は間近に見ておきたかったので異論はなかった。

　ベナウスは去った。

　しばらくするとイサキオスがやってきた。昨日、街の案内を引き受けたといっても、その場限りの返事かもしれないと思っていたリコルやファラータはちょっぴり意外だった。

　剣けん士しはそんなことにおかまいなく、自信ありげだ。

「さて、今日はみなさんをどこにお連れしようか。やはり、サザンといえば、エルドの大聖堂が有名なのだが、それより闘技場アリーナであろうか。バザールには昨日行かれたから、この街の知識の粋すいを集めた図書館か、あるいは、サザンの誇ほこりである〈大学院アカデミア〉、はたまた、宮きゆう殿でんというのも……」

　相変わらず一気にまくしたてられ、二人はげんなりとしはじめたが、決めたことはしかたがない。リコルはクロックに合図をすると、出発の準備をはじめた。




「なるほど、召喚術師ギルドというのは、他のギルドとちがうんですね」

　街を東に向かいながら、リコルは確かく認にんするように言った。

「そう、本来、召喚術師ギルドというようなものはない。この街にはさまざまな職業のギルドがあるが、魔ま術じゆつ師しギルドや召喚術師ギルドというのは俗ぞく称しようだ。魔術というのは一種の学問であり、本来は〈大学院アカデミア〉で扱あつかうもの。そして、召しよう喚かん術じゆつというのは魔術の一部──まあ、重要な一部ですからな」

　えらそうに元衛兵は説明する。

「サザンが他の地域を圧あつ倒とうしておるのも、聖エルド教の力以外に、〈大学院アカデミア〉での、特に魔術面での研究が、他を引き離はなしているからでもあるのだ」

　やがて、一行はその〈大学院アカデミア〉と呼ばれる区画を歩いていた。全体が公園のようになっており、大きな建物がいくつも並んでいる。人ひと影かげがぽつりぽつりとあるが、出会う人たちはそれなりに知識のありそうなタイプが多かった。昨日のカルナー・バザールと雰ふん囲い気きはかなりちがう。

「召喚術学部──これが俗に、召喚術師ギルドと呼ばれている──の地域は、あっちだな」

　言われたとおりに進むと、周囲を塀へいに取り囲まれた一角が見えてきた。門があるところには衛兵が立っている。先ほどまでの建物が開放的だったのに比べると、警けい戒かい度どがだいぶちがう。

「なんだかものものしいわねえ。やっぱり、秘ひ密みつを守らないといけないからかしら？」

「その通り。ここは簡単には入れてもらえないのだが、まあ、拙せつ者しやにまかせなさい」

　自信ありげにイサキオスは歩を進めて行った。衛兵になにごとか話しかける。しばらくやりとりがあって、彼は証明書のようなものを取り出して見せていたが、そのうち動作がおおげさになりはじめた。

　相手の衛兵もそれに応こたえて、顔を真っ赤にしてなにか言っている。

　やがて、イサキオスが戻もどってきた。

「まずい、どうもこの時期にはいろんな連中が来ているので、拙者の証明書でも中には入れてもらえないようだ」

　まかせておけといいながら、平然とだめだったと告げるイサキオスに、二人は呆あきれたものの、これで引き下がるわけにはいかない。

　しかたなく、リコルは衛兵のもとにいった。相手は何だというように、うさんくさげな顔をする。

　かまわず若者は告げた。

「わたしはタシエルで召しよう喚かん術じゆつを習ったものですが、音に聞こえたこのサザンの召喚術師ギルドを目にできればと参りました。ウォーレスのサンジェリコ師に、こちらのガシュラール師への紹しよう介かい状じようをいただいておりますので、お目通りを願いたいのですが」

　そう言って、紹介状を手て渡わたす。

　衛兵もそう言われれば、無む下げに拒きよ否ひはできない。ぞんざいな態度ながら、それを受け取って中の建物へと向かった。

　しばらくすると、さっきの衛兵は明らかに地位が上だと思われる男とともに出てきた。召喚術師なのだろう、着ているローブは薄うす紫むらさきで高価なものだ。細ほそ面おもてで、酷こく薄はくそうな顔つきをしている。

　挨あい拶さつをして前のセリフを繰り返そうとするリコルを、その男は押おし留とどめた。

「用件は聞いた。ガシュラールに何の用だ」

　冷たい事務的な口調。それを耳にしただけで、リコルは心に反発するものを感じた。覆おおいかぶせるように男は言う。

「ガシュラールは先月、ここを追放された。サザンに反逆を企くわだてておったのでな。貴様もなにかそれに関係しておるのか？」

　この事実は初耳だ。リコルはショックを受け、二の句を継げられなかった。

「そ、それはまたどうして……」

「どうしたもこうしたもあるか。そうしたことをやっておっただけだ」

「で、いまガシュラール師はどこに？」

「知るか。生きておるかどうかも知らんな」

　もう帰れといわんばかりの口ぶり。これ以上続けても、その件についての手がかりは得られないだろう。

　リコルは迷った。どうも立場がよくないようだ。

　だからといって、このまま召しよう喚かん術じゆつ師しギルドの中も見せてもらえず、去るにはしのびがたい。

　リコルは思い切って、ここで切り札を持ち出した。

「そうですか。それは初耳だったもので。ところで、この印章指輪はチェザレス師のものではありませんか？」

　そう言って、前夜の拾った指輪を見せる。じろっとそれを見た男は、さっと奪うばいとって透すかし見た。表情が少し変わる。

「どこで手に入れた？」

　いかにも何か不正な手段で手に入れたのだろうと言わんばかりだ。リコルもさすがにむかっとした。

「あやしい賊ぞくが持っておりました。わたしたちは、それを取り押おさえたのです。見れば、こちらのチェザレス師の持ち物ではないかと見当がつきましたので……」

　男は探さぐるようにリコルの方を睨にらむと、懐ふところからなにか取り出した。

「たしかにそうだろうな。どうせ、たちの悪い輩やからがくすねたにちがいない。まあ、持ってきてくれたとは御ご苦く労ろう。ほら、これで充じゆう分ぶんだろう」

　懐から取り出したのは、いくばくかの金貨だった。あくまでも人を愚ぐ弄ろうするかのような態度。

「そのことに関して、少しばかり聞きたいこともあります。できれば、どこかでお話させていただきたいのですが」

　リコルとしては当然のことを言ったつもりだった。駄だ賃ちんをもらう使い走りの子供ような扱あつかいを受けてはたまらない。しかも、あのときの状じよう況きようが状況だ。

　しかし、男はそれを聞くと、ますますかたくなになった。

「ほう、さらに額を上積みしてもらいたいとでも言うのか。残念だが、それは無理だな。どうやら、貴様、どこか田舎いなかから出てきた召しよう喚かん術じゆつの見習い程度だろうが、そんなものに、みだりにここを見せるわけにはいかぬ。さあ、金は払はらったのだから、お引き取り願おう。ごたごたいっておると、ここの衛兵にまかすことになるがいいのか」

　一いつ瞬しゆん、リコルはかっと頭に血が上った。サザンは召喚術の中心だから権けん威いはあるだろうと思ってはいた。だが、こいつはただの権威をかさにきた居い丈たけ高だかな輩に過ぎない。

　人の親切を、金をせびりにでも来たかのように扱う──

　若者はよほど自分の腕うでを見せてやろうかとも思ったが、必死に冷静になろうとした。この男、ここにいるからには、おそらく召喚術の腕もたつのだろう。いくらリコルの腕が上がっているとはいっても、まったく歯がたたないかもしれない。それに、ガシュラールは追放されたらしい。悔くやしいけれども、この状況でいくら暴れても自分が不利になるだけだ。ここは引き下がるしかないだろう。

「わかりました。たしかにわたしは地方から来た者です。しかし、その指輪はまったく関係ありません。拾ったので、お返ししたかっただけで。ですから、お金もいりません。

　ただ、もし感謝をしていただけるなら、ここサザンの召喚術師ギルドに入れてもらえるには、どうすればよいのかを教えていただきたい。そして、もし、よろしければ、あなたのお名前も」

　相手は、リコルの拳こぶしが震ふるえているのに気がついていたのだろう。馬ば鹿かにするように見つめながら、捨てゼリフめいた言葉を吐いた。

「わたしか、わたしは、この学部の長代理のキーレンだ、覚えておけ。まあ、ここに入りたくば、貴様、それなりの金でも積んで許可証をもらって来るか、闘技場アリーナでそれなりの腕だと証明するか、田舎者にとってはどちらかだ。そんなこと、少しはこの街で勉強しておけ」

　そして、リコルに背を向けると、指輪を持ったまま門の向こうに消えた。

　若者はあまりの厚かましさに茫ぼう然ぜんとしていた。




　ファラータは頭に来ていた。

「何よ、あの男、ねえ、サザンのギルドって、いつもあんなに傲ごう慢まんなの？」

　振ふり向くや、頼たよりなさを露ろ呈ていしたイサキオスに、腹立ちまぎれにきく。

「いや、まあ、その、召しよう喚かん術じゆつ師しというのはもともと評判はそんなによくないし……いや、リコル君はなかなか立派な態度だったが」

　剣けん士しは若者をみやりながら、あちらを立てればこちらが立たず、おろおろしている。しかたなく、彼女はリコルに話しかけた。

「リコル、どうする？　ガシュラールって人はどこに行ったのかわからないみたいだし」

　リコルはずっと先ほどから考え事をしていた。

　召喚術がここで、これほど権けん威いぶっているとは……父をはじめ、これまでこの魔ま術じゆつについて語ってくれた人たちは、みんないい人が多かった。

　どうしたわけだ、この街は？

　それにあの盗とう賊ぞく。ギルドの長の指輪を持っていたということは、なにか関係しているのだろう。まして、あいつが生身で召喚されたということは、高位の召喚術がかかわっているはず……。

　袖そでを強く引っ張られたので、ファラータの方を向く。

「あっ、ああ、しかたがないなあ。大聖堂にでも行こうか」

「そう、まさしくそのとおり。サザンに来たものは、まずなんといっても、あそこに参らねば。では、今度こそ、拙せつ者しやが頼りになるところをお見せしましょうぞ」

　話題がそれて、勢い込むイサキオスのセリフに、ああっ、とファラータが天を仰あおぐのが、リコルには見なくてもわかった。




　町並みを抜ぬけること、半時間くらい経たっただろうか。

　大聖堂はそばまで来ると、最初に見たときよりも、はるかに畏い怖ふを感じさせるものだった。

　小高い丘おかの上に建っているので、より首を上げて見る形になる。

　登っていくのは、階段があるものの思ったよりもきつい。イサキオスは慣れたもので、気楽に先導していたが、体力の劣おとるリコルは上に来る頃ころには息を切らしていた。

「うわっ、きれい！　リコル、見てみなさいよ」

　先に着いたファラータが、こちらを見ながら叫さけぶ。

　一足遅おくれて着いた召しよう喚かん術じゆつ師しの若者も、彼女の指差す方向を見てうなった。

　すばらしい眺ながめだ。

　これまで辿たどってきたサザンの町並みが、まるでおもちゃ箱のように散っている。

　そして、それは市し壁へきを越こえてから東西南北に広く伸のびる平野となり、はるか遠くまで眺めわたせた。なるほど、これならこの地の者が、サザンは世界の中心にあると豪ごう語ごするのもわかるような気がする。それほど高い丘でないにもかかわらず、これだけ見み渡わたせるというのは四方がずっと平だからだろう。やがてそうした広がりは、北と東で山なみにさえぎられ、西は濃こい森に包まれていた。

　南はどうなのだろうと、そちらを向いたとき──

　大聖堂が目の前にあった。

　いや、それは聖堂と呼ぶにはふさわしくない。むしろ前面を覆う壁だ。

　普ふ通つう、聖堂や神しん殿でんといえば、もっと平べったく、柱の立ち並ぶ優美なものが連想される。

　だが、それは巨きよ大だいで無骨な塊かたまりだった。もちろん、地面からはいかにも聖堂らしく広い石段が正面に向かっている。石段の上は大きなポーチになっていた。奥おくには扉とびらがあるのだろうが、ここからは見えない。ポーチの上にはバルコニーが張り出していて、何かの祈き願がんのさいには、いかにもそこに高位の神官が現われそうに思えた。

　上のポーチに人がいっぱいいるのはわかったが、そこに登る階段にもまるで蟻ありがうろつき回るかのように人の群が見える。

「そばまで来ると、とんでもなく大きいわね。見て、人があれくらいの大きさだもの」

　ファラータが指を差した。

「そう、これこそがサザンの誇ほこり、サザンが世界に冠かんたる証あかしなのだ。わっ、うるさい、しっ、しっ！」

　例によって、二人に説明したがるイサキオスの足もとに、物を乞こう連中が寄ってきて、いっせいに手を差し出したのだ。

　見れば、この聖山に祈願しに来る人が大勢いるのと同様、それ目当てに物乞いをする連中も多い。

　リコルはそうした人々には無関心に、市し壁へきの外のときと同じように仰あおぎ見た。


　どうして、こんな大きな建物が必要なんだろう？



　神殿はところどころにステンドグラスを埋うめ込んで、まるで長方形の壁のように高く高くそびえていっている。四よ隅すみが塔とうになっていて、中央も最後は尖せん塔とうとなっていたが、まず強い印象を与あたえるのは、そうした上方への高さより全体の質量感──こちらに向かって迫せまってくる圧あつ倒とう的てきな物量感だった。


　それに、聖という名にしては、別に美しくもない。なんか汚よごれているみたいだ。



〝ホーホー、罰ばちあたりだな。エルド教徒が聞いたら怒おこるぜ。そもそも、これだけ汚れてるってことは、それだけ歴史があるってことなんだ。もともと……〟

　昼は眠ねむたいのか、さっきからずっとリコルの肩かたに止まっていたクロックが、急に声をかけてきた。

「そんなに歴史があるのか？」

　フクロウに言ったつもりのセリフに、イサキオスが敏びん感かんに反応した。

「その通り。聖エルドが開山されたときには、ここはまだ小さな神しん殿でんだった。が、それは戦いに倦うみ疲つかれた、中原の人たちを次第に引き寄せ、ここがその教えの拠きよ点てんとなった。そして、聖エルド教はその勢力を拡大させ、やがてはこの辺り一帯を支配する中心、いや、六門世界の中心とまで言われるようになった」

　ここぞとばかり、説明に熱が入っている。身み振ぶり手振りで話しているさまは、身なりがそれなりの剣けん士し然としているだけに、余計おかしい。

「戦いって？」

　ファラータもつい引き込まれたようだ。

「古代六王国の末期には、六門世界全体が戦いに巻き込まれていた。この辺りは、中原といっても荒あれ地に近く、それほど重視はされていなかった。そこに大きな合戦が起こり、サザンの周囲は死し屍し累るい々るいといった有様となった。聖エルドはそれを悲しみになり、この丘おかに彼ら死者を弔とむらうための神殿をお作りになった……」

「はいはい、そこまで聞くと、なんだか聖者修道会のお坊ぼうさんと話してるみたいになってきたわ。もういいわよ」

　そう言えば、聖エルドに関する伝説くらいは聞いたことがあったっけ、とリコルも思い出した。なにかすばらしく聡そう明めいで、やさしい人だったらしい。

　しかし、それからのサザンの拡大は、宗教の教えとは別個だったのだろう。

　ファラータの茶々に、イサキオスは急ににっと笑った。なぜかその笑えみに翳かげめいたものがあるように思えて、リコルは妙みようにぞくっとするものを感じた。

「とはいえ、サザンの栄光は、聖エルドによってのみ成し遂とげられたのではない。なら、これからそこにご案内させてもらいましょうぞ」

　何を言っているのだろうといぶかりながら、リコルはフクロウを肩かたに載のせ、ファラータとともにイサキオスに付き従った。男は、つかつかと階段に進んで行く。

　そこは、人で溢あふれていた。サザンに来たからには、一目、大聖堂を見ようということらしいが、それに従って物を乞こう者たちも当然数多くなる。

　エルド教の見習い僧そうたちが、あまりにしつこい物乞いたちを、辟へき易えきしている人たちから引き離はなそうとしていたが、リコルはなにかその光景に理り不ふ尽じんなものを覚えた。

　結構、長い階段だった。

　上のポーチにたどり着くと、意外にもそこからはまっすぐ穴が開いたような構造になっていた。つまり、奥おくに扉とびらなどなく、そちらは南に向かって吹ふき抜ぬけるような形だったのだ。これだけ重そうな建物の中央に、こんな広い場所を空けるというのもなかなかの作りだ。

　そして、奥の中央には巨きよ大だいな像が立っていた。人々の一部がうずくまって、拝んでいる。

「あれは……」

　推すい測そくのついたファラータが先を続けようとするのをさえぎって、イサキオスが告げた。
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「聖エルドの像です」

　像は大きいが、体の釣つり合あいから見て、思ったよりも小こ柄がらな人だったのだな、というのがリコルの印象だった。柔にゆう和わな笑みを浮うかべているところはいかにも聖者らしいが、若者にはそれがなぜか苦く笑しようのようにも思えた。

　確かに、エルド教の信者にとって、これほどありがたい場所はないだろう。ただ、さして興味のない二人にとっては、像は少し見るだけで充じゆう分ぶんだ。

　それよりも、通り抜ぬけの奥、つまり南の出口にいまは幕が張られているのが残念だった。たぶんそこからは、また別のすばらしい眺ながめを見ることができただろう。

　リコルの顔つきを察したのかどうか、イサキオスはしばらくすると、つかつかとそちらの方角に歩き出した。

「あれ、そっちにも行けるのか？」

　意外な思いでつき従った二人だが、予想したとおり、張られた幕のそばには警備とおぼしき聖エルドの見習い僧が二人いる。彼らがイサキオスを止めに来た。

　またかいと、うんざりしかけたリコルらだが、意外なことに、簡単な交こう渉しようでその幕の隙すき間まを通り抜ける許可が出たらしい。イサキオスがこっちに来いという合図をする。

　きつねにつままれたような面おも持もちで、リコルらがそこを抜けると、剣けん士しはにやにやしながら近寄ってきた。

「わたしは昔、王宮の衛兵隊にいてね、あいつとはそれ以来の知り合いなのさ。それより見るといい」

　南はまた絶景だった。しばらく平野が続いているのは似たような風景といえるが、こんどは南の向こうにジャングルのような濃こい森と、それに似つかわしくない赤茶けた色の山なみが連なっている。

「どうして、ここは通り抜けられなくしてあるんだろう」

「もともとは裏門で、こちらも通れたんだ。この前、竜たつ巻まきが起こって、下へ向かう道が崩くずれたのを直してるからだろう」

　言われてみれば、階段の下から細い道が通じている。大聖堂を見るだけは見たので、一行はそれに沿って下りだした。

　道は修復中というだけあって荒あれている。でこぼこはもちろん、倒とう壊かいした家などもあり、かろうじて通れるような箇か所しよもあった。

　しばらく行くと、実際に修復している場所に出た。たくましい体つきの褐かつ色しよくの男たちが、土ど砂しやや瓦が礫れきを運んでいる。一見するとただの作業だが、何かそこには険けん吞のんな雰ふん囲い気きが漂ただよっているのが見るだけでわかった。

　鞭むちを持った監かん督とく者しやが何人もいる。だいたい、その手の者は必要以上に威い圧あつ感かんを漂わせ、ろくでもない性格をしていると相場が決まっているが、それよりも目を引くのは作業をしている者たちだった。

　片目が潰つぶれた者、腕うでが片方しかない者、咳せき込んで明らかに病にかかっている者──ふつうならこんな作業をさせるべきでない者も多いのだ。

　そして、顔だちや背の高さはばらばらだが、かれらには一様に色が浅黒いという特とく徴ちようがあった。

「どこか別の国の人たちかな？」

　少なくとも、これまで旅してきた途と中ちゆうに見かけた北方人じゃない、と思いながら、リコルが聞く。

「ああ、この連中は、南のソラステル方面から連れてこられた奴ど隷れいだよ」

　イサキオスはいつもの説明調でなく、何か伝えたげな調子で答えた。

「奴隷？」

　六門世界の北の方には、そうした存在はまれにしかいない。これまで、ウォーレス辺りから、そうした存在には気づいていたものの、リコルは彼らをただ〝身分が低くて他者に仕えている人々〟といった認にん識しきでしか見ていなかった。

「ああ、サザンの聖エルド教に従わず、それに歯は向むかった土地から、この国のために嫌いやな仕事をするべく連れてこられた連中さ」

　苦々しげな表情でイサキオスが言う。それは奴隷を蔑さげすんでいるのか、それとも同情しているのか、声こわ音ねからはわからなかった。

　そのとき──

　あっ、という叫さけびが上がった。

　少し離はなれたところにいたファラータの横で、石を二人でかついでいた奴隷の一人が倒たおれ、それを監かん督とく者しやの一人が激しく鞭むちうったのだ。倒れた男は見るからに体が衰おとろえており、その上、病やまいを患わずらっているのか咳せき込んでいた。

　そこに何度も何度も鞭が飛ぶ。

「やめ……」

　思わず大きな叫び声を上げて飛び出そうとするファラータの腕うでを、だれかが必死につかんだ。

「待った、ここで騒そう動どうをおこしてはまずい」

　イサキオスだ。

　リコルは啞あ然ぜんとして、この様子を見守っていた。対立もしていない人間が、他者に対してこんなに残ざん酷こくになれるなんて。そうしたリコルの思いに呼びさまされたのか、それまで肩かたに止まってうつらうつらしていたクロックまでびくりと目覚めたようだ。

　しかし、ことはそれだけでは収まらないようだった。

　倒れた奴ど隷れいの上へと、それまで一いつ緒しよに石を運んでいた男が、かばおうとしたのか倒れ込んだのだ。監督者は一いつ瞬しゆん驚おどろいたようだが、すぐにその男にも鞭をふるいはじめる。

　しかも、離れたところにいた別の監督者がこれを見つけたらしく、駆かけ寄ってきて、あろうことか、上にかぶさった男を足で激しく蹴けった。

　たまらず、かぶさった男はごろごろと転がった。そこへ、走り寄った二人の監督者がここぞとばかりに鞭の雨をふらす。

「ひどい!!」

　ファラータが切れた。イサキオスの腕うでをふりほどくと、彼女は猛もう然ぜんと駆かけた。いや、ほとんど地面を跳とんだといってもよい。

　彼女の足は、監かん督とく者しやの一人の胸を直ちよく撃げきした。

「うっ、何だ！」

　相手はよろけたが、屈くつ強きような体たい軀くをもつだけに攻撃にも耐たえ、この新たな敵に注意を向ける。

「そんな体の弱ってる人や、それをかばおうとした人になんてことするの。恥はずかしくないんですか」

「何だ、貴様は、余計な手出しをしおって。聖エルド様に仕える者たちに逆らうのか」

「聖エルドだろうが、何だろうが、そんなことをする人は人にん非ぴ人にんです！」

　イサキオスは困った事の成り行きに、ただ立ち尽つくしているだけだ。

　そのとき、もう一人の男が、後ろからファラータめがけて鞭むちをふるおうとしていた。

　気づいたリコルは無意識に叫さけんだ。

〝ファラータが危ない！〟

　クロックも心得たものだ。リコルが心で叫ぶよりも早く、直ちに男のそばをかすめる。不意をつかれた男の鞭の狙ねらいは狂くるった。

　その隙すきにリコルはすばやく懐ふところから、召しよう喚かんの札を取りだしていた。




　盟約ニ従イテ　ワレノ元ニ来タレ

　ナンジ　スバヤキ翼つばさヲ持ツ者ヨ……
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　投げ上げられた札は大きく弧こを描えがき、陽の光を浴びてきらめいた。やがて、それは門の代わりとなり、開いたその扉とびらから──

　大きな銀色の隼はやぶさが、はばたきながら舞まい降りてくる。隼は鞭を持った男をそのくちばしで狙った。

「ひっ！」

　たまらず、男は頭をかばって鞭を取り落とす。

　この頃ころには、あちこちでいさかいが起こりはじめた。鞭がこわくておとなしく作業をしていた奴ど隷れいたちにも、日頃のうっぷんがたまっていたのだろう。ちょっと離はなれたところで、何人かが監かん督とく者しやともみあっている。ファラータはもう自分の相手を組み伏ふせてしまっていた。

　やがて、騒さわぎはますます大きくなろうとしていた。下の方から監督者が何人か、鞭むちではなく、手に手にこん棒のようなものを持ってこようとする。それを阻そ止ししようと、そばにいた奴隷たちが取っ組みあった。

　リコルがふと見ると、イサキオスがなにか合図している。どうやら、もういい加減に引かないとまずいと言っているようだ。

　若者は思いがけない事態になったことに心中穏おだやかではなかったが、とりあえず隼を送そう還かんした。

　そのとき、別な方角から音が聞こえた。

　今度は坂の上から、武装した一団があたふたと駆かけてこようとしている。

「おっと、これは最悪だ」

　真っ先に見つけたイサキオスは、とにかく自分だけでも逃にげ出そうとする。

「待てっ、その男！」

　一団の先頭にいた者が、なにか動作をした。裾すその長い白い服を着て、冠かんむりをかぶった男だ。

　と、男の持つ錫しやくのようなものの先から、強きよう烈れつな火花が散った。瞬まばたきする間もない。狙ねらいは、イサキオスの背中だ。

　剣けん士しは、一いつ瞬しゆん、振ふり返って身構えようとした。ばしっと、その胸に火花が散る。これにはたまらず、彼は大きな悲鳴をあげ、もんどりうって倒たおれた。

「イサキオス……うっ、神官魔ま術じゆつ師しか」

　リコルも、それくらいは知っていた。サザンには、聖エルド教の名のもと、こうした魔法や召しよう喚かん術じゆつを使う神官たちがいるのを。しかも、いまの技わざを見るなら、相手はかなりの使い手にまちがいない。

　イサキオスが倒されたありさまは、奴ど隷れいたちの士気に大きな影えい響きようを与あたえたようだ。あちこちで起こっていたいさかいが、見るまにおとなしくなる。

　若者とファラータは剣士が心配で、あわててそばに行った。なんとか息はあるようだったが、気き絶ぜつしている。

　神官魔術師を先頭に、一団はあっというまに現場に到とう着ちやくした。見れば相手はまだ若い男だ。のっぺりとした冷れい悧りな顔をしている。顔は全然似ていないのに、なぜかその雰ふん囲い気きにはキーレンと相通じるものが感じられた。

「どうしたことだ！　奴隷ごときを貴様らはおさえられんのか？」

「そ、そうなのですが、このものどもが怪あやしい術を使いまして──」

　先ほどファラータに抑おさえ込まれた監かん督とく者しやが、おどおどとリコルを指差す。

　神官魔術師はそれを聞き、きっとした表情でリコルを見た。どうやら、かれにもリコルが召喚術師であることは見み抜ぬけたらしい。

「なるほど、騒そう動どうの元はこの召喚術師というわけだな。で、貴公、こんなところでなにをしておる。ここは、見も知らぬものが通行する場所ではないぞ」

　そう言いつつ、じろりと若者を検分する。リコルは最初、話のわかる相手かもしれないと期待したが、そうした甘あまい考えは捨てた。どう見ても、こいつは自分をうさん臭くさく思っている。さっきの召喚術師ギルドでの成り行きに近い。

「いや、ぼくは、この道が下に降りる早道だと聞いただけで……」

「ちがいます。そいつらが、奴隷を監督していたわれわれを襲おそったのです！」

　隼はやぶさの襲しゆう撃げきを受けたもう一人の監督者が、ようやく立ち上がって告げた。

「それは、あんたたちが人にん非ぴ人にんのようなことをしてたからでしょ！」

　忿ふん懣まんやるかたないといった風ふ情ぜいでファラータが告げる。リコルはまずいと思って、その腕うでをぐっと握にぎった。

　神官魔ま術じゆつ師しは、ほう、とおもしろそうな顔をしたのも束つかの間ま、すぐに言い切った。

「とにかく、貴様らが騒動の張本人であるのはまちがいないのだな。では、こちらに来てもらおう」

　そういって合図をすると、武装したものたちが二人の回りをすっと取り囲んだ。その数は十人近い。監督者も入れれば、ずっと多いだろう。

　リコルは相手の力量を考えると、ここはおとなしくすべきだと考えて、相手に従った。




「何だって！　それはどういうことだ!!」

　あまりのことに、リコルの目が吊つり上がった。

　ここは、聖エルド教の取り調べ室。教皇庁とも呼ばれる大聖堂の一室だ。簡素な壁かべに、机が一つという殺風景な部屋だった。

　石切り場から連行された一行は、そこでおとなしくするように言いつけられていた。ファラータなどは不満げだったが、さすがにサザンでの聖エルド教の威い光こうについては、イサキオスに言い含ふくめられたのでしぶしぶ従っていた。

　しばらくすると、入ってきた係がリコルに向いて簡単に言ったのだ。

「貴様、および、その仲間二人は、エルドの教えに沿って聖なる公務を行なっていた者を辱はずかしめた。その行こう為いには、偶ぐう然ぜんというよりは、サザンそのものに対する反逆の気風が感じられる。よって、貴様はひと月の投とう獄ごくの後、サザンからの追放を命じる。他の二人も同様だ」

　これを聞いて、リコルは切れたのだ。

　勢いよく立ち上がった若者の動作に応こたえて、扉とびらがさっと開く。衛兵が五、六人なだれこんできたのに続いて、先ほどの神官魔ま術じゆつ師しが入ってきた。顔に皮肉っぽい笑えみを浮うかべているのは、この前と同じだ。

「刑けいが気にいらぬとみえるな。では、不服従ということで、もうひと月増やしてみようか」

「馬ば鹿かにしないでよ。わたしたちが何をしたっていうの。ここのしきたりを知らなかったから、ちょっとこぜりあいになっただけなのよ」

　ファラータがさすがにまずいと思ったのか、少しおとなし目に主張する。

「ほう、召しよう喚かん術じゆつを使ってまでな。そういったものは、もっと人々の役に立つものに使ってもらいたいものだ。それでなくとも、いまは闘技場アリーナでの戦いが始まっておる。ややこしいことが多いのだ。ひと月で追放くらいの軽さで済んで、ありがたいと思え」

　その尊大な態度に、若者はますます依い怙こ地じになった。この街はおかしい。どいつもこいつも、嵩かさにかかったような横おう柄へいな連中ばかりだ。

「それが嫌いやだといえば……」

　面と向かって歯向うリコルに、神官魔術師は厳しい顔つきとなった。

「ほう、不服従でさらに刑を伸のばしたいのだな。言っておくが、わたしを怒おこらせれば困ったことになるぞ」

「知らなかったとはいえ、しきたりを破ったのなら、刑には服す。だけど、追放というのは困る。ぼくたちにはまだやらないといけないことが、この街にはある」

　正確にいえば、それは噓うそだった。自分にまつわる謎なぞを解きたい。それには、サザンがかかわっているはず──だが、いまのところ、それには確たる証しよう拠こはない。

　しかし、リコルは召喚術師ギルドでの出来事にも腹を立てていた。この街がそこまでよそものに尊大なのなら、なんとしてでもその中に潜もぐり込んで調べてやりたい。そんな気分になっていたのだ。

「いや、だめだな、このサザンは六門世界の聖域でもある。そんなところにうさんくさいよそものを滞たい在ざいさせるわけにはいかぬわ。そもそも貴様は、もう犯罪者なのだぞ。そんな大きなことが言えたくちか！」

「なんだって……」

　腹立ちのもとをつつくようなその言いざまに、リコルはいきりたとうとしたが、そのとき、意外なところから冷静な声が聞こえた。

「お言葉ですが、神官魔ま術じゆつ師しどの。このサザンの決まりを一つ、お忘れではないかな」

　イサキオスだ。傷の手当を受けてから静かだった男が、いま突とつ然ぜん、上うわ目め遣づかいにしゃべっている。

「闘技場アリーナでの戦いの時期には、投とう獄ごくされている者のうち、希望をする者があれば戦いに参加できるということを……」

　何を言い出すのか、という顔つきのリコルを無視して、剣けん士しは続けた。

「そして、罪にもよるが、われわれのように軽罪であれば、その責任者が試合に出て三回勝ち抜ぬけば、われわれ全員がそれまでの罪を消すことができる……」

　そんな聞いたこともない規則を耳にして、リコルは驚おどろいた。

　闘技場の戦いに出るって？

　そうしないと、このサザンから追放される？

　神官魔術師は、イサキオスの言葉を聞いて、苦虫を嚙かみつぶしたような顔になった。どうやら規則にまちがいはないらしい。

　イサキオスはここぞとばかりに、今度は矛ほこ先さきをリコルに向けた。

「ということなのだ、リコルさん。貴君が闘技場で戦って勝ち抜いたなら、われわれは無罪になれる」

「そ、そんな……」

　リコルはいま一度、周囲を探さぐるように眺ながめてみた。

「あら、わたしが替かわりに出ようか」

　ファラータは相変わらずあっさりしたものだ。

「残念ながら、駄だ目めだ。責任者であるこの召しよう喚かん術じゆつ師しなら、別だがな。まあ、死にに行くようなものだ、と忠告しておこう。愚おろかな──刑けいに服す方がはるかにましなのに」

　一いつ瞬しゆん、思いもかけぬ申し出に驚いた神官魔ま術じゆつ師しだが、考えてみればばかばかしいと思ったのか、いまは冷静に告げる。その言葉には、明らかにそんなことはしないだろうという、含ふくみが感じられた。

　だが、リコルはそれを聞いて、逆に迷いはじめた。

　それしか方法はないのか？　自分が嫌いやがっていた闘技場アリーナでの戦いに出ないといけないって？　そんなことになるくらいなら、ここを追放された方がまだましじゃないか？

　しかし、少し落ち着いた若者は、自分の本心がいまではちがうところにあるのにも気づいていた。

　そう、確かにここでかぶせられた罪を着て、サザンを去ることもできるだろう。だけど、それはなにか我が慢まんがならない。もともと、ここサザンで自分についての謎なぞを探さぐりたかったのだし、それにどうもこの街の傲ごう慢まんなところにはひと泡あわふかせてやりたい気がする。

　だけど──そのために、無意味にも思える闘技場の戦いに身を任せるというのか。

　不快げな顔だった神官魔術師が、さあ、どうするのだといわんばかりに、目でうながした。まさか、出るのか、とでも言いたげな馬ば鹿かにするような顔。

　リコルは、その表情を見た途と端たん、決心がついた。

　あくまで抵てい抗こうするかのように、うなずいたのだ。







　第三章　闘技場にて







　リコルは取り調べ室から、闘技場アリーナのそばの収容所へと移された。

　闘技場での戦いに備えてのことだ。

　ファラータとイサキオスとは、教皇庁で別れた。二人はそこのどこかにしばらく拘こう留りゆうされるのだろう。クロックだけは、飛び去って難を逃のがれている。リコルのいざというときの切り札として、それは安心できることだった。ただ、収容所に入ってからは、クロックからの声が届くことはなかった。この収容所には特別な魔ま法ほうでもかけられているのだろうか。

　収容所──もとは刑けい務む所しよだという。たしかに、それは妙みような場所だった。もとより刑に服すべきところだったのだから世間とは隔かく絶ぜつされ、耐たえがたいものはある。ただ、いまは闘とう技ぎ出場者用になっているので、暗い雰ふん囲い気きの中にも、一種の狂きよう騒そうめいた浮うわつきがあった。陽気なもの、絶望するもの、いうとりどりだ。

　そうした中で、リコルは落ち着かない気持ちを必死に鎮しずめていた。


　いったい、どんな闘たたかいが待ち受けているのだろう？



　かつてはサザンにも、奴ど隷れいの闘士を戦わせる風潮があった。それは、どこか征せい服ふくした野や蛮ばんな国の風習をまねたものだと言われている。

　やがてそれは召しよう喚かん術じゆつを得意とする国だけに、召喚術師の技わざを競きそうという形に変化していったのだ。

　だが、リコルは〝闘技場の戦い〟をまだ実際に見たことがなく、そうした噂うわさを漠ばく然ぜんと聞いていたにすぎなかった。




「ほれっ、終わり！　つぎ!!」

　水を浴びせかけた監かん督とく者しやは、面めん倒どうくさげにわめく。リコルがここに収容されて、もう三日になろうとしていた。

　サザンもそろそろ夏に向かう時期。それでなくてもじめじめした収容所の環かん境きようでは、伝でん染せん病びようの発生が怖こわい。そこで、毎日、大きな部屋で行なわれる作業が済んでからは、こうして水を浴びせられるのが日課だった。

　若者は最初、まるで動物のようなこの扱あつかいに憤ふん慨がいしたものだが、そのうちに慣れてきた。

　そう、動物扱いなのだ、ここにいる者は。

　罪を犯おかし、社会のはみ出しものになると、サザンでは矯きよう正せいの機会などほとんど与あたえられない。それでなくとも人が多いのだ。軽い罪ならまだ何日かの投とう獄ごくで許されるだろうが、そうでなければ、まずまちがいなく奴隷の立場へと身を落とされる。監獄で何日も飼かっておく余よ裕ゆうはない。誰だれかの財産になるか、国の命ずるままの強制労働だ。

　では、その奴隷の身で罪を犯せば……。

　即そく、首を刎はねられるか、それとも、ここへ来るような羽目になる。闘技場アリーナの戦いの中でも、もっとも趣しゆ味みの悪い〝ならず者〟の戦いに。

　それは一種の見せしめの刑けいと言ってもよかった。

　犯罪者たちは戦うことを許されるのだが、その場合、相手とは真しん剣けんで、それもそれなりの技わざを持つ魔ま術じゆつ師しや召しよう喚かん術じゆつ師しという場合が多かった。ふつう、人間同士の戦いともなれば、捨て身の彼らにとっては勝つチャンスがあるかもしれない。しかし、強力な怪かい物ぶつを操あやつる召喚術師と、実際の戦いにそれほど習熟しているわけではない犯罪者となれば、ほとんどの場合、犯罪者が命を断たれてしまう。

　だが、まれにその罠わなをかいくぐって何度も勝利し、死を逃のがれる者がいる。その者は、たいていサザンを守る軍に入れられるのだが、選せん択たくの自由が少ないとはいえ、それまでの奴ど隷れいの身分に比べればはるかにましだった。

　もっとも、そんな幸運にありつける者は、ほとんどいない。

　ここに来る者は、もはや現実の人生に望みのもてなくなった者がほとんどだ。彼らには、自分の身を守る術すべはほとんどない。戦いの訓練を積んだものなど数えるほどだろう。そんな者たちが、この闘とう技ぎを目当てに各地からくる腕うでに自じ慢まんの召喚術師や、正義の味方を自負する神官魔術師と戦っても、勝ち抜ぬける見込みはそうそうなかった。

　それでも彼らにとっては、戦いに出ることが唯ゆい一いつの望みだった。ここにいて、望みのない人生を送るくらいなら、朽くち果てた方がいい──あるいは、万が一にでも勝てたとなると、教皇庁の衛兵か、神官戦士に取り立ててもらえる可能性だってあるのだから。

「おいっ、相変わらずしけた顔をしてるな。いまさらどうとなるわけでもなし。腹をくくれよ」

　水浴びの後、リコルが食しよく卓たくに着いたところへ、脇わきから柄がらの大きな男が割り込んできた。クロノールという元奴隷だ。なんでも、あまりに腹の立つ主人の頭をかち割って危あやうく死し刑けいになりかけたところ、運よくこの闘技の時期と重なったため、出場の機会に恵めぐまれたという。

「いや、決心はついてるんだが」

「おもしろいやつだな。ここにいるやつらは、どいつもこいつも犯罪者だ。それも、ここサザンじゃ、そのうち死刑になるはずのやつらばかりだ。ところが、おまえときた日にゃ、せっかく闘技に出れるってのに、出たくもないみたいだな」

「あんたは出たいのか？　死ぬかもしれないんだぞ」

「ああ、そのことか。そうだな、おそらく殺されるだろうな。こんなことで勝ち残るやつが何人も出たら、サザンの当局の立場が悪くなるだろ。おれたちゃ、当然、かませ犬さ。負けて、打ち倒たおされて、ざまみろと言われるのがオチだ」

「それで、どうしてそんなに気楽でいられるんだ？」

「おいおい、放ほうっておいたら、おれたちゃ、しばり首になるだけだったんだぜ。それに比べりゃ、いやな観衆のやつらの前でも、ひと花咲さかせられるってのはおもしろいじゃないか」

　クロノールはそこでにっと笑って見せた。色が浅黒いところを見ると、彼も南のソラステル方面の出なのかもしれなかった。筋肉は隆りゆう々りゆうとしていて、屋外での活動が長かったことを示している。

　リコルはここに来たとき、陰いん湿しつないじめに会いかけたが、それをとりなしてくれたのがこの男だった。さばけたやつだが、出自などはうるさそうな顔をして話してくれない。自分の価値基準をしっかり持っていて、それに合わないことにはがんとして応じないタイプだ。彼の方もどことなく変わったリコルに引きつけられたようだった。

「どんな闘たたかいになるんだろうな」

「またそれか。まあ、おれたちゃ召しよう喚かん術じゆつ師しの呼び出した化け物を倒すだけだが、おまえは別だからなあ。たぶん術のかけあいで、化け物の強い方が勝ちってやつさ」

「相手は倒さなくてもいいんだな」

「まあ、おれたちより、観客が決めてくれるのさ。放っておいても、おれたちに負けるようなやつは、面目をなくしておしまいさ」

　それを聞いて、リコルはちょっとほっとした。しかし、意味もなく召喚した生き物を闘わせるのには、依い然ぜんとして抵てい抗こうがあったが……。

「ぼくみたいなのは特別かい？」

「まあ、魔ま法ほうを使えるやつは嫌きらわれているが、どこでも重宝するからな。珍めずらしいといや、珍しい。おっと、あいつもだが」

　クロノールが指差す方向で、なにやら騒そう動どうが持ち上がったようだ。

「やめろ！」というかん高い叫さけびとともに、どたばたと暴れる音が響ひびく。

　リコルとクロノールは、やれやれという表情でそちらに向かった。

　食堂の片かた隅すみに輪ができている。と、見る間に、その輪が大きく広がった。囲んでいた連中があわてて逃にげ出そうとしているふうにも見える。

　輪の中心にいるのは、まだ年とし端はもいかない少年だった。耳がちょっととがっているところを見ると、エルフの血が混じっているのかもしれない。

「近寄るな！　汚けがらわしいやつめ。ぼくは闘とう技ぎに出るためにここにいるんだ。おまえの嫌いやらしい欲望を満たすためなんかじゃない！」

　そう言うと、少年はその前で腰くだけになって、あとずさっているヒゲ面づらの男に向かって指を上げた。

　リコルには状じよう況きようが理解できた。そういえば、あのヒゲ面はなにかあるとあの少年にかまっていた。おそらく同性愛者なのだろう。男ばかりでむさくるしいこうした場所では、ときどき見かけることだし、そうしたことでいさかいが起こるのも特異なことではなかった。

　ただ、その少年は魔法を使える──それが、問題だった。

　もちろん、ここにいる者はほとんどが囚しゆう人じんだから、人を攻こう撃げきする手段は取り上げられている。武器はもちろんのこと、魔法の手段となるものもすべてだ。杖つえ、錫しやく杖じよう、あるいは魔ま力りよくを帯びた品はすべて。リコルにしても、召喚術の礎いしずえとなる札はもちろんのこと、そうした魔ま力りよくを発はつ揮きすることのできる装そう飾しよく品ひんはことごとく没ぼつ収しゆうされていた。

　だが、中には、そうした魔力を体内に生まれ持った身の者もいる。エルフといった種族もそうで、彼らは何に頼たよることもなく、ある程度のレベルまでなら魔法を自在に操あやつることができた。

　この少年も、おそらくエルフの血を引いているからには、小さな魔法はそれなりに操れるのだろう。

　だが、いくら小さな魔法といっても、それが致ち命めい傷しようになることだってある。

　たちまち、その指先に小さな火花が散ったかと思うと、エネルギーの奔ほん流りゆうがそこから流れ出し、相手の男の胸をどんと撃うった。あの神官魔術師の技わざと同じだ。しかし、あの男は錫杖を使っていた。

「うわっ！」男は跳はねとばされ、もんどりうって倒たおれる。胸に手を当てているが、そこからは激しい火傷やけどを負ったのか、肉の焦こげる臭においが漂ただよっていた。

　騒さわぎが起こったとき、何事かと近寄りかけた連中も、これを見て泡あわを喰くった様子だ。少年を取り巻く輪がさらに広がる。もし、ここで少年が何かの動作をしたなら、みな恐おそれをなして、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげまどうにちがいない。そうなると、監かん督とく者しやが手におえないと、より強力な警備の者を狩かり集め……。

　リコルはまずいと思った。

　その少年とはあまり話をしたことはなかったが、どことなく反はん抗こう的な雰ふん囲い気きがあって、リコルは気になっていたのだ。見た目はハーフエルフとはわからないが、こうした魔法の技や、その容よう貌ぼうを見ると、まちがいなくそうだとわかる。無意識のうちに足が前に出ていた。

「もう、いいだろう。落ち着くんだ」

　冷静に話しかけたつもりだったが、少年は歯向かう姿勢を変えない。

「うるさい！　寄るな、おまえもああなりたいか」

「ぼくは何もしない」

「この街は腐くさっている。その腐った街の中でも、ここにいるやつらなんかは最低だ。いまに見ていろ……」

　指先を掲かかげる少年の目には、憎ぞう悪おが宿っていた。それはリコルやさっきの攻こう撃げきした相手にではない。どこにもぶつけることのできないような怒いかり。

　そういうきみは何者なんだ、と言いたかったが、それは抑おさえた。ただ、一歩一歩前へと進む。

「寄るな、さもないと……」

　指先に力がこもった瞬しゆん間かん、急に少年の目が反転した。がくっと膝ひざをつく。おそらく、なんの魔ま力りよくの助けになるものも持たないまま、生きの魔法を使った疲ひ労ろうで反動がきたのだろう。意識を失ってしまったらしい。

　リコルは近寄って、その少年を抱だきかかえた。クロノールにちらっと目をやる。

　相手はうなずきながら、ぼそりとつぶやいた。

「まずいな」

「どうしてだ、この子の魔法の力なら、そこそこ戦えると思うけどな」

　クロノールはわかっていないなと、肩かたをすくめた。

「だから、まずいんだよ。力のあるものは、逆に見せしめにされる。ま、あんまり考えないことだな。あんたもそろそろじゃないのか」

　ふと、リコルはそう言えば、自分がついに闘技場アリーナの戦いに立つ日が近いのだと、改めて思い知った。




　その日は朝から暑かった。リコルに、ようやく闘技場への呼び出しがあった日だ。

　サザンの闘技場での戦い。それは、近年、この国の周辺には音に聞こえた大会だった。

　召しよう喚かん術じゆつ師しの戦い、ということでも。

　サザンはもともと宗教国家である。古代六王国の時代、戦乱に明け暮れる地に魂たましいの浄じよう化かを求めて聖エルドが開山した場所が、やがて広がり国家となったものだ。

　力の中心となったのは、もちろん強固な信しん仰こうによる神官戦士団であったが、それと同時に、力を入れていた召喚術系の魔術によるところも大きかった。

　一説によると、初期にサザンの征せい服ふくした小さな国家が古代から伝わる召喚術の秘ひ儀ぎを隠かくしており、それを得たことから、宗教と魔ま術じゆつの両面で強力な都市国家が生まれ出たともいう。

　いずれにしても、以後、歴代の教皇たちは、聖エルドの教えを熱心に伝えると同時に、召喚術の研究にも大きな力を割さいてきた。ひいてはそれが、サザンをここ六門世界の都とまで言われる、強大な国家ならしめたのである。

　そのサザンで見世物としての闘とう技ぎが、やがて奴ど隷れいの闘士を戦わせるよりも、召喚術師の腕うで前まえを見せる場に変化したのは、当然の成り行きだったのかもしれない。


　どんな戦いをすることになるのだろう？



　依い然ぜんとして同じ想いに駆かられながら、リコルは朝から待機用の部屋で試合を待っていた。

　闘技場アリーナそのものを最初に外から見たときは、やはり驚おどろきだった。円形の五階建ての建造物が、どんとそびえている。外見は大聖堂にもにて黒ずんでいたが、その偉い容ようと同時に、周辺に展開されているにぎやかさも尋じん常じようなものではなかった。まるでバザールのようにさまざまな店が軒のきをつらね、そこを人間以外の異種族が闊かつ歩ぽしている。巨きよ大だいな見せ物と言えばそれまでだが、これほどの集客ができるサザンという街もやはり怪かい物ぶつじみているというのが実感できた。リコルらはそこをさっと通り過ぎ、闘技場の地下へと連行されたのだった。

　部屋には、彼の他に髭ひげ面づらの筋骨たくましい男が一人と、あのハーフエルフの少年がいる。少年は何か思うところがあるらしく、部屋の隅すみの方にうずくまってひと言も口をきかない。

「くそっ、待たされるのってのは嫌いやなもんだな、早く解放されてえよ」

　髭面がだれにともなく吠ほえた。

「勝てるのかな」

　それは聞いてはならない言葉だった。収容所にいる男たちは、みなそれぞれに勝手なことを言っていた。まあ、あまり勝ち目はないが、それでも百人に一人くらいは、ま抜ぬけな召喚術師の呼び出した化け物を倒たおして生き残る。そして、民衆から歓かん呼こされて、罪を許されるどころか、その強きよう靭じんな体力や精神力を認められ、教皇の衛兵隊か国を守る軍に徴ちよう募ぼされるのだと。

　それがただの希望にすぎないということは、言った本人もわかっていた。ただし、出て行ったものは、生きているにせよ、死んだにせよ、戻もどってこない。わからないことなら、希望を持っていた方がいいじゃないか。

「勝つさ」

　誰だれにともなく、その男がつぶやいたとき、扉とびらが開き、衛兵が入ってきた。

「さあ、出番だ。こっちへこい」

　乱暴に腕うでを引っ張られて出て行く。おそらく、これから鎧よろいをつけられ、武器を持たされて闘技場アリーナに引き出されるのだろう。

「うるせえ！　あれこれ指図するな。おまえら、後で吠え面かくぞ」

　虚きよ勢せいが部屋に響ひびいたが、誰も応こたえない。男はそのまま外へと引きずり出されて行った。




「あいつ、死んだな」

　それから、半時間がすぎた頃ころだろうか。隅すみの方にすわっていた少年がぽつりと言った。

　今朝から少年は、ほとんど何もしゃべっていなかった。薄うすいウエーブのかかった金きん髪ぱつが顔の前に少したれている。整った目鼻だちだ。いかにもエルフの血が混じっているという容よう貌ぼう。

　リコルは、これまでこの少年と親身になって話したことがなかった。ただ、いまは普ふ通つうに話しかけても、つっけんどんな答えを返されるのがわかっていたので、すこし搦からめ手てから攻せめてみようかとも思った。

「いいじゃないか、夢を果たせなかったんだから、それはそれで」

「夢？　こんなのが夢なもんか」

「じゃあ、どんなものが夢なんだい？」

　少年はつい、うかつに返事をしてしまったのに気がついたのだろう。唇くちびるをきゅっと結んだものの、こうなった以上はと思い直したのか、一気に吐はき出した。

「夢っていうのは、この世界が人間たちだけの世界じゃなくなる日だ」

「人間たちだけじゃない？」

「そう、ぼくの血に混じっているエルフや、ドワーフ、他の生き物たちも同じように平等に生きられる世界だ」

「みんな勝手きままに生きてるじゃないか」

　リコルの予期したとおりだった。少年はいきりたった。

「どこがだ！　ぼくの母は森を狩かられて、人間に捕つかまえられて、むりやり辱はずかしめられたんだぞ。人間はいたるところでそんなことばかりやっている。古代六王国の時代には、そんなことはなかった」

「えらく古いことを知ってるんだな」

「母から、ずっと聞かされてきた。もういないけど……だから、ぼくは人間以外の知性を持ってる者たちの楽園が来ることを信じて戦うつもりだったんだ。いや、ぼくは失敗したけど、いつかそんな時代が来るはずだ」
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　少年の怒いかりと理想を語るまなざしは熱っぽかった。

「あんたはちょっと変わってるよな。人間の中にずっといたから、あんたはわかってないだろうけど、ぼくはちょっと感じる。あんたはぼくらに近い何かがあるってね。昨日、気を失う前に、なぜだかそんな感じがした」

「ほう、それで？」

　妙みような感じだった。年下の少年にまるで諭さとされているような──いや、これは懺ざん悔げみたいなものかもしれない。少年はおそらく、この先にあることを考え、言いたいことを言っておきたいのだろう。

　だが、この聴ちよう聞もん僧そうというのも妙だった。つぎは自分の番になるというのに……。

「ぼくはこのサザンが、そうした人間中心の考え方の源のような気がしている。なんだかよくわからないけれど……で、あんたのような人たちが増えるなら、ひょっとしたら、それをくつがえせるかもしれない」

　これはまた過大評価をされたものだなと思いながら、リコルは言った。

「君がこれから勝てばいいじゃないか」

「わかってるだろ、こうなっちゃ、もう無理なことは。ぼくは人間すべてを敵にしてしまった。それじゃ駄だ目めなことに最近気がついたんだけど、もう遅おそかったんだ。結局、反逆だけでは駄目なんだ。それに何かを加えないと……」

　少年はそれきりしゃべらなくなった。思い詰つめたようなその表情を見ていると、この歳としくらいの子供に、無情なことを押おしつけているこの街がますます怪かい物ぶつめいて見えてきた。

「つぎ！」

　そのとき、扉とびらが開いた。運命の瞬しゆん間かんが来たようだ。

　覚かく悟ごしていたように立ち上がった少年は、一度だけ振ふり返った。

「君の名前は？」

「ロンギエル」

　おそらく、母方のエルフの名だろう。リコルはそれをしっかりと頭に刻みつけた。




　少年が出て行ってから、かなりの時間が経たったように思われた。リコルの他にも、後から二、三人がこの待機牢ろうに入ってきたが、ひょっとしたら今日はこれで終わってしまうのかもしれなかった。

　もちろん、闘とう技ぎは朝から何組も行なわれる。いちばん人気のあるのが、やはり召しよう喚かん術じゆつ師し同士の技わざの見せあいだが、これは大会も終しゆう盤ばんあたりに行なわれて、そう多くない。

　ついで、一いつ般ぱんに人気のあるのは、召喚術師が呼び出した怪物と生身の人間が戦う闘技だ。これはもともと、剣けん闘とう士しの戦いといった形で人気のあったものが姿を変えたものだ。

　他にも、これまでの名な残ごりで、剣闘士の戦いめいたものが行なわれていたのだが、どうやら残ざん酷こくだということで、これは今年から廃はい止しされるとのことだった。

　それでは、召喚術師の呼び出した化け物と生身の人間の戦うのが残酷ではないのか、といえば、まったくそんなことはない。

　相手となる人間は、ほとんどが囚しゆう人じんだ。中には、己おのれの武術を見せつけてやるとばかりに志願して戦う者もいるが、なかなか召喚術師の技に打ち勝つまでにはいかなかった。しかし、武術を心得たものなら、まだしもある程度は対たい抗こうできる。

　哀あわれなのは、ほとんど武器で戦ったこともない囚人が、自由に憧あこがれてこうした戦いに出たときだ。怪かい物ぶつたちは容よう赦しやはしてくれない。ほとんどが、無残にもそうした怪物に喰くい散らかされるのがおちだった。

　しかし、こうした刺し激げきの強い見世物を求めるサザンの大衆にとっては、戦いがどうであれ、激しいものであればあるほど、それは喜ばれるのだった……。




　今日はこれで済んで、明日になるのか。それにしても、あの少年は大だい丈じよう夫ぶだったのだろうか──リコルがそう感じた矢先だった。

「つぎ！」

　扉とびらが開いて、例の衛兵が入ってきた。

「どうだったんだ、あの少年は？」

　リコルはつぎが自分の番であることも忘れて、問いただした。

「うるさい、出ればわかる！」

　そっけなく答えた猪い首くびのその男は、問答無用でリコルの腕うでをはさむ。扉を出るところで、もう一人が脇わきに並び、若者は両腕をはさまれて連れて行かれる恰かつ好こうとなった。

「何の準備もないのかい」

　どうせ答えてもらえないだろうと思いながらも、リコルは聞いてみた。

「貴様は召しよう喚かん術じゆつ師しと聞いている。鎧よろいなどつけない方がいいはずだ。札は後で渡わたす。自分で三枚まで選べ。それを係が調べる」

　あくまで冷静で事務的な受け答え。

　やがて、出入り口に近いところで、召喚の札の調べがあった。リコルは別に迷わなかった。決めていたからだ。初期の頃ころの召喚への畏おそれは、いまではほとんどない。もちろん見世物風の闘たたかいへの抵てい抗こうはあるが、自分の使い慣れた魔ま獣じゆうなら、きっと期待に応こたえてくれるだろう、という思いはあった。ただ、闘技場アリーナでの実際の戦いとなると、これがはじめてなだけに、いくぶんかの不安は抑おさえきれない。

　出入り口への通路は軽く上に傾けい斜しやしている。そしていま、その先の扉が開いて、そこから光が差し込んでいた。だが、それはこの悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうからの解放を願った者たちの希望の光とはとても思えず、なにか背中から汗あせのしたたってくるような、恐きよう怖ふへの入口のように思える。

　若者は札を握にぎりしめ、腹に力を込めた。




　つんざくような喚かん声せいが聞こえる。

　急に明るくなったので、リコルは目をしばたたいた。

　円形になった競技場。観客席は低いところから高いところまで、人に埋うめつくされている。向かい側の出入り口までは、短たん距きよ離り走そうができるくらいだ。

　中央の観客席は他と異なり、豪ごう華かに作ってあった。貴き賓ひん席せきなのだろう。その下の戦場の端はしには、審しん判ぱんとなる者だろうか、十名近くが並んでいる。おそらく、だれもが名のある魔術師や召しよう喚かん術じゆつ師しにちがいない。

　若者は戦場の中央へと連れて行かれながら、どんな相手が現われるだろうか、と正面を注視しようとした。まだ、現われていない。

　そのとき、視野の端に、戦場の外れをこちらに向かってくる衛兵の姿が見えた。二人がかりで、何かを引きずっている。その衛兵たちは、歩いて行くリコルらから横にかなり離はなれて戻もどって行くが、そのとき引きずっているものが何かわかって若者はショックを受けた。

　あのハーフエルフの少年だ。

　いまでは、その姿は原形をほとんどとどめてはいなかった。

　酷むごい……。

　振ふり返って正面を見ても、少年をそんな姿にした化け物の姿はすでになかった。

　やがて、遠く向こうの出入り口から、こちらにゆっくりと歩いてくる姿があった。

　なにか金色に輝かがやく冠かんむりをつけ、これもきらきらと光る刺し繡しゆうをした長いローブを引きずるようにして進んでくる。肩かたからは、なにかドラムのようなものを下げていた。

　まちがいない。これからリコルと相対する召喚術師だろう。

　リコルはそっと胸に手をやった。いまはさすがに囚しゆう人じん服ふくとはちがうものを着せられているが、それでもそまつな衣い裳しようだ。その胸むな元もとには、この戦いに備えて返してもらえたたった三枚の札がある。これからの戦いで、自分を守ってくれるはずの魔ま獣じゆうたちを呼び出す召喚の札。

　しかし、相手がそれなりの魔法の使い手なら、こんなものではひとたまりもない。

　そのとき、頭に響ひびいてくる声があった。

〝大だい丈じよう夫ぶ、相手もただの若造さ。試験替がわりに、ここに出てくるくらいだから、たいしたことはない〟

　懐なつかしい響き。クロックだ！　上を見ても何もいない。

〝ああ、おいらは観客席の上の方にいるんだ。変な使い魔が空を飛んでるってことになって、狙ねらわれたらやだからね〟

　クロックはこれまでにも連れん絡らくしようとしたが無理だったことを伝えてきた。直接助けてもらうことはできなくとも、やっぱりそばにいてくれればリコルには心強い。

　言われたとおり、よく見つめると、なりは豪ごう華かで権けん威いぶっているが、相手も緊きん張ちようして必死になっているさまが蒼そう白はくな表情から見てとれた。考えてみれば、素す手でや普ふ通つうの武器で襲おそいかかってくる者に対してなら、召しよう喚かん術じゆつや魔法は大いに役立つだろう。が、相手も同じ召喚術師となれば、緊張して当たり前だ。

　それがわかったとき、リコルの心に余よ裕ゆうが生まれた。と同時に、相手の若者に対しても少し同情の念が芽生えてくる。

〝だめだめ、そんな甘あまいことを考えたら。ここでは生きるか死ぬかなんだぞ！〟

　リコルの心を読んだのか、クロックからの叱しつ責せきが飛ぶ。

　確かに、そうだ。お互たがい自分が認められるために、相手を倒たおそうとしているのだから。

　対たい峙じする両者。紹しよう介かいがある。

　周囲のざわめきが高まった。

　と、それが収まりかかるのを見計らったかのように、

〝戦え！〟の合図が放たれた。

　双そう方ほうは胸に手をやると、すぐさま召喚の札を飛ばす。こうした召喚術師の戦いでは、先に怪かい物ぶつを召喚できた方が有利だ。それに魔法を直接相手に飛ばすことは、ここ闘技場アリーナでは禁じられている。召喚術師はあくまで怪物を操あやつることで、勝敗を競きそうのだ。

　リコルは札を投げ上げると天空を見つめた。




　盟約ニ従イ、来タレ、ワガ友ヨ

　ナンジ　猛たけキ空ノ王者ヨ！
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　札が空に向かって舞まうと同時に、その空間は歪ゆがみ、そこから花が開くように何かが飛び出してきた。見慣れた姿だ。

　獰どう猛もうなくちばしと、鷲わしのように力強くはばたく翼つばさ──グリフォンだ。もはやリコルの頭は澄すみ切っていた。グリフォンの心とぴったりと同調できる。そいつはひと声鳴くと、辺りの状じよう況きようをすばやくつかんだ。

　そう、リコルの前に立つ召しよう喚かん術じゆつ師しも、負けじと召喚の札を投げ、そこから怪物が現われたからだ。




　われ、古いにしえよりの力により命ず

　汝なんじ、強きとぐろ巻くものよ、

　その住み家たる地より、湧わき出よ！
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　札は、リコルとはちがって地面に向かって投げられた。風に乗って地を掃はくように飛んだそれはやがて召喚の門となり、そこから何かがむくむくと首をもたげるようにして現われる。

　観客席がどよめいた。リコルの投じた空、そして、相手が投じた地──両極から現われた怪かい物ぶつたち。リコルのグリフォンも見事な姿をしていたが、それよりも、地面から出現した真っ赤な大だい蛇じやの姿に、むしろ観客はど肝ぎもを抜ぬかれたようだった。

〝何だ、あの蛇へびは！〟

　見たこともない姿に、思わずリコルはひるむ。

〝ヴァーミリオン・ファング、南の炎ほのおの沼ぬま地ちに生息するでっかい蛇さ。リコル、グリフォンだけだとまずい。あいつも呼ぶんだ〟

　クロックからの言葉を聞くまでもなく、リコルにはわかっていた。こんな巨きよ大だいな蛇にかかっては、グリフォン一羽ではとても無理だろう。

　すばやく懐ふところをさぐった若者は、目にも止まらぬ早さで、二枚目の札を空中に投じる。同じく宙に花開いた門からは、今度はすばやい旋せん回かいを見せるヒポグリフが姿を見せた。

　相手も、当然考えていたといわんばかりに、二度目の動作を見せた。真しん紅くの蛇の斜ななめ前に、これも地面へと投じられた札に応こたえて、今度は少し小ぶりな蛇が現われる。だが、そいつはかま首が二つあるという妙みような姿をしていた。

　再び、観衆がどよめく。

〝あいつ、蛇使いか？　だけど、あんな気持ちの悪いの、知ってるか、クロック〟

　後から現われた蛇の不気味さは、最初のものを上回っていた。

〝いや、あんなのは見たことがない。少なくとも、おいらの知ってる限りじゃ、地水火風の生き物じゃないぞ。リコル、気をつけろ。あんたの二羽だけだとまずいかもしれないから〟

　若者は、大きくうなずいた。

　召しよう喚かん術じゆつ師しの戦いで重要なのは、相手よりも早く召喚できるかという点で、詠えい唱しようの速度だろう。

　しかし、それと同時に、実力が均きん衡こうしている術師同士では、相手の呼び出したものに、どう応じるかも大切になる。

　さらに言えば、召喚する力には対象の大きさも関係しており、ある程度以上のものは、術師としての技術が高くならなければ呼び出すことはむずかしかった。

　そして、もう一つ。グリフォンとヒポグリフを呼び出したことで、リコルはもうかなり消しよう耗もうをしていた。

　グリフォン、ヒポグリフとも、これまでに呼び出したことはある。だから、それ自体を呼ぶのは苦しくはない。だが、一度に二体の生き物の意志を操あやつらねばならないというのは、大変だ。

　幸い二羽とも、地上にいる蛇へびたちを共通の敵と認にん識しきしているようだった。それは羽ばたくものたちの本能的な感覚でもある。

　リコルに向かって真しん紅くの大だい蛇じやが巨きよ体たいをくねらし、進んでこようとする。それに対して、グリフォンが、そして、ヒポグリフが、上空から突つっ込もうとした。もう一匹の蛇へびはさして大きくないので、二羽は無視してもよいと考えたようだ。

　しかし、リコルは警けい戒かいを強めていた。

〝盲めくら滅めつ法ぽう突っ込むな。何をしてくるかわからない〟必死に制せい御ぎよしている二羽に、そう伝える。

　予感は当った。

　かなり高度を落とした二羽めがけて、かま首を二つ持つ蛇が妙みような動作をした。首がそれぞれ、舞まい下りてくるグリフォンとヒポグリフに向いたかと思うと、口からしゅっと液体を発射したのだ。

〝危ない！　かわせ!!〟

　リコルの意志は敏びん感かんに伝わったようだ。二羽は急降下したものの、敵の動きを察知して、さっと両方向に別れて旋せん回かいし、急上昇する。その隙すきを狙ねらって、大きな真紅の蛇がグリフォンを咥くわえようとさっと伸のび上がった。

　危ないところだった。おそらく、小さい方は毒蛇なのだろう。毒液を喰くらってもがいているところを、真紅の大蛇が襲おそう。そのとぐろに巻き込まれたなら、グリフォンでもヒポグリフでもひとたまりもなかったはずだ。

　悔くやしそうに、大きな蛇はとぐろを巻いた。相手の召しよう喚かん術じゆつ師しも必殺の技わざを外されたのか、少し唇くちびるをかみしめる。

　リコルはこの状じよう況きようで、あきらかに自分の側が不利なのを知った。このままでは、鳥たちは攻こう撃げきの術すべを奪うばわれてしまう。かといって、手をこまねいていると、蛇そのものが迫せまってきて、おそらくリコル自身が打ち倒たおされてしまうだろう。

　実際、大だい蛇じやは蛇へび使いの意志を受けてか、じりじりと若者の方に身を寄せつつあった。

　だめだ、この二羽だけでは勝てない。

　あと、一枚、有効な札は残されている。ただ、三体も操あやつることは、果たしてできるだろうか。自信はなかったが、いまはそれを試みないと……。

　勝ち誇ほこったかのような笑えみが、相手の召喚術師の顔に浮うかぶ。

　リコルは歯を喰いしばった。この相手に別に恨うらみはない。しかし、ここで己おのれの能力を充じゆう分ぶんに発揮できなければ、結局はあのエルフの少年のようにされてしまうのだ。

　そう思ったリコルは、迷うことはなかった。

　考えるまでもなく、手が自然に動いていた。そして、いつものように澄すんだ声が洩もれる。




　ナンジ　小サキ風ノ精ヨ

　盟約ニ従イテ　ワレノ元ニ　来タレ……
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　声は小さすぎて蛇使いには届かなかったかもしれない。また、若者の動作も、札を投げたようには見えなかったかもしれない。

　だが、リコルの頭はこれまでになく活発に動いていた。


　大だい丈じよう夫ぶだ、応こたえてくれた！



〝そう、小さき精よ。なんじの魔ま力りよくをそこにいる仲間のものたちに分け与あたえるのだ！〟

　つぎの瞬しゆん間かん、上空で手をこまねいているように見えた二羽が、突とつ然ぜん、青あお紫むらさきの光に包まれた。たちまち二羽の猛もう禽きんは、あたかも鳥であるのを忘れ、まるで戦場を駆かける駿しゆん馬めのような勢いを得た。

　おそらく闘技場アリーナの観衆には、なにが起こったのかは見えなかっただろう。

　実際、リコルの方にじりじりと歩を進めつつあった蛇へびたちにも、気づかれなかったにちがいない。

　うなりをあげる旋せん風ぷうのように、青紫の光に包まれた二羽がすごい勢いで突とつ撃げきしてきたのだ。リコルだけは、真しん紅くの蛇に襲おそいかかるグリフォンのたてがみに、小さな妖精フエアリーの姿がしがみついているのを知っていたが……。

　相手の召喚術師は、さすがに事態を理解したようだった。慌あわてて、体の脇わきに吊つるしていた小さなドラムのようなものを叩たたこうとする。

〝あいつ、反則だぞ！〟

　フクロウの声が聞こえたような気がした。

　しかし、それは間に合わなかった。ヒポグリフは、毒液を飛ばそうとする気味の悪い蛇の攻こう撃げきをかわすと、たちまちその首を一つかみちぎってしまった。そして、その足でもう一つの首を踏ふみ潰つぶしてしまおうとする。もう一つの首は必死に歯向おうとはしたが、たちまち檸どう猛もうなかぎ爪づめにつぶされてしまった。

　一方、グリフォンと真紅の大だい蛇じやの戦いも似たようなものだった。

　通常なら、巨きよ体たいにものをいわせて、おそらく大蛇の方が優勢だっただろう。しかし、鷲わしの翼つばさとライオンの体をもつ怪かい鳥ちようの動きは、いまや目にも止まらなかった。

　上空からの強きよう烈れつな衝しよう撃げきと、すばやい動き。そして、檸猛なくちばしと、その爪。たちまち、蛇の目はつぶされ、そのかま首がひきちぎられる。のたうちまわる巨体も、こうなれば目的を失ってただ無意味にあがくだけだ。
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　!!

　リコルの頭の中では、グリフォンとヒポグリフの本能とも呼べる意識が激しく渦うず巻まいていた。敵をついばみ、それを喰くらってしまいたい衝動、相手の息の根をとめてしまい、凱がい歌かを上げたい欲求。以前のリコルなら、そうした激しい意識の流れに巻き込まれて、へどを吐はきたくなっていたかもしれない。しかし、いまではそれもこの生き物たちの自然な欲求なのだなと、落ち着いて自分と切り離はなして考えられる余よ裕ゆうはあった。

　群衆が歓かん呼この声を上げ、ふと若者はわれに返った。

　ヒポグリフはとうに怪あやしい二つ首の蛇へびをたいらげ、グリフォンがいま、大蛇にとどめをさしたのだ。

　呆ぼう然ぜんとしていた相手の召しよう喚かん術じゆつ師しは、眼前の出来事が事実だとようやく気づいたのか、震ふるえ上がって逃にげ出そうとした。

　観衆の不満げな声が大きくなる。

　リコルは一瞬何かと思ったが、すぐに理解した。

　相手を殺せと？

　さすがにそれは嫌いやだった。もともと仕組まれて戦わされているだけだ。相手も必死だったにすぎない。

　ふといい考えが閃ひらめいた若者は、二羽の怪かい鳥ちように相手を追うように指示する。鳥たちはたちまち飛び立った。

　歓声が高まる。召喚術師はいやいやをするように手を頭にかぶせたが、そのとき二羽がその衣服を両脇わきから咥くわえた。

　そのまま地面すれすれに空中へと吊つり上げる。そして、猛もう加速をすると、向かい側の出入り口のところから奥おくへと男を放ほうり投げた。

　激しい衝しよう突とつ音おん。きっと男は階段を激しい速度で転げ落ちたことだろう。少し怪け我がはするかもしれないが、これなら観衆にも応こたえることができたはずだ。

　引き返してきた鳥たちと並んで立つ。予想どおり、観衆は大きな歓声をこの若い召喚術師に浴びせた。

〝ふう、クロック、どうやら、第一関門は通過できたみたいだぜ〟

〝そうだな、でも、あと二回あるから油断しないように〟

　フクロウのセリフに、まだあと二回もあるのかと、リコルは暗あん澹たんたる思いに駆かられた。




「まずいな、貴様、あの若造に勝てるか？」

　唇くちびるの端はしをゆがめるセリフに、これからリコルと対する召しよう喚かん術じゆつ師しはぞくっとした。リコルが怖こわかったのではない。前にいるこの男のせいだ。闘技場アリーナの相手は、いくら召喚術師といえどものの数ではない。それよりも、この男に疑われると落ち着かないのだ。

「冗じよう談だんじゃありません。あんなやつ、瞬まばたきする間もありませんよ」

「そうかな、とっさにフェアリーを呼んで、あの蛇使いを押おさえ込んだ技量は、並の召喚術師とはちがうぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです、こちらは早さなら負けませんし」

「なんなら、あの若者の札の内容を知ることもできるが」

　男は、またも唇を吊り上げるようにして笑った。

　試合前に相手の術を知ることは、もちろん禁止されている。しかし、いま召喚術師と話している男は、それをすることができるのだ。

「結構です。そこまでわたしの腕うでに信しん頼らいを置けないのなら、つぎの試合は別のものにまかされればよいことで」

　召喚術師は恐きよう怖ふを抑おさえるために、むきになって言い放った。この男の言葉に従えば、あとあと言いなりにされてしまうかもしれないという無意識の抵てい抗こうがあったのだ。

「そうか、なら、その腕に期待しよう」

　召喚術師ギルドを陰かげで支配する男──キーレンは、それ以上は言わなかった。しかし、胸のうちではつぶやいていた。

〝貴様の負けだな。いまのうちに、つぎの手を打っておかなければ〟

　その笑えみは、周りにいるものすべてを凍こおりつかせるほどの冷たいものだった。




　歓かん声せいが聞こえる。

　これは自分を誉ほめたたえているのだろうか？

　それとも、ただ血に飢うえた観衆の雄お叫たけびなのだろうか？

　リコルは、あまり戦場を見み渡わたしたくなかった。

　そこは血みどろだった。巨きよ体たいを利した象が、すべてを踏ふみ潰つぶした跡あと。あるいは、地の精アース・エレメンタルが荒あれ狂くるった跡。

　手に手に弓を持ち、あるいは、おそるべき槍やりを構えたオークの軍団が、われがちに突とつ進しんしてくるのを、その巨象は防ぎとめたばかりか、同時に地中から現われた地の精の魔法によって反はん撃げきの力を増加させ、巨大な足とからみつく鼻とで、全員なぎたおしてしまったのだ。

　たしかにオークたちは、普ふ段だん以上の狂きよう乱らん状態にあった。

　相手の召しよう喚かん術じゆつ師しは、自信たっぷりにオークを六体も呼び寄せた。その中には着き飾かざったオークの長ともいえる存在がいて、彼らの士気はさらに鼓こ舞ぶされていた。その突進は、邪じや魔まになるものをすべて排はい除じよしてしまうような勢いだった。なまなかな魔ま獣じゆうではいかに強くとも、その速度に圧あつ倒とうされ、強力な弓の前に屈くつしていたことだろう。

　だが、リコルの呼び出したものも、おそるべき力を持っていた。

　最初に象が現われたときには、観衆はやんやの喝かつ采さいを贈おくった。この生き物はまだサザンでは珍めずらしかったからである。だが、この巨獣だけでは、オークの軍勢を防ぐのは無理だ。

　象だけではなかった。

　すぐ後に現われた巨大な地の精は、象に抵抗の魔力レジストをかけることで、オークの武器が何も力を及およぼせないようにしてしまったのである。

　こうなると、あとは二体の怪かい物ぶつが荒れ狂う惨さん状じようをただ見つめるだけだった。

　かつてリコルはオークたちに襲おそわれ、ファラータがひどい目にあったので、かれらが蹴け散ちらされるにはそれほど同情できなかった。

　だが、やはり生き物がなすすべもなく倒たおれていくのを見るのは、気持ちのいいものではない。

　そして同時に、こうした生き物を自由に従え、勝つにしろ負けるにしろ、悲惨な目にあわせている相手の召喚術師に嫌けん悪おの念がわいた。

〝こんなやつのために、見世物をやるなんてまっぴらだ〟

〝じゃあ、どうするんだ。象に踏ふみ潰つぶさせるのか〟

　頭に響ひびいてくるクロックの意見に、若者は少し考えた。

〝どうせ、こんな負け方をしたんだから、名めい誉よはないな。なら、こうしよう〟

　リコルがある動作をすると、象は心得たといわんばかりに、相手の召しよう喚かん術じゆつ師しに向きを変えた。

　そいつは逃にげようとする。しかし、象の鼻が摑つかんだかと思うと、何とかのがれようとするその男をはるか遠く観客席にまで投げ飛ばした。

　観衆から拍はく手しゆ喝かつ采さいが起こる。

〝後、一人か〟

　リコルは、もう後のことを考えたくなかった。




　闘技場アリーナでは陽ひがそろそろ傾かたむき、地平線に向かおうとしている。普ふ段だんなら奴ど隷れいの闘とう技ぎはもう少しはやく片がつき、最後に召喚術師同士の対決があって盛り上がるのだが、今日はちがっていた。

　リコルが二度も勝ってしまったからだ。

　観衆は抑おさえきれない興奮を示していた。めったに起こることのない番狂くるわせを、それも二度見れたこともある。だがそれ以上に、二度の戦いが真しん剣けんで、これまでよりもはるかに興奮度が高かったからだ。

　召喚術師同士の戦いは、たいてい一方がギルドのメンバーであり、他方も多くは同じ、たまに地方から出てきた駆かけ出しの使い手という場合がほとんどだ。これらは、新米の召喚術師の試技といった趣おもむきもあり、怪かい物ぶつ同士の戦いは見世物としておもしろくとも、召喚術師にまで危難が降りかかることはほとんどなかった。

　なら、闘とう奴どとの戦いが真剣でおもしろいかというとそうでもない。そこに出てくる罪人は戦い慣れしていないものがほとんどで、試合がはじまってもすぐに怪物たちに殺さつ戮りくされて終わるからだった。

　しかし、今日の戦いはちがう。リコルの前のハーフエルフの少年もかなり抵てい抗こうしたし、罪人にしては珍めずらしい召喚術師のリコルは、観衆が思っていた以上に技わざにたけているではないか。

　だから、人々は待っていた。いよいよ最後の試技だ。三度目をくぐりぬければ、この罪人は晴れて放ほう免めんされる。その珍しさもあって、場内には期待に満ちた興奮が渦うず巻まいていた。

　そうした雰ふん囲い気きを微び妙みようにかぎとっていた男がいた。

「まずいな、あのリコルというやつ、危き惧ぐしていたとおりだ」

　男はじっと場内を見み渡わたしている。いま、戦場では先ほどの血にまみれた闘たたかいの後始末がなされていた。リコルは控ひかえ室に戻もどり、その姿はない。

「どうされます？　つぎは、《ミノタウロスを呼べる男》フーパーですが」

　かたわらにいる背の曲った小男がたずねる。キーレンの片腕うでともなっている存在だ。

「いや、その程度の召しよう喚かん術じゆつ師しではだめだろう。赤あか髪がみのクロウエルくらいでないと、あの若造は処分できぬ」

「し、しかし、それではレベルがちがいすぎますし、クロウエル殿どのが承服されるとは……」

「なら、どうする？」

　冷れい淡たんに返す視線を感じて、小男は総毛だった。

　しばし考えてから、ふといいことを思いついたというように、キーレンは告げた。

「そうか、あれを出場させればよい。あやつなら、はるかにあのリコルを上回る腕を持つはず」

　サザンの召喚術ギルドに隠いん然ぜんとした勢力を持つこの男は、その名前を書いてかたわらの小男に渡す。

　それを見た男は青くなった。

「こ、これは、それこそまずいです。あやつが解き放たれなどしたら」

「大だい丈じよう夫ぶだ。サザンの召喚術ギルドをあげて、名だたる者たちがこの闘いの場を見守っておる。所しよ詮せん、このリコルごときを倒たおしても、あとはわれらのなすがまま。任せろ」

　指示を受けた男は、何も告げなかった。これ以上反対しても無む駄だだと知っていたからだ。ならば、早さつ急きゆうにそれを果たすだけ。

　小男は小走りにその場を去った。




　待たされた観衆の不満げなつぶやきが、歓かん声せいに変わった。リコルが三度、西の出入り口から姿を現わしたからだ。

　若者は疲つかれきっていた。通常でも、召喚術は体力を消しよう耗もうする。生きるか死ぬかの闘たたかいを二度行なって、さらにもう一度あるというのは、この若き術師にとって苛か酷こくなことにちがいなかった。

　召しよう喚かんの札は、手元に二枚。これだけにすべてを託たくさなくてはならない。

　どんな相手だ？

〝ジオテラン出身の召喚術師、リコル!!〟

　簡単に自分の名が告げられる。それに応こたえる歓声は、地面をも揺ゆるがすほどだった。

　そして、相手は……。

〝サザン出身の元尊師、ガシュラール！〟

　一いつ瞬しゆん、リコルには、それがだれかわからなかった。だが、観衆の声が一瞬水をうったように静まり、ついで、怒いかりとも興奮ともつかない叫さけびに変わるのを聞いてから思い出せた。

　まさか、自分が紹しよう介かい状じようをもらって、ここサザンで会おうとしてきた当の主ではないか。反逆罪で、いまどこにいるかわからないと召喚術師ギルドで告げられた相手と、ここでまみえようとは！

　信じられないように首を振ふったリコルは、出入り口から現われた姿を見たとたん、さらに驚おどろいた。

　なんと、女性だ。それも、そんなに歳とし上うえではない。赤いローブに身を包み、首くび飾かざりや指輪をはじめ、いかにも魔ま法ほうを使う賢けん者じやといった感じの装そう飾しよく物ぶつをつけている。顔だちは、こわばってはいるものの美しかった。

　彼女は疲れたように歩いてくると、所定の位置に立ち止まった。どうしてこんなところに引き出されたのかわからないという風ふ情ぜいだ。

　リコルも対たい処しよに困った。この相手には、サザンでいろんなことについて聞くはずだったのだ。断じて、こんなところで闘たたかうつもりなどなかった。いや、いまもない。

〝クロック、どうしよう。こんなことになるなんて……〟

　リコルは必死に観客席を振ふり返った。

〝おかしいなあ、あんたと最後に闘うのは、フーパーってやつのはずなんだが〟

　困こん惑わくしたような感情がフクロウからも伝わってくる。

　若い術師は必死に知ち恵えをめぐらせた。

〝そうだ、クロック、おまえ、レベルの高い賢者となら、意志が通じるかもしれないじゃないか。何とか、こっちの状じよう況きようを説明してきてくれないか〟

〝そんなに簡単には、同調できるかわからんが……まっ、しかたないか〟

　そうしたやりとりができたのも束つかの間まだった。

　すぐさま、闘いを開始する合図があった。

　最初は闘う意志のないように見えた賢者だが、こうなった以上は諦あきらめたようだ。やむを得ないという表情で腕うでを上げ、そのすらりとした指で何かの円を描えがく。

　たちまち彼女のまわりに、輝く電光プラズマ・ホールと、光輝かがやく蝶ちようが現われた。それだけではない、そのすぐそばには、なにか小さな精せい霊れいめいた姿もいる。

　召しよう喚かんの札など使わない。高位の術者ともなれば、指輪や杖つえ、あるいは口頭だけでも、そうしたことができるのだ。

　リコルは、その技わざを魅みせられたように見つめていた。すごい、という想おもいが湧わき上がる。

　と、さらにそれらのそばに、空中から突とつ如じよとして現われたかのように、雲とともに巨きよ人じんが降り立った。これだけの魔ま物ものを一挙に呼び寄せ、操あやつれるとは、さすがに名だたる賢けん者じやだろう。

　観衆はどよめいた。巨きよ人じんが闘技場アリーナに現われることはそうそうなかったし、その巨きよ人じんが手に立派な弓を持っていたからである。

　リコルは、この賢者とは闘たたかいたくなかった。なんとか自分で意志を通じさせたい、それがもし駄だ目めでも、少しでも時間を稼かせいでクロックが何とかしてくれるのを待つ──そうしたかった。

　だが、賢けん者じやの態度を見れば、それが無理なのは明らかだ。やむを得ず若者は、残り少ない召喚の札をとばした。

　冷静に見れば、この賢けん者じやの召喚したものたちは、相手の召喚術師が何を得意とするのかがわからない限りにおいては、賢明な選せん択たくといえるだろう。

　巨きよ人じんの弓は、相手が巨大な怪かい物ぶつでも召喚しない限り、数にものをいわせる敵なら一気に掃そう討とうしてしまえる。そして、巨大な敵がいれば、いま電光をばちばちと放っている光の球がぶつかればよい。いかに巨大であっても一巻の終わりだ。

　相手がそうはさせまいと、変わった怪物を呼び寄せても、精霊と蝶ちようによって少なくとも一体は倒たおせる。そして、この巨人はもともと屈くつ強きようである上に、弓だけでなく、召喚術師の指示によって魔法も使えるのだ。

　これなら、おそらくよほどのことでもない限り、負けないはずだった。

　一いつ瞬しゆん、召しよう喚かんが遅おくれたリコルは、相手が召喚したものを感じながら、かなりつらい闘いになるのを覚かく悟ごしていた。とにかくその攻こう撃げきをふせぐことだけができたなら……しばし、時間の余よ裕ゆうさえ稼げたなら……それには、とにかく防ぼう御ぎよを固めなければ。

　意識せず投げ上げられた札が二枚、大きく上空に弧こを描えがく。そして、そこから二体の怪物が現われた。

　観衆は予想していたものの、これにも驚おどろきの声を上げた。

　高く宙を飛んだ札からは、巨きよ大だいな鋏はさみを持つ昆こん虫ちゆうが羽根を鳴らしながら降り立った。そのつやつやとした甲こう殻かくはいかにも硬かたそうに見える。何よりも、クワガタを大きくしたような姿は見る者をぞくっとさせずにはいなかった。

　さらに、もう一枚の札による獣けものは、この闘技場アリーナで珍ちん奇きな怪物を見慣れた者も驚くに充じゆう分ぶんなものだった。

　巨象か？

　たしかに、そう見える。しかし、先ほどこの若者が見せたものよりはさらに大きく、そして、牙きばも長い。

　これは六門世界でも、北の凍いてつく地方にしか見られない伝説の冬象マンモスというものではないのか。

　その生き物は鼻を高く掲かかげて、ひと声鳴いた。いつでも相手になってやるといわんばかりだ。

　ガシュラールはリコルの召喚した怪かい物ぶつを見るや、一瞬、顔が真しん剣けんになった。

　もちろん油断などしていなかったが、思っていたよりも抜け目ない選せん択たくが、その召喚には感じられたからだ。

　よもや、わたしの布ふ陣じんを打ち破りかねない、隙すきをついてくるとは！　この召喚術師、若いのにできる──そうした想いが湧わいたのだ。

　雲の巨きよ人じんの持つ弓の攻こう撃げき、そして、電光を発する球による攻撃。この二つの間にあるかすかな隙を、リコルの二体であればついてくるかもしれない。


　こちらが遅おくれたなら、何とかなる。しかし、こちらが先に攻撃してしまうと……。



　そうした想いとは裏腹に、いま、小さなものどもを引き連れた巨きよ人じんは、眼前の敵に対して攻撃を仕し掛かけようとしていた。

　待て──賢けん者じやは急いで指示を送りかけた。

　そのとき、彼女の頭に、なにかしら雑念のようなものが響ひびいてきた。人の声にも似ている。

〝聞け……賢者ガシュラール……あなたが闘たたかっているのは……敵ではない〟


　何者だ？



　ふと見み渡わたすと、低空を滑かつ空くうしてくる鳥のような姿がある。


　ミネルヴァか、これは、相手の使い魔ま？



　召しよう喚かんした魔物を意志の力でつなぎとめつつ、その使い魔に対たい処しよするのは、この賢者にとってもなかなか大変だった。しかし、ガシュラールは、その相手に不ふ審しんな行こう為いがあればいつでも迎むかえ撃うてるようにした。

〝敵ではない……やむを得ず、ここでまみえることになったが……相手は、あなたの教えを乞こいにサザンまで来たもの〟

　その声には、嘆たん願がんするような調子がこめられていた。だが、ガシュラールには、とてもいま、それを素す直なおに聞き入れる余よ裕ゆうはなかった。

〝そんなことは信じられない。まやかしで集中を解こうとしているのだろう、おまえは〟

　当然だろう。いまは闘いのいちばん大切な時だ。少しでも油断を見せれば、それまでという紙かみ一ひと重えの刻とき。

　クロックは困った。賢けん者じやからは不信の念が伝わってくる。

　なんとか、本当だと信じさせなければ……この賢けん者じやがひとたび闘うと決断を下したなら、とてもリコルごときには対たい抗こうできないだろう。

　疑われてもいい。ここはできる限りのことを伝えよう。判断を迫せまられたフクロウは、そう決心した。

〝われは、北のドルイド、カリスタナスに育てられたクロックと言う。それはどうでもいいが、あなたと向きあっているリコルは、ウォーレスのサンジェリコからの紹しよう介かい状じようを携たずさえ、あなたに会うためにサザンに来たのだ。決してここで闘たたかうためではない〟

　サンジェリコという名を聞き、賢けん者じやの顔にはっとした表情が浮うかんだ。

〝サンジェリコとは旧知の間あいだ柄がらだ。だが、その男がなぜここに？〟

〝詳しくは言えない。とある陰いん謀ぼうで、ここに送り込まれてしまったのだ〟

　この説明だけでは、到とう底てい信じるには充じゆう分ぶんでなかった。だが、ガシュラールの心には迷いが芽生えた。

　怪かい物ぶつたちは、動きを止めている。それはリコルの側も同じだ。

　しばしの静せい寂じやく。

　その睨にらみあいは思いのほか長く続いた。

　やがて、最初は相手の隙すきをつくために動きを止めていると勘かん違ちがいし、固かた唾ずを吞のんでいた観衆から野次が飛びはじめた。

　もちろん、その間にフクロウは、一行がサザンに来てからの出来事をかいつまんで述べていた。ガシュラールにも、思いつく節はいくつかあるようだった。

　一方でクロックは、ガシュラールがどうしてサザンのそれまでの地位から、反逆罪で追放されることになったのかも、簡単に聞きだそうとした。が、それはリコルたち一行に起こった事よりも、はるかに複雑な過程があるようだった。クロックにわかったのは、追放と言いながらもいままで監禁状態にされていたことくらいだ。

　観衆の不満の声が高まる。

　それに合せるように、審しん判ぱん員いんである召しよう喚かん術じゆつ師しが手で合図した。明らかに、両者に闘うようにと指示している。

　賢けん者じやはそちらに目をやった。フクロウには相手からの迷いがまだ伝わっていたが、やがてある決断の閃ひらめきが感じられた。

〝どうやら、いろいろな事情がからんでいるみたいね。が、ミネルヴァ、こうなった以上はどうしようもない。ここで手をこまねいていたら、どちらも処しよ刑けいされてしまう。悪く思わないでほしい〟

　意を決したように、ガシュラールは告げた。

　クロックは、それを聞いてショックを受けた。あくまで闘たたかうということだ。だが、拒きよ絶ぜつにしては、何かしら強い思いもそこから伝わってくるようだ。どういうことかわからず、フクロウは、これからの成り行きに注目せざるを得なかった。リコル、気をつけてくれ……と、念じながら。

　と同時に、雲の巨きよ人じんがその巨体をゆすって攻こう撃げきに入ろうとした。リコルの呼び出した怪物たちも身構える。

　が、それよりも早く、輝かがやいていた蝶ちようが巨大な冬象マンモスのまわりに漂ただよっていった。蝶はそこで身を震ふるわせると鱗りん粉ぷんをまき散らす。同時に、小さな精せい霊れいもいつの間にか冬象の周囲を舞まっている。その瞬しゆん間かん、驚おどろくべきことが起こった。

　象が溶とけていく。

　闘技場アリーナの真ん中で、人々も驚く巨体を見せていた象の頭部が、たちまち不気味な形に変わった。一瞬何かと思えたものの、それが巨象の頭ず蓋がい骨こつであるとわかった観衆は息もつけずに注目している。骸がい骨こつはまるで生きているかのように不気味な笑いを見せつけた。

　そして、見る間に北の冬象は、全身を骨に変えて地面に横たわったのだ。

　リコルは、賢けん者じやの大おお技わざに胸が締しめつけられる思いだった。


　クロックの努力は無む駄だだったのか。



　一瞬で、こちらの主力である冬象が溶かされてしまった。後は、あの巨人が襲おそってくるだろう。

　もはや、望みはない。

　雲の巨きよ人じんは、ここぞとばかりに弓をかざす。そいつは残ったクワガタに燃え上がる矢を放った。

　矢は狙ねらい過あやまたず、巨大な昆こん虫ちゆうを撃うつ。だが、クワガタはそれに耐たえたようだった。体勢を整え、空中に浮うかんだかと思うと、巨人めがけてまっしぐらに飛ぶ。

　巨人はこれを見て弓を投げ捨てた。その腕うでから、まっしぐらに飛んでくるクワガタに強きよう烈れつなパンチを喰くらわせようとする。先ほど蝶と一いつ緒しよに冬象マンモスを溶かした精霊も、巨きよ人じんを守ろうとするように、その前に飛んだ。

　巨人の腕が、クワガタの甲こう殻かくに砕くだけよとばかりに命中する。しかし、硬かたいその殻からはびくともしなかった。

　これを見た賢者の顔に、笑えみのようなものが浮かんだ。

　リコルは必死に怪かい物ぶつを掌しよう握あくしてはいたものの、その表情を見て怪け訝げんな思いがした。


　何だろう、あれは余よ裕ゆうの笑みか──



　そのとき、少し離はなれたところにいた電光の球が、クワガタめがけて飛んできて、その頭上で炸さく烈れつした。爆ばく発はつはすごいもので、命中したなら、どれほど大きな怪物でもその命をたたれたことだろう。そう、たとえ相手が雲の巨きよ人じんであっても。

　だが、クワガタの大きさ自体はそれほどでもない。危あやういところで命中を逃のがれ、球はあえなく空中で自爆した。

　今度は、クワガタの大きな前の鋏はさみが巨人の胸をえぐる。これには、巨人もたまらず苦く悶もんの表情を見せた。まちがいなく、その武器は心臓の部分をはさみとろうとしていたからだ。

　リコルは必死だったが、この成り行きに少し不思議な気もしていた。

　あの電光の球はクワガタに効かないと、この賢けん者じやならわかっているはずではないか。どうして攻せめたりしたのだ。守れば充じゆう分ぶんなのに……。

　おそらく巨きよ人じんが魔ま力りよくを使えるので、安心しているのだろう。

　確かに賢けん者じやが〝甦よみがえり〟の呪じゆ文もんでも使ったなら、おしまいだった。もし、クワガタが雲巨人を倒たおせても、そいつがすぐに甦ったなら、後は大きさに分のある巨人が勝つのはまちがいないからだ。

　だが、もし使う呪文が〝甦り〟ではなく〝傷癒いやし〟だったなら、ひょっとすれば九死に一生を得れるかもしれない。

　それでも、まだ若者の頭の中では疑問が渦うず巻まいていた。もし、あの電光を無む駄だに使わなければ、賢けん者じやは〝傷癒し〟でも完かん璧ぺきに勝てていただろう。

　じっと見守るリコルの目の前で、ガシュラールは胸を張ると、すべてをこれに賭かけるとでも言いたげに腕うでを掲かかげた。

　短い呪文が唱えられる。やがて、指輪が光りはじめた。そこからの光が、いま胸をえぐられている巨きよ人じんの体を包む。

　リコルは息を吞のんだ。

　まさか！〝傷癒し〟の呪文だ!!

　これなら、結果はまだわからない。

　そう、ほんとうにわずかだが、もし、ぼくに運があるなら……。

　だれもが見つめる中、クワガタが胸をえぐっている。

　そして、その力は衰おとろえなかった。巨人はいったん力を回復したかのように見えたが、やがて苦しげに顔を歪ゆがめた。そして、その口くち許もとから、突とつ然ぜん真っ赤な血潮が奔ほん流りゆうとなって吹ふき出す。

　ガシュラールはただじっとそれを見ていた。と、巨きよ人じんがよろめきながら後退し、そこに近寄っていった。

〝危ない!!〟

　リコルが叫さけんだのと、ほとんど同時だっただろう。

　巨人の身を包んでいた光が消え、そいつはぐらりと仰あお向むけに倒たおれたのだ。胸にクワガタの鋏はさみを突つき刺さしたまま。

　そして、呆ぼう然ぜんと見守る賢けん者じやはまさにその巨きよ人じんの下した敷じきとなった。

　ぐしゃっと、嫌いやな音が響ひびく。

　観衆が総立ちとなった。

　リコルもクロックも、全速力でそのそばへと駆かけ寄った。

　若者は倒れた姿に身を寄せる。

「ど、どうして、あなたはこんな無茶をしたのですか。いや、それをいうなら、どうして……」

　賢者はもう虫の息のようだ。首が妙みような角度にねじれている。

　リコルはとっさにこの賢者を治せるかと召しよう喚かんの札を探さぐったが、もうそこは空っぽだった。それに、こんな傷ではもはや治ち療りようは無理だろう。

「あ、あなたがリコルね。やはり、そのミネルヴァが教えてくれたとおりだった。わたしがまちがっていました」

　青ざめた唇くちびるから苦しげな声がささやく。若者は自分の言いかけた言葉を続けざるを得なかった。

「あなたほどの方が、どうしてあの電光を破は裂れつさせたのですか。あれがなければ、ぼくにはどうしようもなかった。電光で守り、それに〝傷癒いやし〟があれば、雲の巨きよ人じんはまちがいなくクワガタを防いだでしょうから」

「いいえ、わたしはこれでいいのです。神はあなたを選んだのだから」

「神が選んだ？」

「わたしには確信がつかなかった。だから、このまま確実にあなたを倒すことはできなかった。そこで、賭かけたのです。ほとんどあなたには勝ち目がない。でも、〝傷癒し〟だけなら絶対でもない。もし、九死に一生をあなたが得るなら、それこそ神がわたしのためにあなたをここに送ってくれたのです。聞いてください」

　まるですがりつくように、この賢けん者じやは言葉を吐はき出した。

「サンジェリコが寄よ越こしたのだから、あなたは信しん頼らいできる人間だと思う。あなたもこれまで気がついたように、サザンはいま病やんでいます。何かがうまく行っていない。聖なるエルドの教えがまちがっているとは思いませんが、その背後に魔まに毒された者が多くいます。あなたなら、それを何とかできるかもしれない。わたしはもうだめです」

「そんなことはありません。生き延びれば」無む駄だとは思いつつも、リコルは励はげまそうとした。

「いいえ、たとえわたしが勝ち残っても、こうした立場に追い込んだ召喚術師ギルドは、その後でわたしを倒たおすことでしょう。だから、わたしは賭けに出たし、神はあなたを選んだ、それでいいのです。二人とも死ぬよりは」

　なにやら言い残したそうなので、リコルは待った。

「いいですか、〈サレンの地下グロツト〉に潜もぐってください。そこで、あなたはわたしの遺志を継ついでくれることになるでしょうから」

　それだけ告げると、賢けん者じやの顔からは急に生気が失われていく。リコルは必死になった。

「待ってください。ぼくは……ぼくは、サザンに来て、いろいろガシュラール師には聞きたかったのです。ぼくの名はエイキンです。父はここで宮きゆう廷ていにいたはずです。この名について、何かご存じありませんか？」

　賢けん者じやはかなりの努力をして、うっすらと目を開け、つぶやいた。

「エイキンですか……なるほど……これもまさしく思おぼし召めし……いいですか、ハメルンに会うことがあれば、その人を信じなさい……」

　その一言とともに、ガシュラールは目を閉じた。もはや、この世から去ってしまったのは明らかだった。しかし、その表情には、何かほっとした安らぎのようなものが浮かんでいた。

〝ハメルン？　何のことだろう、クロック？〟リコルはかたわらのフクロウに告げた。

〝〈サレンの地下〉とかも言ってたな〟

　若者はまだ、いまの出来事で頭がいっぱいだった。

〝ホーホー、それはともかく、そろそろ顔を上げないとまずいみたいだぞ〟

　フクロウの答えに周囲を見ると、遠くから審しん判ぱん員いんが駆かけ寄ってくる。それと同時に、観客席からは大きな歓かん呼この声が上がっているのが耳に届いた。

〝リコルに解放を！〟

〝リコルに自由を！〟

　明らかに声はそう告げている。それは大きなうねりのような波となって、闘技場アリーナそのものを揺ゆさぶっていた。

　と、審判長のような姿がリコルにそばに来るように示した。

　リコルはおとなしく従った。もはや、抵てい抗こうする気力すら残っていなかった。

　審判長は、おそらくどこかの貴族なのだろう。その着き飾かざった姿からは権けん威いと裕ゆう福ふくさがにじみ出ている。

　そばにいる男が、ひざまずくようにうながした。

　従うリコルの頭に何かがかぶせられる。栄えい誉よの冠かんむりかなにかだろう。男は口を開いた。

「汝、ジオテランの召しよう喚かん術じゆつ師しリコルよ。汝なんじは見事に、この闘技場において優ゆう秀しゆうな腕うでを披ひ露ろうしてくれた。その栄誉を讃たたえ、汝はこれまでの罪を逃のがれ、これからは自由人としてふるまうことを許される。願わくば、この恩おん恵けいを賜たまわりしサザンの都に仕え、その身を捧ささげることを期待するぞ」

　そしてリコルを立たせて、その手を掲かかげた。観衆の声がさらに大きなものとなる。

　リコルはそれを聞きながらも、運ばれていくガシュラールの亡なきがらを苦い気持ちで見送っていた。







　第四章　サレンの地下グロツト







「リコル、どうだった？」

　ここは、宿屋──〈黒い三日月〉亭てい。リコルが奮ふん闘とうした後、解放されたファラータとイサキオスが合流していた。

　さすがに、その夜は疲つかれきっていたリコルだが、とにもかくにも二人が無事だったことにはほっとした。ファラータは元気そうだった。リコルが心配だったらしいが、一方で暇ひまをもて余していたらしい。イサキオスも同じで、こうなった以上は彼もしばらく行動をともにしようということになった。

　そして、翌日、若者は疲れが残っている体にもかかわらず、いま〈大学院アカデミア〉に行ってきたところだった。晴れて自由の身になり、力ある召しよう喚かん術じゆつ師しであると証明できたからには、その中に入れるはずと踏ふんだからだ。イサキオスは心配げに、あまりお薦すすめできないと主張していたが。

「いや、がっかりした」

　むすっとした顔の若者を見て、剣けん士しがやっぱりというようにうなずく。ファラータは何か腹立たしくなって詰きつ問もんした。

「あのキーレンってやつが、また妨ぼう害がいに来たんでしょ。でも、あなたは英えい雄ゆうなのよ、そんなこと気にしなくてもいいはず……」

　まくしたてようとするファラータをリコルはあわてて制した。

「そうじゃない。今度は別なやつが来て、妙みように愛あい想そがよかったのさ。で、中を案内してもらったり、いろいろ聞かせてもらったが、結局、上うわっ面つらを説明してくれただけ。逆に、こちらのことをいろいろ聞かれて、もうこりごりだ。ここに入ってもらって、サザンの優ゆう秀しゆうな召喚術師になりませんか、なんて形の上だけのお誘さそいも受けたんだけど、なんかいやだった」

「キーレンってやつを呼んだ？」

「いないってさ、居留守なんだろうけど。ガシュラールのことも、よくわかりません、の一点張り。それと……」

　少し言いよどむ。

「何よ」

「どうもあの召喚術学部というのは気にくわない。警けい戒かいは厳しいし、余分なところに金はかけてあるし、妙みように軍事的な部分が強調されているし。なんだかこう、ねじまがってる気がするんだな」

　前で腕うで組みするファラータを見つめながら、若者は切り返した。

「ファラータも、あんまり機き嫌げんはよくないんだね」

　思いもかけないリコルからの言葉だったので、彼女はちょっと答えに困った。

「あら、わかる？　このところ、ベナウスから何の連れん絡らくもないので、ちょっと心配はしてるんだけど」

「ああ、彼のことだから、また自分の事件で忙いそがしいんだろ」

「そうね。戻もどってみたら、ちょっと忙しくなって、ここへはしばらく来れないって置き手紙がしてあったけど。まあ、こっちが閉じ込められていたから、連絡できなかったのかもしれないわね」

　思わず、舌を出すファラータ。その仕草に、かえってリコルは不安を感じた。

「たしかに、気になるな。ぼくらがどこに行ったかわからなくなったら、ベナウスの方が調べにくるはずだ。それがないとなると……」

〝おいらも調べてみようか〟

　眠ねむっているとばかり思ったフクロウから反応があったのは意外だった。

〝そうだなあ……〟

「ところで、われわれはこれからどうするのですかな？　そのお仲間を探すというのも一つですが、聞けばリコル殿どのは、あの賢けん者じやにいまわのきわに何か託たくされたとか」

　そのとき、黙だまっていたイサキオスが口を開いた。この男もじっとしておれない性しよう分ぶんらしい。

「そうだ、リコル、あなた、地下がどうのこうのと言ってたじゃない」

　ファラータも思い出したようだ。賢者ガシュラールが告げた言葉──〝〈サレンの地下グロツト〉に潜もぐれ〟──は、いまでもリコルの耳にくっきりと残っている。

「うん、〈サレンの地下〉に潜れ、とか言われたな。イサキオスさん、この言葉で何か思いつくかい？」

　剣けん士しは待ってましたとばかりに口を開く。

「あまりお薦すすめできる場所ではありませんな。だが、しかし、英えい雄ゆうであるリコル殿、および、名高い召しよう喚かん術じゆつ師しガシュラール殿の遺ゆい言ごんとあれば……」

「また、もったいをつけて。ちゃんと説明しなさいよ！」

　やれやれという仕草で剣士はいずまいを正した。

「もともとここサザンは古くから栄えてきました。六王国の争い以後、開山されたとはいえ、それは一千年近い昔。それ以後、幾いく多たの歩みがあります」

　それが癖くせらしく、いつもの瞑めい想そうするようなまなざしとなった。

「大きく分けても、三つとなります。争いを癒いやすことで、人々がここに集まりはじめた古代サザンの時代。聖エルドの教えが広まり、都市国家としてのサザンの勢いがどんどん広まり出した、中期興こう隆りゆうの時代。そして、あまねく六門の要かなめとして、その栄えい華がを極きわめたる〝いま〟があるわけです」

「で、それが〈何とかの地下〉と、どういう関係があるのよ」

「いま、説明いたします。ですから、その古代サザンの時期と中期興隆の時代の境は何かと申しますと、これがおそるべき疾しつ病ぺいが流は行やって、一度街自体が荒こう廃はいしかけたときのことです。このときばかりは、一時、人々は街を捨て、別のところに移住しました。そして、数十年ののち、ここを再び都と定めて新たに建設したのです」

「へー、そうだったんだ」

　改めて、知らなかったというように、リコルがため息をつく。

〝おいおい、そんなこと、『六門都市列伝』に載のってたじゃないか〟

　生意気なクロックが割り込んでくるのを、リコルはむっとして聞いていた。

「で、その疾病となんとかの地下が関係していると」

　ファラータが話の穂ほをついだので、イサキオスは勢いこんだ。

「そうです、その通り。〈サレンの地下グロツト〉というのは、そのとき悪疾に冒おかされた人々を生きたまま埋うめたり、殺して焼いた死体を投げ込んだところで、いまもって人はあまり近寄らないのです」

「なんだか、あまり行きたくなくなったわ」ファラータは現金だ。

「どこにあるんだい？」

「街の外にある丘おかから行けるんですけどね。案内できますよ」

「だけど、そんなところに行ってどうなるの」

「さあ、わからないけど……」

　リコルもまったく見当がつかなかった。

「いいじゃないですか。あの賢けん者じやはそこであなたが何かを見つけるのを期待したんじゃないですか。それとも、そこに何かを隠かくしているとか……莫ばく大だいな遺産でも眠ねむってるのかもしれませんね」

　どうも、剣けん士しは一行をそこに連れて行きたそうだ。リコルにしても、ベナウスの行ゆく方えは気になったものの、いまとりあえずできることと言えば〈サレンの地下〉に行くことくらいだとは理解できた。ファラータにしても、口ではああ言ってはいるが、本心でないのは明白だ。

「ところで、ハメルンという名前かなにかに覚えはないかい？」

「さあ、それはちょっと」

　物知りなイサキオスが駄だ目めなら、わからないだろうと、若者はそれ以上追つい及きゆうするのを諦あきらめた。




　ともし火が揺ゆれる。〈サレンの地下グロツト〉と呼ばれるそこは、典型的な地下道だった。

　身長より少し高いくらいの天てん井じようと、二人がようやく並べるくらいの道が延々と続いている。最初のうちは、石組みでしっかりしていたそれも、そのうちただの地下を掘ほり返しただけの道となっていた。曲がりくねる箇か所しよもあれば、上り下りの坂もあり、枝わかれもしている。

「長いなあ。こんなのがまだ続くのかい？」

　火をかかげて先頭を進むイサキオスに、リコルがたずねた。

　無言のうなずき。

　一行はサザンを出て、半時間ほど歩いたところにある小山の陰かげからこの地下に入ったのだ。

　そこには形ばかりの警備小屋があった。衛兵はそこにこもっているのか、それともどこかに行っているのか、立入禁止の柵さくを押おし退のけるだけで一同は楽に入ることができた。

　これには拍ひよう子し抜ぬけしたものの、それからずっと続く地下の道にイサキオス以外は辟へき易えきしはじめていた。

「ちょっと、いま思ったんだけど、帰り道はわかってるんでしょうね」

　イサキオスの頼たよりなさをいま思い出したというように、ファラータが言う。

「もちろん、サザンの住人であるわたしには、このあたりの道は目をつぶっていてもわかるのだ」

　いつもとはちがって、尊大な答えが返ってくる。

「ということは、あなたがいなくなると、わたしたち大変じゃない」

「ははは、その通りですよ、おっと」

　なにかにけつまずいて転びかけたようだ。ともしびが大きく揺ゆれる。

「ほら、頼りにならないんだから」

「おや、わたしとしたことが。まあ、お嬢じようさん、だから、大切にしてもらわないと」

　起き上がって服の汚よごれを払はらう。冗じよう談だんともなんともつかない返事だ。

〝おいらにはだいたいわかるけどね〟

　やりとりを聞いていたのか、クロックが肩かたからリコルに告げた。

〝どうしてだ？〟

〝さあ、鳥だからかな。でも、方角はもと来たサザンの方に戻もどってるぜ〟

　これで密ひそかに自信を得ていたリコルは、剣けん士しのもったいぶった態度がおかしくて笑いをかみころしていた。

　実際、枝道は多いものの、いままで通ってきた道はよく通られるらしく、踏ふみ固められた感じがする。それに、フクロウの本能もまちがうことはないだろう。

「で、〈サレンの地下グロツト〉のどこに行くんだい？」

「おや、そこからは、あなたがあの賢けん者じやから聞いてたんじゃないですか」

「いや、何も。そんなことはあんたも知ってるじゃないか」

　イサキオスのあまりのおとぼけぶりに、リコルはちょっとむっとして言った。

「おお、そうでしたな。では、まずわたしの知っているこの〈サレンの地下〉らしいところに行きましょう。もうすぐです」

　ここまで来た以上はしかたがないと思い、リコルらは黙だまってその後に従った。

　しばらく行くと、いままで通ってきた狭せまい道から広間に出た。イサキオスは、やはり、というようにうなずいている。

「ここからが〈死者の間〉です」

　そう言って、にやりとする。

「なんだい、その気味の悪い名は」

「行ってみるとわかります。ま、〈サレンの地下〉というなら、ここが名物でしょう」

「まさか、死なない死者がうろついてたりする部屋じゃないでしょうね」

　ファラータは冗じよう談だんめかしながらも、どこか本気の顔つきだ。

「さあ、そんなことはないと思いますよ。どうぞ、別にこけおどしめいた名前だけですから」

　剣けん士しは挑ちよう発はつするように二人をうながす。罠わなと思えないこともなかったが、相変わらず、この男流にもったいをつけているのだろうと感じたリコルは、奥おくへと続く道に一歩踏ふみ出した。ファラータも負けじと続く。

「うっ」

　女武ぶ闘とう家かは、思わず手で口を抑えた。

「何、ここは?!」

　異様な光景だった。入ったところは、広間というには少し狭い。広めの通つう廊ろうとも呼ぶべき場所だ。

　だが、なぜ通廊のように見えるかといえば、両りよう脇わきにうずたかく頭ず蓋がい骨こつが積み上げられていたからである。それもただのひと山という感じではない。びっしりと両側に、まるで生け垣がきや川の堤てい防ぼうのように、積み上げてある。

　明らかに人骨がほとんどだった。首から上だけのそれらは、思ったよりも小さくしぼんでいる。長い年月に晒さらされたせいか、黄ばんでいたり、部分部分が欠けているものも多かった。

　それに、焼け焦こげているものも多数ある。

　リコルはファラータと同じく、二の句が継げられなかった。

　ここは墓か？

　いや、そうではない。墓なら、人骨をこんなに無造作に捨てたりはしないだろう。

〝なるほど、カタコンベか。噂うわさには聞いていたが、ここにあるとは……〟

　頭の中に、博識なフクロウの考えがとびこんでくる。

「カタコンベ？」

　思わず口をついて出た言葉に、鋭するどくイサキオスが反応した。

「おお、さすがにご存じか。ここが伝説のカタコンベ、地下墓地です」

「リコル、どうして知ってるの？　ははあ」
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　クロックがウインクするのを見て、ファラータは理り屈くつがわかったようだった。

　しかし、解説癖へきのあるらしいイサキオスは、そんなことはおかまいなしだ。

「以前にもお話ししたとおり、古代サザンの頃、この周辺では悪あく疾しつが流行しました。その猛もう威いは凄すさまじく、街には死し屍し累るい々るい、それを焼く煙けむりは後をたたなかったそうです。そして、どうしようもなくなった骨は、葬ほうむられることもなく、ただ地下に穴を掘ほって放ほうり込まれたとも……」

「えー、それじゃ、こんなところにいたら、それにかかっちゃうじゃない」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶでしょう。その病気からはもう何百年も過ぎ去っていますから」

「だけど、放りこんだにしては、ここはえらく整せい頓とんされてるな。そうか、あんたがそんなことを知ってるってことは──」

「誰かが管理してるってことなのね」

「まあ、ある程度はサザンの当局が」

　ふとイサキオスは、以前にも浮うかべたことのある不可解な笑えみをもらした。

「もう少し行ってみれば、墓地もありますよ」

　そうした通つう廊ろうを抜ぬけて一行は進みはじめた。

　人間とは不思議なものだ。そうした事実を知ってからこの歳ふりた骸がい骨こつの山を眺ながめてみると、当初の驚おどろきや嫌けん悪お、恐きよう怖ふに満ちた感覚が、なにか哀あい惜せきと同情めいた思いに変わってきたからだ。

　この人たちは、すごく苦しかっただろうなあ。それに、こうした人たちを泣く泣く葬った家族の気持ちはどんなだったんだろう。立ち止まって、積み上げられた頭ず蓋がい骨こつをしげしげと見つめると、物言わぬ想おもいがじかに伝わってきそうだった。

　ファラータも同じような気持ちなのか、無言のまま歩いている。見上げると、フクロウだけは、そうした想いからは自由なようだった。

〝まあ、おまえは鳥だからなあ。これもただの人骨なんだろう〟

〝いや、ちがう。リコルの気持ちはわかるぞ。ただ……〟

〝ただ、何だい？〟

〝果たして、これがすべて、そうした悪あく疾しつだけによるものだったのかは、疑問だね〟

　意外な答えに、リコルはおもわず鳥を凝ぎよう視しした。

〝よく見たらいい。骨だって、かなり古びてるものと、そうでないものがある。ここにあるのは、一つの時代の死者だけじゃないってことだ〟

　言われてみれば、確かにそうだった。黄ばんでもろく、いまにも崩くずれそうになっているものが多いが、まだまだしっかりしている骨もいくつか混じっている。

〝つまり、ここがいろんな時代の骨の捨て場だってことかい〟

　フクロウは答えずに瞬まばたきしただけだった。

　いつものように鳥と無言の会話を交かわしつつ、無意識に進んでいたリコルは、通廊の奥おくがそこでまた広い場所になっていると知った。

　ここからは天然の地下洞どうになったのだろうか。天てん井じようも高くなり、奥までは見み渡わたせない。

　しかたなく前方にいるイサキオスのともしびを見た召しよう喚かん術じゆつ師しは、剣けん士しの足あし下もとに何かが立っているのを見た。

　そばに寄って確かめてみる。

　墓石だった。これも古びたもので、苔こけむしている。時のせいか、それとも地方の言葉で書かれているせいか、表面の模様は読み取れないが、おそらくは墓ぼ碑ひ銘めいなのだろう。

「ここは、ほんとの墓地みたい。ほかにもいっぱいあるわよ」

　ちょっと離はなれたところにいるファラータからの声が聞こえる。

「なるほど、ちゃんと埋まい葬そうされた人もいるんだ。だけど、なぜこんな地下に」

「さあ、特別な人たちだったんでしょうね」

　リコルはしばらく無言でいた。確かに、ここは特とく殊しゆな地下世界といえるだろう。だけど、ガシュラールはここで何を見せたかったのか。死者を弔とむらえとだけ告げるにしては、あの最後の言葉は重すぎるようにも感じられた。

　若者は、そうした疑問にどう答えていいのかわからなかったので、隣となりの男に聞いてみた。

「で、イサキオス、〈サレンの地下グロツト〉というのは、結局、こうした墓地のことだったのかい？」

「まあ、サザンで〈サレンの地下〉と言われると、ちょっと詳くわしい人間ならここのことだと思いますがね。まあ」

「まあ、何だい？」

　そのとき、急にぱっと何かが動いたので、リコルもイサキオスもびくっとした。

　クロックだ。フクロウが急に肩かたから飛び上がって、どこかに向かったのである。

〝クロック!!〟

〝あの墓の陰かげで何か動いた。左の奥おくの方だ〟

　しかし、一行には何も見えなかった。フクロウの夜目にだけ見えたのである。

　しかたなく召しよう喚かん術じゆつ師しは、右腕うでを掲かかげた。そして、何事かつぶやく。

　すると、リコルの手の周囲から、ぼんやりとした光の輪が広まり、やがてそれは左手の方角へと広がって行った。そちらがかすかに見える。

「ぎゃっ！」と、何かが叫さけぶ声がした。

　その方角に、手を上にかざしてうずくまっている姿がある。

　ファラータが駆かけ出した。遅おくれじと、剣けん士し、そして、いつものように最後になって、リコルが続いた。

　墓の陰かげで、フクロウのくちばしの攻こう撃げきから身をかばっている姿がある。

　なにかフードのようなものをかぶって、しきりに鳥を追い払はらおうとしていたが、三人に囲まれたのを知ると、諦あきらめたかのように抵てい抗こうするのを止めた。

「こんなところに潜ひそんでいるなんて、誰だれなの？」

　ファラータが強い調子で聞く。リコルにしても、別に直接害を加えられはしなかったが、相手を怪あやしいと思わざるをえなかった。

「ううう……」

　相手は、はっきり答えない。

「あなた、怪しいわよ。そのフードを脱ぬぎなさい！」

　ファラータが告げた瞬しゆん間かん、かがみこんで恭きよう順じゆんの意を表していたように見えた男は、脱だつ兎とのごとく駆け出した。洞どう窟くつの端はしの方に開いた穴へと逃にげ込もうとしたのだ。気づいたクロックはもちろん、ファラータもそれを追いかける。

　その洞窟の穴の中は、通路になっていた。

「左だ、左に行ったと、クロックが言っている」

　リコルはフクロウからの言葉を、先を行くファラータやイサキオスに伝え、自分もその後を急いだ。どうやら、クロックは追いついているようだ。

　道はこれまでよりも踏ふみならされ、使われているようだ。若者は、また魔ま法ほうの光を前方に投げかけ、転ばないように注意した。

　少し行くと、通路に扉とびららしきものがついており、それが開いていた。

　こんなところに部屋があるのかと驚おどろきながら奥おくを見ると、とっくみあっている姿がある。どうやらファラータがとびついたらしい。よく見ると、上をクロックも飛んでいた。イサキオスの姿はない。またどじを踏んで、迷ってしまったらしい。

　相手はもう逃にげられないと観念したのか、今度はすぐに従順になった。

　ファラータが後ろ手に相手をつかんでいる。

「なぜ、逃げるのよ。わたしたちは別に害を与あたえるつもりはないわ。あなたが怪あやしい恰かつ好こうをしているから、どうしてかわけを聞こうと思っただけなのよ」

「…………」

　相変わらず、無言のままだ。

　ちょっと手て荒あらいかなとも思ったリコルだが、とりあえず相手の顔を見たかったので、フードを取るようにと動作で示した。

　ファラータが、その三角のフードを跳はね上げた。

「あっ」

　若者と女武ぶ闘とう家かはその顔を見て、途と端たんになんともいえない顔をした。

　部屋は魔法によってぼんやりと明るい。そこに現われた顔は、見るも無残だった。半分ほどが焼けただれたように、肌はだが黒ずんでいる。しかも、周囲の肌はだ荒あれはひどくて、ほとんど骨がむきだしになりかかっているほどだ。

　リコルはおもわずたじろいた。ファラータも何事かと改めてみて、ぎくっとした様子だ。

　だが、ファラータはこれまでもいろんな事件で、病にかかった人や災さい難なんにあった人に出会っているし、それを看護してもきた。

「ひどい状態だわ。見せて、治さないと」

　と、正面を向かせようとする。

　男はいやいやをするように、彼女から離はなれて後ずさった。

「……放ほうっておいて……くれ」しぼりだすような声が洩もれ出てくる。「寄るな……近寄ると、あんたも感かん染せんするぞ……これは治らんのだ」

〝壊え死し病びようだ〟リコルの頭にフクロウが語りかけてくる。

〝死ぬことはなかなかないが、抵てい抗こう力りよくが弱いと感染度は強い。肌が荒れていき、ひどく見た目に醜みにくくなる。昔からそのために、病状以上に嫌きらわれてきた病だ〟

　男の方も害を加えるような素そ振ぶりは見せなかった。リコルはファラータにいま知ったことを告げて、下がらせた。

「フードをかぶっていたわけはわかったが、こんなところで何をしていたんだ？」

　その聞き方がおかしかったのか、男は含ふくみ笑いをもらした。心に余よ裕ゆうができたようだ。

「何をしていた？……あんたたちこそ何をしているんだ……おれたちはここに住んでいるんだぜ……サザンのやつらから忌いみ嫌われて」

　リコルが不可解な顔をしているので、男は続けた。

「そうか、あんたら何も知らないお上りさんなんだな。でなければ、こんな〝汚けがれた地〟と呼ばれる〈サレンの地下グロツト〉なんかに来るわけないもんな。おおかた、わけもわからずに迷い込んだんだろう」

　自信を回復したのか、男ははっきりとしゃべりだした。一見したときの醜みにくさは感じられるが、リコルにはそれほど不快ではなくなってきた。

「住んでるって、こんな地下墓地に？」

　不用意な発言だったようだ。おとなしく見えていた男の顔が激情に歪ゆがんだからだ。

「ああ、住んでいて悪いか！　こんなところにな。ありがたいこんなところにしか、住めないようにしたのはサザンの連中だ。特に、聖エルドの連中がな。おれたちの病気は悪あく魔まに感かん染せんしたからだと、勝手にきめつけやがったのさ。で、そうした者どもは、ありがたくも聖なるサザンに住んではいかん。いや、他の地域に行っても流は行やらせる恐おそれがある。死にたくないのなら、この地下にいろとおしこめたのさ」

　立て続けにしゃべって一息ついたのか、男は唾つばをのみこんだ。

　沈ちん黙もくがある。

　リコルはどう言ってよいかわからなかった。いろんな感情が渦うず巻まくが、それでもサザンで受けた扱あつかいから考えると、さもありなんという気がした。確かに街にとっては、病気が感染するのはおそろしいだろう。だが、それにしても追放なり、それなりのやりかたがあるではないか。

　若者の心を読んだのだろう。男は続けた。

「なぜ、そんないやな街なら、出て行かないのかと思ってるんだろう？　出て行きたいさ、おれたちだってな。だが、サザンは聖なる癒いやしの街でもあるんだ。あそこのお偉えらいさんたちは、自分たちがおれたちを癒すこともできずに、病気を街からよそに出したと知られるのが怖こわいのさ──」

　また、饒じよう舌ぜつが始まった。リコルは黙だまっている。それにしても、ガシュラールはこの男と引きあわすためだけに、ここへ来るようにと告げたのだろうか？

　若者の態度を、信じていないと思ったのか、男はさらに言葉をつぐ。

「本当だぞ。本来ならおれたちは、ここで全員殺されるのが定めだ、みたいなことを言いやがった。だが、聖なるお恵めぐみで生かしておいてやるから、外へは出るな、見つけたら、そのときは殺すとな。実際に殺された者も多い」

「まさか、そんな！」ファラータが信じられないというように言った。

　そのとき、後ろから声がした。

「いや、そうなのだ。だから、われわれのようなものが生まれた」

　振ふり返った二人の目に、扉とびらから人々が入ってくるのが目に映る。

　それは、ここにいる男と同じようにフードをかぶった一団だった。さらに顔を仮面で隠かくしてもいる。この地下で、その風ふう体ていはまさに異様だ。

「何だ、あなたたちは？」

「われわれは、この男と同じく〈暁あかつきに祈いのる者〉に属している。この男のような苦しみを受けた者たちが集まってできた。そして、そうした行こう為いをあくまで押おし通すサザンに抵てい抗こうしようと思う者たちなのだ」

　一人の男が進み出た。がっしりした体たい軀くをしている。しかし、そのフードに隠された不気味さが、リコルにはまだ一いち抹まつの不信の念を抱いだかせた。

「こんなところで、しかも、そんな恰かつ好こうで言われても、にわかには信じられないんだけどな」

　それはリコルの本音でもあった。

「おお、これは失礼した。しかし、わたしもいま述べたような信条で行動している以上、人目につくわけにはいかないのでな。どうだろう、リコルさん、わたしを信じて話を聞いてくださるのなら、この仮面も取るが」

「ど、どうして、ぼくの名を！」

　そのとき、後ろから一人の姿が進み出て、フードを取った。その男は仮面をつけていなかった。

「イサキオス！」

「あなた、この人たちと……」

　異口同音にしゃべりだそうとする二人を、剣けん士しは制する。

「そう、わたしはこの人たちの仲間だ。いや、それを言うならガシュラールさんとも懇こん意いにさせてもらっていた。だから、機会があればぜひと思っていたんだ。どうか、この方と話をしてほしい」

　意外な展開に、しばらくものも言えなかったリコルとファラータだが、ガシュラールの名が出て、こうなった以上はその意見に従うしかなかった。




　体格のがっしりした男は、それから二人を案内して別の部屋へと向かわせた。迷めい路ろのような洞どう窟くつだが、通いなれているのか、どんどん進んでいく。クロックはおとなしくリコルの肩かたに止まっていた。

　とある扉とびらをくぐると、そこは大きな部屋で、何人もが話せるような机が置いてあった。一同がすわると、男は議長のような態度で切り出した。

「さて、リコルさん、さっきも簡単にお話ししたが、われわれ〈暁あかつきに祈いのる者〉は、ぜひともあなたの力を貸してほしいと思っている。あなたの力は、ここにいるイサキオスから聞いていたが、先日の闘技場アリーナでの闘たたかいはまさしくかれの言葉が正しかったと、わたしにも確信できた」

　リコルにはなんとなくかれらの言いたいことが伝わってきたが、それでも確かめずにはおれなかった。

「力を貸すというのは、たぶんぼくの召しよう喚かん術じゆつのことだろうが、それを何の目的に？」

　そして、じっと相手のフードをかぶった顔に視線を定めた。男はまだそれをかぶったままで仮面もつけている。こんな態度で接せられても、簡単に承しよう諾だくはできないだろう。

　リコルの強い意志を秘ひめた視線を感じたのか、相手の男はひと呼吸おいてから告げた。

「そうだな、それにお答えする前に、わたしの方もはっきりさせないとな」

　そして、フードをさっと払はらい、仮面を取る。まわりにいた一同は、この行動に一いつ斉せいにあっと叫さけんだが、男はかまわず続けた。

　そこには、思ったよりも整った容よう貌ぼうの男の顔がのぞいた。髪かみの毛は少し薄うすいが、目に生気があり、なによりも強い意志をその引き締しまった口くち許もとがみせている。病には冒おかされていないようだ。

「わたしの名はフーズリ、元はサザンの貴族だ。いや、いまとなってはそんなことはどうでもいい。この〈暁に祈る者〉を結成したからには」

　そういって、言葉を切る。リコルがなにも言わないのを見て、男は続けた。

「きみの疑問には、最初に答えておいた方がよさそうだ。われわれは、革命を起こす。ここサザンでな、それも近い将来。そして、そのためには、きみたちのような有能な方々がどうしても必要なのだ」

　これを聞いた途と端たん、さすがにまわりがざわめいた。

「長、まだこの者は、意思表示をしておりません」

「そんな重要なことを、外部の者にもらすのは」

　異様な光景だった。フードをかぶった者たちがほとんど反対の意志を見せている。顔が見えているのは、リコルとファラータ、イサキオス、それにフーズリと名乗った男だけだ。覆ふく面めんの一行に吊つるし上げられているような雰ふん囲い気きがそこにはあった。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。彼らの腕うでのほどと、その行動については、イサキオスがつぶさに見てきてくれた。それに……クロノールからの報告もある。人間、ああした場所、明日も知れぬ身の上になったときにこそ本音が出るもの」

　クロノール──あの収容所で、リコルと親しかった闘とう奴どだ。なんと、そうしたところにまで、この組織は一員を潜もぐり込ませているのか。イサキオスの少々奇き矯きようなところはあるといえ、自分たちへの取り入り方といい、綿密に張りめぐらされた計画性をリコルは感じた。

　まわりの連中も、この言葉を聞いて、一いつ瞬しゆんざわついた様子が静まった。

　若者はそれでもまだまだ納なつ得とくできないことも多かったので、ここを機会とばかりに聞いてみた。

「革命と言われたが、いきなりそんなことを言われても、ぼくにはまだわからない。それに、その革命はどんなものなんだ？　このサザンという街に対してなのか、それとも、聖エルド教にまで及およぶ、サザンという国全体への革命なのか？」

　フーズリはこれを聞いて、じっとリコルを見つめた。その瞳ひとみは青く透とう明めいで、見つめているとその中に引きずり込まれそうだ。

「いかにも、この国への訪問者らしい考え方だな。まあ、急なことで、あなたがそう言いたいのもわかる。しかし、ここサザンでの滞たい在ざい中ちゆうにあったことを、じっと胸に手をあてて考えてもらえば、われわれの言いたいことはおのずとおわかりになるだろう。われわれがめざしているのは、サザン全体──そう、聖エルド教そのものへの革命だ」

　言葉に熱ねつ狂きようはなかった。それが、そのぶん、この男が真しん摯しな態度でいることを示していた。

　リコルは相手を見つめながら、ここしばらくサザンであったことを思い返していた。

　闘技場アリーナでの出来事、ガシュラールの最期、あのハーフエルフの少年、大聖堂からの帰り道に出会った奴ど隷れい監かん督とく、その後の判決、そして、召しよう喚かん術じゆつ師しギルドでの屈くつ辱じよく、浴場から追つい跡せきした盗とう賊ぞく……そして、いま知った、この〈サレンの地下グロツト〉に追いやられた人々。

　考えてみれば、サザンの栄えい華が、聖エルド教の荘そう厳ごんさの陰かげに、常にそれに虐しいたげられたものたちの存在を感じざるを得ない。

　だが、それだけで、はたしてこの男のいうような〈革命〉に協力するだけの理由になるのだろうか。

　理性ではそう思えても、たしかに心情は揺ゆらぐ。それを押おしとどめようと、あえてリコルは口に出した。

「だけど、サザンはそんなにひどいのか。ぼくの聞いてるところじゃ、南のソラステルなんかの方が、もっと残ざん虐ぎやくな宗教を信じていて独裁的らしい。それに、サザンはこれだけ繁はん栄えいしてるじゃないか」

　これに対して、一いつ斉せいに抗こう議ぎの声が上がった。押しとどめるようにフーズリが答える。

「それこそ、聖エルド教が隠いん蔽ぺいしていることなのだ。国内の不満を逸そらすために、外国をあげつらうこと。その実、サザンが何をしているかといえば、ソラステルをはじめ、他国の宗教をいいがかりに攻せめたて、そこから奴隷を連れかえり、物扱あつかいした上でこの繁栄を築いたのだ。それは、あの闘技場の者たちや、工事現場で充じゆう分ぶん目にしているはずだ」

　それでも、まだ若者には納なつ得とくが行かなかった。

　じっと、見つめる。

　フーズリが口を開いた。

「確かに、この申し出は急だったようだ。判断にしばし時間がいるようなら、わたしたちも半日くらいは待とう。あるいは、拒きよ否ひされるのなら、それもかまわない。あなたに秘密を知られようと、あなたがそれを洩もらすような人だとはわたしは思っていない。嫌いやなら、帰ろうが何をしようが、自由にしてもらってもいい」

　これには、リコルも驚おどろいた。反対したら、おそらく監かん禁きんされるか身に危険が及およぶだろうと思っていたからだ。そうなったら、どうしようかとも考えていた矢先だった。確かに、この人たちは覚かく悟ごを決めているのかもしれない。

　だけど……あのハーフエルフの少年は言っていた。

〝反逆だけじゃだめなんだ〟

　リコルはまだ答えを出せないでいた。

　そのとき、この成り行きをそれまで黙だまって見ていたファラータが口をはさんだ。

「リコル、わたしは、この人の言っていることがわかるわ。あれから教皇庁に閉じ込められているあいだに、わたしもいろんな人のことを聞いた。でも、やっぱり、ここのサザンで力を持っている人たちのやりかたは強ごう引いんすぎると思うわ」

「だけど、ファラータ、それですぐに〈革命〉だなんて……」

「悪いものは、悪いわ。〈革命〉というのは、それを言葉で表わしたものよ。わたしたちがここで受けた仕打ち一つを見ても、こんなのは許せないわ」

　リコルにはファラータの心情が何か理解できた。彼女は、もともと傷ついた人たちを見捨てておけないのだ。特に、それが他者によってなされた場合には。

　彼女はここで、それを街に入ってすぐ、石切場、この地下、と見てきた。ファラータは直情型だ。あまり迷ったりはしない。

「お嬢じようさんは、よくおわかりのようだ。でも、リコル君はまだ迷っておられるようだな。なら、しかたない。もう、少し考えてもら……」

　そのとき、扉とびらの外で、何か騒さわがしい音がした。

「侵しん入にゆうだ！」

　席にいた誰だれかが叫さけぶ。全員が立ち上がった。

「いかん、サザンの手先だ。みな、隠かくれろ！」フーズリが叫ぶ。

　それと同時だっただろう。

　扉が蹴け破やぶられて、何人かの男たちが乱入してきた。

　リコルは、とっさのことにどうしていいかわからなかった。

　ただわかったのは、肩かたに止まっていたクロックがいきなり飛び上がったのと、そばにいたファラータが戸口の方に向かっていったことだ。

「危ない、よすんだ、ファラータ!!」

　そう言った途と端たん、部屋を照らしていた明りが、ほとんど消えてしまった。かすかな明りの中でも、席についていたメンバーがすばやく片かた隅すみに開いた秘密の扉から、急いで脱だつ出しゆつしていくのがわかる。その明りも消えた。一いつ瞬しゆん、リコルはまわりがまったく見えなくなったので、あわてて机の下に潜もぐる。

　と、つぎの瞬間、強きよう烈れつな音とともに、部屋を爆ばく風ふうが見み舞まった。何か強力な破は壊かい魔ま法ほうが使われたらしい。爆風にあおられて机の足が折れ、その下にもぐったリコルの頭を直ちよく撃げきした。

　若者は気を失ってしまった。




　目の前に、以前見た姿が立っている。そいつは例によって宙空に浮かび、巨きよ大だいな歯の飛び出した口を大きく開けて哄こう笑しようしていた。

「どうした、相変らず決断がつかないようだな」

　リコルは起き直ると、その顔と直面した。

「あれはなんだったんだ？」

「サザンの特務衛兵隊だろう。革命などは断じて起こさせん。時の権力者ならそう考える」

「ファラータはどうなったんだ？」

「さあな？　それより、おまえはどうするのだ。おまえ自身のことをまず決めるべきだろう」

　若者は沈ちん黙もくした。

「いや、まだわからない。ぼくには、それと同時に気にかかることがある」

「ハメルンか、それはそのうち出会うことになるだろう。まだ、わからぬか。まあいい。それでは、おまえの意志のままに進むことだ。見れば見るほどさまざまなことがわかる」

「ハメルンを知っているのか、それなら教えてほしい」

「いや、余とても、すべてを知っているわけではない。余にわかるのは、運命の導きだけ。余はおまえに興味を抱いだいた。それだけだ」

　そういいながら、眼前の姿は消えつつあった。

「まて、待ってくれ。教えてくれ」

「リコル……」

　その声は遠くから聞こえてくるようだった。いつまでも彼の名を呼びながら。




〝リコル……リコル……〟

　頭に響ひびく声に、召しよう喚かん術じゆつ師しははっと目覚めた。どうやら、しばらく意識を失っていたようだ。あたりは依い然ぜん、真っ暗でよくわからない。リコルはともしびの魔ま法ほうを使った。

　惨さん憺たんたる部屋の状じよう況きようがあらわになる。

　爆ばく風ふうによって、四し肢しが四散した者もかなりいたようだ。侵しん入にゆうした側は、もう終わったと見て引き上げたらしい。リコルは運よく机の陰かげで見つからず、怪け我がもなかったようだ。

〝ファラータが大変だ〟

　クロックの声がまた響く。

　そう、ファラータは?!

〝大だい丈じよう夫ぶ、死んじゃいない。でも、捕つかまった〟

〝どこに？〟

〝何か、白い服を着た衛兵たちに連れ去られた。途と中ちゆうまでは追いかけられたが、扉とびらを閉められてしまった。おいらには開けられない、すぐに来てほしい〟

　どうやらクロックもあの爆発を逃のがれて、追つい跡せきしていたようだ。夜目の利きく、しかもはばたきしない小さなフクロウだったからこそできたのだろう。しかし、その小ささも、逆に扉などがあってはどうしようもない。

　リコルは起き上がって、ほこりを払はらうと急いだ。脱だつ出しゆつ口ぐちからフーズリらが無事逃れたかどうかも気になったが、それよりはファラータの方が大事だ。

　うす暗いともしびの下もとで歩を進めていくと、時間の経たつのがやけに長く感じられる。それでも折にふれクロックの指示に助けられて、ようやく若者はフクロウのそばへとたどり着けた。どうやら、どんどんサザンの方角へと進んできたようだ。

「クロック、ファラータはどこだ？」

　辺りは、天然の地下洞どうを過ぎて、もう人工的な作りになっていた。通ってきた通路の上にところどころ蓋ふたのようなものがついていたのは、そこからも出入りできるようになっているのだろう。しかし、フクロウがいたのは通路の行き止まりで、奥おくにちゃんとした扉があった。

〝しっ、声を出しちゃ駄だ目めだ。連中は、何人か途中で、あの蓋を開けて上に出て行ったけれど、ファラータは気絶したまま縛しばられて、この奥に連れ込まれたんだ〟

〝奥は何だろうな？〟

〝わからない、だけど、ここに扉があるってことは、何かの建物の地下室じゃないか〟

〝わかった、開けてみるぞ〟

　リコルはさっそく取っ手に手をかけて、がちゃがちゃやってみたが、鍵かぎがかかっているのか扉とびらはびくともしなかった。

〝鍵がかかってるのか？〟クロックが聞いてくる。

　最初は眉み間けんに雛しわを寄せていたリコルだが、扉を触さわっているうちに、その顔には少し安あん堵どの表情が浮うかんだ。

〝うん、だけど、こいつはどうも魔ま法ほうで施せ錠じようしてあるみたいだ。よかった、それならぼくにも開けれるかもしれない〟

　リコルは少し離はなれた位置に立つと、指輪をはめた手を扉の方にかざした。そして、なにやらつぶやく。

　と、扉が青白い光に包まれる。陽炎かげろうのように扉とびら枠わくで揺ゆらめいていた光はやがて消え、リコルが取っ手をひねると音もなく開いた。

〝魔法の鍵をかけておくとは、よほど重要なんだな〟

　フクロウが誰だれに言うともなく、伝えてきた。この鳥は独ひとり言ごとまで言うようになったかと思うと、リコルにはなにか可お笑かしかった。

　そこは物置のようだった。物が腐くさった悪あく臭しゆうと、獣けものがたてる異臭とがいりまじったみたいな臭においが辺りに立ち込めている。どうやら、奥おくの扉の向こうから漂ただよってくるらしい。ここには明りがなかったが、奥からは光が洩もれている。リコルとクロックはこの部屋も探さぐってみたかったが、ファラータのことが心配でもあり、奥の扉へと向かった。

　鍵はかかっていない。

　そっと押おし開けると、意外な光景にリコルは仰ぎよう天てんした。

　檻おりが並んでいる。そう広くない部屋に六つほどの檻が左右にあった。

　囚しゆう人じん用か？

　いや、そうではない。

　そこに閉じ込められていたのは、異形の怪かい物ぶつたち。とは言っても、それはこの六門世界のどこかに生息している生き物たちではなかった。

　ひとつの檻では、腕うでが八本あるゴリラのような生き物がいた。もう一つの檻には、頭が巨きよ大だいな繩はえで、下半身が人間をしたおぞましい怪物が、羽根をばたばたいわせていた。

「こ、これは！」

　驚おどろいて声を出したリコルに、見慣れぬ侵しん入にゆう者しやと見ていきりたったかのように、他の怪物たちも騒さわぎ立てる。

〝クロック、こんなの見たことあるかい？〟

〝獣の臭いはこれだったんだな。それにしても〟

　さすがに博識なフクロウも、これには見当がつかないようだった。明らかに怪物たちは、造化の神が作ったものにしては奇き矯きようすぎた。

　いちばんまともなものは熊くまの形をした怪物だったが、しかし、そいつには奇き怪かいな牙きばが二本生えていた。まるで、猪いのししや冬象マンモスのように。

　その熊はリコルらを見ると、まるで威い嚇かくするかのように立ち上がった。巨きよ大だいだ。グリズリーよりずっと大きい。

「だけど、ベナウスがいなくてほんとによかったよ。あいつがいたらこいつを見て、きっと興奮しただろうからな」

〝それよりも、リコル。どこかに隠かくれるか、先に進んだ方がよいかもしれん。こいつらが騒いでいるので、見張りが来るかもしれんからな〟

〝なら、先に行こう。ファラータが心配だし〟

　見苦しい怪かい物ぶつたちを後に残して、若者は先の扉とびらを抜ぬける。そこには上の階への階段があった。

　依い然ぜんとして、人が出てくる気配はない。

　これ幸いと、リコルとクロックは上に昇のぼり、そこにある扉をこっそりと開けてみた。

　広い部屋だ。中央に壇だんのようなものがある。まわりには棚たながいろいろと並び、そこにはさまざまな書物や実験器具のようなものが所狭せましと置いてあった。なにか実験室めいた趣おもむきがある。

　リコルははっと息をのんだ。

　中央の壇のそばでせかせかと動き回っている人ひと影かげがあったせいもあるが、それよりも、右手の奥おくにファラータがいたからである。
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　彼女も檻おりに入れられていた。

　何か猛もう獣じゆうを飼かうような檻の中にいる。手は後ろに縛しばられ、衣服はほとんどつけておらず、辛かろうじて下着が身を覆おおっているだけ。

「さてと……どうもこいつは抵てい抗こう力りよくがなかったようだな……まあ、死にかけだったから、仕方がないか……」

　男は衛兵のような恰かつ好こうではなく、白い上っ張りのようなものを着ていた。髪かみはぼさぼさで、衣服は血のようなもので汚よごれている。ぶつぶつとつぶやくその姿は、とても正気のものとは思えない。いま、そいつはファラータの方に近づいていった。

「その点、おまえさんはいかにも健康そうだな」

「どうする気なの？」

　ファラータにはしっかりした意識があるようだった。扉とびらの陰かげでよく見えないが、声はリコルの耳にはっきり届いた。

「見ていたろうが。わしは、ここ聖なるエルド様の御お力ちからのある場所で、強力な生物を創つくるように指示されておるのだよ。さまざまな怪かい物ぶつを、より力あるように合体させることができれば、サザンにとってこれ以上ない軍隊ができることだろう」

　そうか、とリコルは、地下の牢ろうにいた怪物たちに納なつ得とくがいった。

「だが、どうも獣けものというのは知ち恵えが低くてな。それと、一体だけ作るというのも効率が悪いものじゃ。その点──」

　ここで、男の唇くちびるがいやらしくねじ曲った。

「おまえさんのその賢かしこそうな頭を切り離はなして使ったり、その健康そうな体を使って強力な獣を生ませることができると、言うことなしと思うのじゃよ」

「やめなさい！　そんな生き物をおもちゃにすることは許されません!!　仮にも、ここは聖エルドの総本山なんでしょ？　おかしいじゃないの」

　ファラータは、ここが大聖堂の地下だという情報を、この男から手に入れたのだろう。リコルは自分のいるのがそんな場所だと知って驚おどろいた。

〝確かに、サザンの方角に戻もどっていたからなあ〟

　クロックがひと事のように伝えてくる。

〝おいっ、感心している場合か！〟

　怒って、いまにも飛び出そうとするリコルを、鳥の意志が抑おさえた。

〝まだ、とりかかるには準備がありそうだ。こういうやつは自じ慢まんげにしゃべりたがるから、少し聞いておくんだ。ファラータがうまく聞いてるじゃないか〟

　言われてみればそうかもしれなかった。予想どおり、男は含ふくみ笑いをもらす。

「おかしなことはあるものか、わしは、教皇猊げい下かからじきじきに命を受けておる。ここで六門世界最高の軍隊を作ることこそ、聖エルドの教えにかなうことだとな」

「うそっ！　おかしいわ、そんなこと」

「ということでだな、おまえ。どういう風にしようかとさっきから考えとるんだが……あの闘技場アリーナで死んだ塊かたまりは、もう冷たくなって役に立たんしな。ときどき、エルフとか召しよう喚かん術じゆつ師しの死体とかが運び込まれてくるのだが、あまり役に立たん」

　このセリフにリコルは、ハーフエルフの少年や、あるいはガシュラールの死体さえ、このけしからぬ男の実験に供されたのではないかと思い当り、愕がく然ぜんとした。

「いまに見てなさい。あなたはきっと報むくいを受けるから」

　しかし、いまや妄もう執しゆうにとりつかれた男に、ファラータの言葉はむなしく響ひびくだけだ。

「だが、いつかはこの研究が絶対に実るはず。そもそも召喚術師のやつらは生意気だ。六つの要素エレメンタルで万ばん物ぶつが成り立っており、それを扱あつかえるからといって、あたかも世界を支配したような気になっておる。たわけ！　そんな古い考えにとりつかれておるから、ソラステルにも後おくれをとりかけておるのじゃ。それよりも、生と死を乗り越こえた研究こそ、さらには、さまざまな生体の変化、合体こそ、これから研究されるべきこと。とくに生死を司つかさどる研究は、わが聖エルドが当然推おし進めるべきことなのじゃ」

　そんな領域をもてあそぶのは、聖ではなく、魔まじゃないのか、とリコルは感じたが、もはや男の口からつぎつぎ吐はき出される言葉はひとりごとに近かった。自己を正当化するためだけの論理。さすがに、ファラータも黙だまり込んでいる。

「よし、なら女、きさまを首から切り離はなして、体にあの強力なゴリラの頭をとりつけてやろう。そうすれば、子孫が作れるかもしれんからな」

　さすがに、ファラータもこれには耐たえられなかったのだろう。なんとかいましめを解こうとしはじめる。男は檻おりの鍵かぎを取りに行こうとした。

〝よし、いまだ！　クロック、あの男の注意を引け。ぼくはファラータを助ける〟

　リコルは心の中でそう伝えると、部屋に躍おどり込んだ。もちろんそれよりも、意志の伝わったクロックの方が早い。

　突とつ然ぜん、背中から鳥に襲おそいかかられた男は悲鳴を上げた。鍵がとぶ。クロックは容よう赦しやなく、男をファラータのそばから追い立てた。

　リコルは急いで、檻のそばに行き、鍵を拾って開けた。手足はきつく縛しばってあったが、さいわい鎖くさりではなかったので、リコルの短たん剣けんで断たち切るには充じゆう分ぶんだ。

「リコル、よくここがわかったわね」

　ファラータの反応は最初、とにかく助かったという安あん堵どに満ちたものだったが、すぐに自分の恰かつ好こうを思い出したのだろう。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ、その男をなんとかして」と、リコルに告げる。

　見れば、男はようやくクロックの攻こう撃げきを脱だつしつつ、そばにあるボタンに手をかけて、それを押おしたところだった。どうやら急を告げる警けい鐘しようのようだ。

　リコルは男を取り押えようと思ったが、こうなった以上は聖エルドの衛兵たちがやってくるだろう。

　そこで、とにかく男の後頭部に一撃を加えた。男はものも言わずにくずおれる。

「さあ、はやく逃にげよう！」

　リコルの叫さけびに、ファラータは手近にあった自分の衣類をかっさらうと、すぐにそれに従った。クロックも続く。

　一行がもと来た道を引き返そうとしたとき、リコルの予想どおり、白い服を着た衛兵たちが実験室になだれこんでくるのがちらっと目に入った。

　急いで、檻おりの並ぶ部屋を通り過ぎる。この生き物たちの由来がわかったいま、彼らを解き放ってやりたかったが、そんな暇ひまはなかった。

　隣となりの部屋に移って、そこで振ふり返り、何事かつぶやく。

〝そうそう、そうやっておけば、ちょっとは時間が稼かせげるな〟クロックが見み抜ぬいたとおり、若者は鍵かぎかけの呪じゆ文もんを唱えたのだ。

　だが、いったん扉とびらの外へ出てほっとしかけたとき、ファラータが告げた。

「もっと、どんどん行かないと。あの天てん井じようの蓋ふたがあったところから、エルドの連中が降りてくるわよ」

　その通りだった。連れ去られるときにファラータは聞いていたのだろう。蓋を通り過ぎて角を曲るころ、その辺りが騒さわがしくなっているのに一行は気がついた。

　こうなれば、ただひたすら奥おくに進むしかない。見たこともない道を。

　かくして、実験室を出てから二、三十分もしたころ、一行は完全に道に迷っていた。

　やがて──

「気をつけて。足音がせまってくるわ」

　執しゆう念ねん深いとしか言いようがなかった。しかし、一行の先にあるのは行き止まりだ。

　しかたなく、リコルは召しよう喚かんの札を手にした。明りが近づいてくる。

　そのとき、急にフクロウが羽根をばたつかせた。

　何だろうと思ったリコルに、耳慣れた声が挨あい拶さつする。

〝ようこそ。再びわが世界に〟

　イサキオスが、ようやく一行を見つけたとばかりに深々とお辞じ儀ぎをしていたのだ。




「……ということで、一週間の後、決行することとなった」

　フードをかぶったフーズリが、おそるべき企たくらみを実行するとこともなげに語った。

　ここは〈サレンの地下グロツト〉の一室。リコルはファラータとともに、それを聞いている。

　もはや、迷うことはなかった。

　よもやエルドの大聖堂の地下室で、あんな研究がなされていようとは。召しよう喚かん術じゆつ師しの若者はあとでファラータから、あの妄もう執しゆうにとりつかれたような術師の行ないを聞いて、改めて寒気を感じた。ファラータはできるだけその男から、何をしているのか、どういう目的なのか、などを聞きだしていたのだ。

　それは、リコルたちがあの場で耳にしたことと一いつ致ちした。あの男は、サザンで見つかる死んだばかりの人間や、場合によっては生身の人間を怪かい物ぶつと合体させることで、さらにおぞましいモンスターを作りだすことに精根を傾かたむけていたのだ。

　死にかけた人間や、まだ死んでいない生身の人間、そして、モンスター？

　そう、あそこにいたものたちは、多くが闘技場アリーナで朽ち果てたものたちなのである。ときには、ファラータのように重罪人を捕とらえて、それが実験材料になることもある。だが、いまの時期なら、闘技場から材料がつぎつぎと供されるので困ることはない。

　リコルには許せなかった。ハーフエルフの少年や、ガシュラールまでもが、あるいはそうしたことに使われたのかもしれない。悲ひ惨さんな運命のもとに闘たたかわされた揚あげ句、死してなお解放されず、おぞましい実験に使われるとは……。

　絶対にまともじゃない。

　そして、それが教皇の勅ちよく命めいのもとに行なわれているのは、なおさら不気味だった。サザンはいま、四方から常に敵の脅きよう威いにさらされている。特に、南方のソラステルは公然と対立の意を明らかにしている。であれば、召しよう喚かん術じゆつに加え、無敵の合成怪物軍団を組織して当らせなければ、ということらしいが、こんなことが聖エルドの教えの裏側で行なわれていいのか。

　この街は腐くさっている、絶対に。

　最後に、フーズリたちと再会した以上、リコルらのとるべき行動は決まっていた。

「ということで、リコル君たちは、できるだけわれわれの援えん護ごを頼たのむ」

　もの思いにふけっていたリコルは、はっとした。その表情が積極的に見えなかったと思ったのか、リーダーは続けた。

「確かに相手には、魔ま法ほうの使い手として手ごわい連中がそろっている。だが、魔術師の実戦部隊は戦場フイールドに近いところにいるし、教皇の側近は、さっきも言ったようにドルジェが取りしきれるはずだ」

　ドルジェというのは、教皇を補ほ佐さする司教の一人だった。地位の高いそうした者まで反乱者たちについているのかと思うと、若者はこうした対立の根の深さを感ぜずにはおれなかった。

「じゃあ、ぼくは……」

「近この衛え兵団を相手にしてくれ。神官戦士のなかでも特に手だれが揃そろっている。力勝負となると、なかなか大変だ。それをきみの召喚術や魔法でなんとか引き止めておいてほしい」

「あら、力でくるのなら、わたしだって何とかなるわよ」

　ファラータはこの前のことがあってから、むしろリコルよりも熱が入っている。

「それは頼たのもしい」とフーズリ。

「で、そのあとは……」リコルが確かく認にんする。

「どうせ貴族たちは烏う合ごうの衆だ。騒そう動どうが起これば、逃にげまどうに決まっている。問題は、その後に神官戦士団が動きだすことや、〈摂せつ政しよう〉が騒動を鎮しずめることだが、大だい丈じよう夫ぶ、教皇さえ暗殺されれば、聖エルド教の権けん威いは地に堕おちる。われわれとしては、早期に撤てつ収しゆうして騒動がどうなるのかを見み極きわめてから、新たな行動を起こす」

〝暗殺〟か、その言葉に秘ひめられた意味の重さにリコルは慄りつ然ぜんとした。自分が手を下すわけではない。だが、それに加担するというのは同罪だろう。しかし、このままこの街を放置しておけば、これまでさんざん見てきた悲ひ惨さんなことが続いていくのは、火を見るより明らかだった。

　こうなった以上、突つき進むのはしかたないのだろう。

　ファラータを見つめると、彼女もしかたないというようにうなずき返してくれた。




　それからの一週間はあっというまに過ぎた。依い然ぜんとしてベナウスからの連れん絡らくはない。リコルたちが宿を転々としていたせいもあるだろう。そして、ついに運命の日が来たのである。

　天候は、朝からどんよりと曇くもっていた。

　リコルらは予定通り変装した姿で闘技場アリーナの位置についていた。変装といっても、顔を隠すようなことはしない。そんなことをすればかえって怪あやしまれてしまう。

　若者はターバンを巻き、顔に少しニセの雛しわを描えがいて裕ゆう福ふくそうな商人を装よそおい、貴き賓ひん席せき近くに陣じん取どっていた。ファラータはその妻つまの役どころだ。

　フクロウは途と中ちゆうまで肩かたに止まっていた。中に入ってからは、どこかに姿を消している。

「リコル、なかなか似あってるわよ、その姿」

　言われてみれば、色あさ黒く、顔に皺を刻んだ裕福な身なりは、これまでの召しよう喚かん術じゆつ師しからは想像もつかなかった。

　ファラータの冷やかすようなセリフに若者はわれに返った。それまで、これからの手順を覚えるのに忙いそがしく、つい緊きん張ちようして懐ふところの召喚札を握にぎりしめていたからだ。

　ファラータを見返して、リコルは告げた。

「いや、ファラータの方が、ずっと貴婦人に見えるよ」

　確かにその通りだった。扇おうぎを持ち、立派な衣い裳しように身を包んだ彼女は、堂々とその役やく柄がらをこなしている。いざとなったら、それらを脱ぬぎすて、身軽な革かわ鎧よろい姿すがたになるのだろう。

　闘技場は満員だった。日が進み、闘とう技ぎも熱を帯びている。各地方から参加した術師たちや、召喚術ギルドから登場する術師も、それなりに腕うでの立つものが現われ、目の肥こえた観客たちはそれ目当てに賭かけにも熱中してるのだ。


　ぼくは、まだはじめの方でよかったのかもしれない。



　リコルはそう思いながら、弱気になりそうな自分を奮い立たせていた。

　すぐ近くに貴賓席がある。

　戦場は楕だ円えん形けいになっている。いちばん見やすいのは、試合が行なわれる位置に近い正面観客席の中ほどだろう。それより下は、闘技は近くてよく見えるけれども、位置が低いので全体の動きがわかりづらい。また、上になると全体の動きはよくわかるけれども、術師や怪かい物ぶつから遠くなるため、個々の動きが見えにくいという不利があった。

　安全も考えてだろう、貴き賓ひん席せきは中ほどからちょっと上に、前にせりだすように作られていた。

　その席の両りよう脇わき、及および背後には、屈くつ強きような戦士風の鎧よろい兜かぶとに身を固めた一団が並んでいる。名だたる神官戦士団だ。

「けっこう多いわねえ」ファラータがつぶやいた。

「ふだんはこんなでもないのにな。今日は、教皇が来るから特別なんだろう」

　やがて正午になると、周囲のざわつきが高まった。

「教皇様のお着き～！」先ヘ触ラれル役ドが叫さけぶ。

　それとなく察していた観客たちは、一いつ斉せいに立ち上がって注視する。拍はく手しゆが湧わき起った。

　教皇は、思っていた以上に派手な身なりをしていた。金銀の刺ししゅうの入った重々しいローブをまとい、手には大きな錫しやく杖じようを抱いだいている。さすがにその様は神こう々ごうしく、どこか人を威い圧あつするような風ふ情ぜいがあった。

　そばを通られる観客は、もちろん頭を下げて黙もく礼れいをしているが、なかには感極きわまってその場にひれ伏ふす者もいる。

　リコルは、教皇たち一団をじっと見つめていた。そばにつき従う貴族たち。そのうちの一人はドルジェだ。髭ひげをはやした偉い丈じよう夫ぶ。いかにも忠誠を尽つくしますという顔をしている。そのそばにいるのは、神官魔ま術じゆつ師しのなかでも名高い、フラマリオだろう。じっと暝めい想そうしているように見えるのは、かれらの回りに他の魔法を遮しや断だんする魔術をかけているからだろうか。

　リコルは、じっと念を凝らしてみた。やはり、まちがいない。強力な魔法遮断の帳とばりが下ろされている。それもそうだろう、魔法を使えるものが日ひ頃ごろ以上に集まるこんな場所で、生身のままいるというのは無防備に等しい。

　教皇は観衆の歓かん呼こに応こたえるように両手を上げて、なだめるような動作をした。その顔は、リコルの位置からはっきりと見えた。

　無表情だ。彫ほりが深く、まるでこの世の悩なやみを一身に背負っているような感じもある。権威というものが、甲こう羅らのように顔にべったり張りついてしまった、そんな風にもとれた。

　しかし、そのカリスマは絶大だ。どよめいていた観衆は、水をうったように静まる。教皇は何も告げずに席につき、観衆もそれに従った。

　闘とう技ぎが再開される。

　フーズリの予定では、この次の試合中に闘技場アリーナのあちこちで煙けむりが上がり、火事だという叫さけびとともに、反乱が開始されるはずだった。その虚きよをついて、ドルジェの手下がフラマリオを傷つけ、魔法の結界をとく。それと同時に、リコルが魔ま獣じゆうを召しよう喚かんし、あわてる神官戦士団を引きつけておいて、ドルジェが教皇を倒たおすという手筈だ。

　かなり手がこんでいるが、そうでもしないと、フラマリオの魔術や神官戦士団を相手に暗殺計画を実行することはむずかしい。

　ふと見ると、ファラータは闘技を見つめている。

「よく、そちらを見てられるなあ」感心したようにリコルは言った。

　若い術師はいよいよかと思うと、いまでは手に汗あせが浮うき出している。

「まだ、そのときじゃないでしょ。いつも緊きん張ちようしてると、大事なときに失敗するわよ」

　ファラータがじつは内心で緊張しているのが、その言葉でわかった。

　陽ひは中天を過ぎた。

　つぎの試合が始まった。今回は人気の高い召喚術師らしい。名前が呼ばれると、観衆の歓かん呼この声が一段と高まったからだ。おそらく、その試合を見るために、教皇もここに来ているのだろう。

　相手には、狂きよう暴ぼうそうな虎とら、獅し子し、熊くまといった野獣が揃そろっている。この術師もそれに立ち向かう魔獣を召喚しなければ、たちまちのうちに三匹びきの猛もう獣じゆうの餌え食じきになってしまう。しかも、これらの猛獣は異様だった。虎には長い牙きばがあり、獅子には翼つばさがついている。熊だけは普ふ通つうに見えたが、これらはあの合成怪かい物ぶつではないのか？

　リコルはそちらにも注目したかったが、必死にその想おもいを断たち切った。

　そろそろ合図の騒さわぎが起こるはずだ。タイミングを逸いつしたら、とてもではないがこの厳重な警備の隙すきはつけないだろう。

　と、そばのファラータが息を飲むのを若者は感じた。

「リ、リコル、あれって、ひょっとしたら……」

　ファラータが指差すので、リコルはついに予定された行動が始まったのかと緊張する。

　しかし──

　意外にも、彼女は真下にある場内の闘たたかいを指差していたのだ。

「えっ、どうしたんだ?!」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからずにリコルは問いただした。そこでは、召しよう喚かん術じゆつ師しの放った魔ま獣じゆうが、敵の一匹の熊をこちらに追い詰つめていた。

「あの熊って、ひょっとしたらベナウス……」

「何っ？」

　そんな馬ば鹿かな、という思いがまず走った。ベナウスはたしかにワーベアであり、近くに熊がいればその影えい響きようで熊に化す。

　だが見み渡わたす限り、他に熊がいる様子はないし、あの熊は登場していたときから熊の姿のままだった。どう見ても、ワーベアには見えない。

「そうよ、ベナウスにまちがいないわ。わたしには、わかる」

　ファラータには、もともと感情を強く発する対象と同化しやすいという特とく徴ちようがあった。ベナウスが熊に変わるところを見たのは一、二度しかないはずだが、リコルには彼女が確信を持つのならそうかもしれないと、ちらっと思えた。

　背中しかわからないので、こちらを向かないかと、その熊に集中しようとしたときだ。

「火事だ!!」

　大声がいろんなところで起こり出した。

　始まったのだ。場内の三か所ほどから、煙けむりが立ちはじめている。予定どおり、フーズリの手下たちが油をしみこませた布切れに火をつけて放ったのだろう。煙はかなり派手に立ち上り出し、気づいた観衆は総立ちとなった。

　斜ななめ横の貴き賓ひん席せきを見ると、そちらでも動どう揺ようが始まっていた。すでにリコルのそばの観客も立ち上がって、一部はわれ先にと出口の方へ逃にげ出そうとしている。

　そうした人波のかげから見ると、神官戦士団の一部も一大事と、火事が起こっている方向へと向かおうとしているようだ。

　それを、上官が迷いながらも押おしとどめようとしている。

　リコルは視線を、さらにその先の教皇のそばへと移した。

　教皇も驚おどろいたように立ち上がっていたが、お付きの者が必死になだめている様子だ。と、そのとき、少し離はなれたところにいるフラマリオの背に何者かがどんと体当たりをしたように見えた。フラマリオも、さすがに騒さわぎに気づいて、暝めい想そう状態から覚めかけていたのだろう。

　名だたる召しよう喚かん術じゆつ師しは、一いつ瞬しゆん、驚いたような顔をして手を掲かかげ、まるでいやいやをするような動作をした。そうしてから、どうと床ゆかに崩くずれた。

　周りにいた者は、火事場騒ぎで動揺している上に、思いもかけぬ事態が起こったので、なすすべもなく身を引いている。

　ただ一人、教皇のそばにいた近この衛え兵へいの士官が、あわててそちらに駆かけ寄ろうとする。彼はこの事態にも驚かず、〝猊げい下かにご注意しろ〟と、他の近衛兵に警告を発するのを忘れていなかった。

　リコルが必要とされていたのは、このタイミングだった。

　いま、教皇のそばの空間には、ほとんど人がいない。いるのは、お付きのおどおどした役立たずどもと、一人、殺意を胸に秘ひめたドルジェだけ。

　ここで時間をおくと、近衛兵が教皇の周りを固めてしまう。

　いまここで、兵士たちがくる前に、魔ま獣じゆうを召しよう喚かんしなければ……。

　立ち上がり、すぐさま懐ふところに手をやって、使い慣れた札を投げ上げる。フラマリオが倒たおれたいまなら、この札の効力はまちがいなく発揮されるはず。

　札は花開き、その門から、巨きよ大だいなグリフォンがいつものように舞まい降りてくる予定だった。

　だが、そのとき、リコルは傍かたわらから腕うでを強く引っ張られた。

　召喚している意識の中で、リコルはうっすらとその言葉を聞いていた。

「やっぱり、あれはベナウスよ！　危ない!!　わたし、助けるわ！」

　ファラータは、火事場騒さわぎもなんのその、先ほどからずっと闘技場アリーナでの闘たたかいを注視していたのだ。

　もともと、彼女の役目は、今回の計画ではそう重くない。教皇暗殺を補助するのはリコルが主で、ファラータはそれをさらに助ける立場だ。それもあってか闘技場での闘いを見ていたのだが、彼女の頭の中では、いま闘技場で助けを求めているのはベナウスにちがいないという確信が生まれていた。

　どうしてかはわからない。ふだんなら人間の姿のはずだ。なにか理由があって、変身が解けないのだろう。

　いま熊くまは、敵の召喚術師の呼び出した魔獣に組みつかれていた。赤いトカゲのようなやつだ。熊にはもともとかなりの力はあるものの、大きさからいって、とてもその魔獣をはねかえせるとは思えない。

「いま行くわよ、クマさん！」

　そう言うが早いか、ファラータは観客席を蹴けった。二、三跳とびで、場内の柵さくとなっているところまで降りる。そうしつつ、彼女は事の成り行きを上の方から見守っていたクロックに合図をしていた。

　フクロウもファラータの行動の意味がわかったのだろう。仲間の危機とばかりに、上空から舞まい降りてくる。

　ファラータ自身は、場内への柵を越こえるのに苦心していた。安全を考えてか、戦場の壁かベと観客席の最前部の柵の間には、そこそこの距きよ離りがある。さすがの彼女も、いったん柵に登ってから跳ばねばならず、むしろクロックが早々と、気をそらすべく魔ま獣じゆうの後ろから攻こう撃げきをしかけていた。

「リコル！　あなたの獣けものをこちらに寄よ越こして!!」

　リコルはぼんやりと、彼女の叫さけびを聞き取っていた。

　いま、目前では集中しているせいか、すべてがゆっくりと動いている。貴き賓ひん席せきでは、突とつ如じよ現われたグリフォンに近この衛え兵へいたちが阻はばまれつつ、必死に指示された教皇のそばに行こうとしている。

　その教皇のそばで、ついにドルジェがぎらりと剣けんを引き抜ぬいたのが見えた。

　リコルはそれを注視しなければならなかったのだが、一方で、ファラータの声も気になった。

　ファラータが呼んでいる。そっちにグリフォンを送れと、言っているようだ。

　いま若き召しよう喚かん術じゆつ師しの頭の中には、そうした思考の流れと、片方で、必死に暴れまくるグリフォンの本能とが闘たたかっていた。

〝ファラータが大変そうだ、そっちにおまえは行かないと〟

〝[image: ]〟

〝いや、いま、ここで持ち場を離はなれたら、計画全体が……〟

〝[image: ]〟

　そして周囲では、立ち上る煙けむりに対して逃にげまどう人々の流れが渦うず巻まいていた。

　これらが一体となり、リコルはついに召喚の手た綱づなをとりきれなくなってしまった。

　近衛兵に向かって獰どう猛もうなくちばしを振ふるっていたグリフォンは、解放された瞬しゆん間かん、上空へと舞まい上がった。

　そうしてから、今度は戦場めがけて一直線に突進する。赤い鱗うろこの怪かい物ぶつめざして。

　リコルは頭の中が朦もう朧ろうとし、識しき閾いきの喪そう失しつ感かんを味わっていた。何が何だかわからない。

　そのとき、教皇の叫さけび声が上がった。

　ドルジェが、振り上げた剣を斜ななめに思いきり振ったのだ。

　激しい血しぶきが上がる。

　ゆっくりとしていた動きが急に加速した。

　近この衛え兵へいたちが、雪な崩だれをうってその場に突とつ進しんしたからだ。

　一方で、闘とう技ぎも凄せい惨さんを極きわめていた。

　グリフォンは勝てるかどうかわからない闘いながらも、野性の血が目覚めたのか、魔ま獣じゆうに全速力で襲おそいかかる。

　ファラータも、ようやく壁かべを乗り越こえていた。彼女の方は、敵の召しよう喚かん術じゆつ師しにまっしぐらに襲いかかった。術師の操あやつる他の魔獣はすでに猛もう獣じゆうたちを屠ほふって、自分に向かいかねなかったからだ。

　召喚術師はファラータと取っ組み合う恰かつ好こうになった。

　男は必死に助けを呼ぶ。それに応こたえて、他の召喚術師が助すけっ人とにかけつけようとしていた。

　熊くまはきわどいところで難を逃のがれた。そして、何を思ったか、壁を跳とび越えて観客席に逃にげ込み、そこから脱だつ兎とのごとく出口に向かったのだ。あわてふためいている人々の間に、その姿が隠かくれる。

　リコルは疲ひ弊へい困ぱいしていた。

　何も考えられない。

　そのとき、自分の腕うでをつかむ姿があった。そちらに向く。

「ほう、貴様があの鳥を呼んだのか。これで国家反逆の重罪人であることが確定したな」

　唇くちびるを歪ゆがめて笑うその姿、キーレンだ。

「教皇は？」

「ほう、自分の仕事に忠実じゃないか。亡なくなったと思いたいのだろう。だがな……」

　ここで嬉うれしそうに、言葉を切る。

「ドルジェには始末できる余よ裕ゆうはなかったな、生憎あいにく。こちらの神官魔ま術じゆつ師しの〝甦よみがえり〟の秘術くらい、頭に入れておけ！」

　この言葉を聞いたリコルは、すべての希望が潰ついえていくのを感じていた。







　第五章　仮面の男







　教皇暗殺未み遂すいより数日前。

「おい、いい加減に機き嫌げんを直そうぜ」

　サザンの街角で、肱ひじをつかんだ盗とう賊ぞくがにっと笑いかける。いつもなら、ガスパーニュのこの笑え顔がおについつい気を許してしまうミランダだったが、今日はもう嫌いや気けがさしていた。

「ふん、さっきも言ったでしょ。あたしは、もうこのサザンで一人でやってくんだって。あんたはあの娘むすめの望みをかなえてやればいいじゃない。そう誓ちかってたんだから」

「そうは言ってもだなあ、ここはおまえ初めてなんだろ。危ないぞ」

「何言ってんのよ、十や二十の小娘じゃあるまいし、もう、その辺の酒場にはあたりをつけてるわよ。幸い、いまは闘技場アリーナの闘たたかいとかがあって、どこも猫ねこの手も借りたいらしいから、ご心配は、い・り・ま・せ・ん・わ」

「あちゃー、相変わらず、しっかりしてるぜ！」

　思わず天をつくそのポーズ。たしかに憎にくめないところがある。

　いやいや、あたしはもう心を決めたんだ、とミランダはひとりごちた。

　ウォーレスを出てひと月ばかり、ガスパーニュら一行は、サザンにようやく足を踏ふみ入れていた。もとより、どこに行くという当てはない。というより、ウォーレスにはいられない事態になってしまった以上、足の向く先はどこでもよかったのだが、ガスパーニュのこだわりが足をこの南の地に向けさせたのだ。

　ほとんど記き憶おくがないとはいえ、子供の頃ころからあまりいい思い出のないサザン。一方で、面めん倒どうを見ることを約束させられたメイファーと、どこかでひと旗あげなければならない──普ふ通つうの人間なら、この街に向かうことをためらうだろう。

　だが、持って生まれたものか、ガスパーニュの反骨精神にそれが火をつけた。

　サザンがどんなものか、大人の目で確かめてやろう。それで、もしうまくいくなら、そこでのしあがってやるんだ。

　幸いサザンには、以前ウォーレスから逃とう亡ぼうした盗とう賊ぞく仲間もいた。ウォーレスとサザンではかなり離はなれているので、盗とう賊ぞくギルドが通じていることもないだろうし、そいつと顔でも合せればなんとかなるだろう──実際には、出たとこまかせの考え方なのだが、これがいつものガスパーニュ流だった。

　ということで、サザンに来て一週間、ようやくギルドにもあたりをつけて、さあこれからというときに、ついにミランダが爆ばく発はつしたのだ。

「とにかく、あんたはあの小こ娘むすめに縛しばられてるんでしょ。それなら、あたしは自由だからね」

　このセリフは、もう何回聞かされたことか。うんざりだ。

　だが、それが、ここしばらくのガスパーニュと女たちの関係を表わしていた。

　女二人を連れての逃とう避ひ行こう。そのどちらも自分に気があるとなれば、こりゃ、天国だぜ、と思いたくもなるが、実際に起こるとこれがなかなか厄やつ介かいだった。

　ガスパーニュが、事あるごとにメイファーにちょっかいをかけていると、ミランダが嫉しつ妬とするのだ。

　まあ、盗とう賊ぞくにも言い分がなかったわけでもない。古代帝てい国こくのお姫ひめ様さまともなれば、食指が動く。しかし、メイファーのガードは硬かたく、なかなか思うようにはいかなかった。ミランダはミランダで、それを理由に以前よりもつれなくなっていた。

　今日も、サザンで有名な公衆浴場に四人で出かけたところ、メイファーの入浴姿をのぞこうとした、しないで、痴ち話わ喧げん嘩かめいたやりとりとなったのだ。

「とにかく、あんた、このサザンに来てから、賭かけにばっかりうつつ抜ぬかしているじゃない。ひと旗上げるんだったら、上げてからこのミランダさんに大きな顔しなよ。それまで、あたしはちょっと離はなれておくからね」

「何言ってやがる。おれだって、そうやっていろんな奴やつと親しくなってからだな……ああ、わかったぜ。そうまで言うなら、勝手にしろ！　あとで、ほえ面づらかくなよ」

　売り言葉に買い言葉。とうとう盗とう賊ぞくの口からは、言ってはならない言葉が飛び出してしまった。

　それを聞いたミランダは、得たりとばかりに、つかつかと人込みの中へと消えていったのだ。考えてみれば、確信犯だったのかもしれない。

　仕方なく、むすっとした顔で路地裏から戻もどってきたガスパーニュに、待っていたエンリケとメイファーが心配そうに寄ってきた。

「ミランダさんは、どうされたんですか？」

　メイファーがいつものように、ちょっと哀かなしそうな顔つきで聞く。ミランダにはやれと言ってもできない表情だ。ガスパーニュはこれに弱かった。

「いや、あいつは、こっちでちょっと知り合いがいるから、そこでやっかいになると言っていた。そろそろおれたちと離れて生活したいそうだ」

「えっ、そんな……」

　直感で自分にも関係しているのがわかったのだろう、表情が曇くもる。

「まあね、いつものことですから。あの人だったら、心配ないですよ」

「まあな、だけどここはサザンだから……でも、いいか」

　エンリケは、こうしたさいのなだめ役にはぴったりだ。いつもの事ですね、と言わんばかりの納なつ得とく顔に、口では反対しかけたガスパーニュも救われた思いだった。

「ということで、そろそろおれもじっとしておれないからな。エンリケ、例のギルドにこれから行くぞ」

「そろそろ頃ころ合あいですかね」

　相棒のすました顔に、ガスパーニュは少しばかり、この街での意欲が湧わいてくるのを感じていた。




〈小さな幸せ〉停てい──看板にはそう書いてあった。

　しかし、ここがそうした酒場でないのは、ガスパーニュとエンリケにとって先刻、承知の上のことだった。

　サザンの盗とう賊ぞくギルド。もちろん、この六門の都にそうしたものは数多くある。ここもその一つだが、ガスパーニュがこの地に来て一週間、昔の仲間のつてを頼たよりにいろいろ調べた結果、まあ性た質ちの悪いものではないだろうという結論が出た。

「やあ、元気？」

　ガスパーニュは酒さか棚だなの下で杯さかずきを磨みがいている男に挨あい拶さつする。

　男は黙だまって、奥おくを指した。

　扉とびらをくぐって通路に出、もう一つの扉を開けると、中は煙けむりでもうもうとしていた。

　賭と場ばだ。ガスパーニュにとっておなじみのもの。

　まだ夕刻だと言うのに、人が多い。それだけ流は行やっているのは、ここが若じやつ干かんながらもサザンで勢力をもっている証しよう拠こだろう。

　更にその奥の扉をくぐって、二人はボスの部屋に通された。

　中には、男が三人いる。

　机にすわった男がいちばん貫かん禄ろくがあり、どうやらここを仕切っているボスにまちがいない。その後ろに護衛風の男がいたが、ガスパーニュの注意を引いたのは横の長なが椅い子すにすわっている相手だった。

　屈くつ強きような体格をした、黒くろ髪かみの男。一見したところ、サザンの街並みを歩いている普ふ通つうの人間のようにしか見えないが、こちらをちらっと見る視線に、まちがいなく裏の世界を知る者特有の鋭するどさを感じた。

　まちがいない、こいつも盗とう賊ぞくだな。

　にやっと、笑いかけてやる。そうすると、相手も笑い返してきたが、その笑えみはちょっと唇くちびるの端はしがひきつる独特のものだった。むきになってしかめ面つらをしないところを見ると、それなりに自信はあるのだろう。この男には、どこかこの場所から浮ういている雰ふん囲い気きがあった。

　と、腰こし掛かけていたボスめいた男が、腕うでを上げて合図をした。

「よし、話はわかった。じゃあ、あっちの部屋で、仕事の要領を聞いてくれ」

　そうすると、護衛とおぼしき男が扉を開いて、この癖くせのある笑みの男をそちらに追い立てた。おそらくガスパーニュたちより先に、何か仕事をもらいに来たやつなのだろう。

「やあ、兄弟。どうだ、景気は？」

　ボス然とした男は、あらためて椅子にもたれかかって語りかける。

「いやあ、もう一つなんで。で、この前お話ししたように、ちょっくらここで役に立つことでもないかと思いましてね」

「まあ、いまの時期は、闘とう技ぎ目当てにくるやつが多いからな。そんなにおいしい話にゃ簡単にはありつけんぜ。よっぽど腕がたたなきゃな。もちろん、〝とうぎ〟といっても、こっちのほうだよ、こっち」

　といって、盗ぬすみの技わざのサインを手まねでし、ぎゃははと笑う。よくいる手合いだ。おもしろくもないしゃれを言って自分で笑う。ガスパーニュはこの場はしかたないというように、お愛あい想そ笑いを浮かべた。この程度のやつならちょろいもんだ。サザンといってもたいしたことはないな。

「もっとも」と、相手の男は急に真顔になった。

「あんたの身元は調べさせてもらったよ。どうやらウォーレスでは、ちょっとやばいことになったらしいな」

　ガスパーニュは、ぎょっとなった。

　どうして、こいつがそんなことを？　まずい。

「サザンの〈囁ささやく耳〉を、なめてもらっちゃ困るな。うちは荒あらごとはそうやらんが、そのぶん情報については、ほかのギルドに負けちゃいない。ということで──」

　ガスパーニュは必死に頭をめぐらしていた。エンリケはもう警けい戒かい態勢に入っているはずだ。

「その、封ふう印いんの壺つぼとか、〈憂うれえる瞳ひとみ〉をもし処分してなけりゃ、売らんかね？」

　おとなしく話を持ちかけてきただけましかもしれない、と盗とう賊ぞくは思った。もちろん、こちらの弱味を握にぎっているとなれば、ただ同然で買い叩たたくだろうが。

「えっ？　なんのことだか、さっぱりわかりませんぜ。おれはしがない賭かけ事師で、ここで雇やとってもらえりゃ、いい稼かせぎをお見せできると」

「あくまで、しらをきると言うのかい？」

　相手の顔には、それまでの気のいいばかおやじという風ふ情ぜいはかけらもなかった。つぎには、あの護衛やら、こいつの仲間らが襲おそいかかってくるのだろう。

　ガスパーニュには二つの選せん択たくがあった。しらを切り通し、なんとかこの場をしのぎきるという方法。そのためには、盗とう賊ぞくギルド内で戦って逃にげ出すという大おお技わざを果たさないといけない。これは、確率が低そうだ。

　もう一つは、持っていることを認め、売るなり渡わたすなりするが、それと引き換かえにサザンを脱だつ出しゆつするのを黙もく認にんしてもらう──もちろん、本音は時間稼ぎで、その間になんとか渡さずに逃げ出すのだが、相手も本職、これはこれでむずかしそうだった。

　どうしよう。どっちも難しそうだな。

　なら、こいつで行こう……。

　悩なやむのはいやなので、ガスパーニュは即そつ決けつした。

「なるほど、見事にお見通しだぜ。さすが、サザンの盗とう賊ぞくギルドだ。ちんけなウォーレスとはわけがちがう。それなら、見み抜ぬかれたのを認めて、おれも売るなんてけちなことはいわない。くれてやるぜ。その代わり、ここで働かせてもらうってのはどうだ。どうだい、ウォーレスの街そのものを手玉にとったおれだ。腕うでを高く買ってくれないか」

　この答えには、さすがに相手も意外だったのだろう。目が細くなる。その視線は、いかにも噓うそを言っているな、おまえ、と執しつ拗ように探さぐり出すようなものだった。

「ほう、契けい約やくがわりの献けん上じよう品ひんってことか。まあな、こんなところに顔を出すんだから、まだ処分はしてないんだろう。どうせ処分をするにしても、おれたちのようなギルドに関かかわらないといけないだろうからな。おいっ、やばいことを考えるなよ。それなら──」

　しめたっ、話に乗ったか。さて、それならつぎは、とガスパーニュが頭をフルに回転させはじめた矢先だった。

　突とつ然ぜん、さっき護衛が長なが椅い子すの男と出ていった扉とびらが、ばんと大きな音を立てて開いた。

　どうやら、壊こわされたらしい。

　それと同時に、何かが転がり込んできた。ごろごろと部屋の中央まで跳とばされ、肩かたを抑えてうずくまっているのは、さっき案内をして行った護衛の男だ。

　この大おお柄がらな男をここまで弾はじき跳ばすとは、いったい何だ？

　その疑問はすぐに解けた。

　扉から姿を現わしたのは、巨きよ大だいな熊くまだ。

　両手を中ほどまで上げて、威い嚇かくするようなポーズをとっている。グリズリーと呼ばれる灰色熊に見たところは近い。

「大だい丈じよう夫ぶか？」ガスパーニュは、熊を警けい戒かいしつつも男のそばに近寄った。

　男はかなりの重傷らしい。首のところをざっくりやられて、血が吹ふき出している。

「ボ、ボス、気をつけてください……こ、こいつ例のヤクをちょっと飲ませたら……変身しやがった……」

　それだけ言うと、がくっと首を垂れる。

　変身──ワーベアなのか。そう思うガスパーニュの横で、ボスと呼ばれた男ががばっと立ち上がった。見れば、手を伸のばして、机にあった呼び鈴りんを押したらしい。

「だれでもいい、早くこの化け物を何とかしろ！」

　そう叫さけぶと、机の横をまわって逃にげの態勢に入る。

　それが、かえってまずかったらしい。

　ワーベアはめざす敵がボスだと直感的にさとったのだろう。猛もう然ぜんとそちらに突とつ進しんした。力強い腕うでを振ふり上げ、巨体が動く。ワーベアとは言え、通常の熊をはるかにしのぐ力を秘ひめているのが、一目瞭りよう然ぜんだった。獣けものの臭においが、ガスパーニュの鼻をついた。

　エンリケはそれまでの成り行きから、楽がく弓きゆうをすぐに手の届くところに用意していた。しかし、それは盗とう賊ぞくギルドのボスが、自分たちにとってまずい行動をとりはじめたときの用意だった。

　いま、対象が乱入した熊に突とつ如じよとして変わったことで、攻こう撃げきすべきか否いなか、珍めずらしく若じやつ干かんの迷いがこの美形の青年には生じていた。

　自分やガスパーニュが襲おそわれたのなら、迷わず撃っていただろう。だが、熊くまは盗賊のボスに向かっている。

　しかし、迷ったのもつかのま、すぐにエンリケの矢が飛んだ。矢は熊の背中にぶすりと刺ささったものの、怪かい物ぶつは動じない。

　その腕を、ボスに向かって振り下ろす。

　ぎゃあと叫びながら、ボスも転びつつ横ざまに逃げた。少しは矢の効果もあったのだろう。熊の一撃はボスの肩かたをかすめ、壁かべに強きよう烈れつな一撃となってぶつかった。

　血しぶきが散る。

　そのとき呼び鈴りんを聞きつけたのか、奥おくの扉とびらと手前の扉から、手下とおぼしき盗とう賊ぞくが二名突入してきた。

　さすがに緊きん急きゆう時に駆かけつける者たちだけはある。二人はすぐさま事態を把は握あくしたようだ。

　一人が、腰こしに短たん剣けんをかざしたまま、姿勢を低く保って熊に突進する。もう一人は、大剣をふりかざして、獣に切りかかった。そいつは、盗賊というよりも、ここで雇やとわれた剣士だったのだろう。

　だが、熊の動きはすばやかった。新たな敵を見てとり、姿勢をそちらに向けたかと思うと、体をかがめて大剣の一撃を避さけ、それと同時に、突つっ込んできた短剣を持つ盗とう賊ぞくにパンチを浴びせる。相手は、この一撃でもろくも反対側の壁にふっとんだ。

　空を切った大剣を持つ剣士は、新たにふりかぶろうとしたが、剣先が机に食い込んで、一瞬引き抜ぬくのが遅おくれた。

　その機会を熊は見み逃のがさなかった。相手に飛びつく。剣士は剣を手から落とした。

　こうなると、狂きよう乱らんした野や獣じゆうの力にはとてもかなわない。剣士はいやいやをするように逃にげようとしたが、その力強い両腕うでにはがいじめにされる恰かつ好こうとなった。

「ベアハッグか……」

　後ろで弓をかまえながらも、格かく闘とうとなったので撃つわけにもいかず、しかたなく眺ながめるエンリケがつぶやいた。

　そう、まさしくそれはベアバッグだった。子供を抱だきかかえるような姿勢に見えるが、そこに加えられた力はすさまじい。たちまち、べきべきと剣士の背骨の折れる音があたりに響ひびいた。

　熊は残ざん骸がいとなった相手を脇わきに捨てると、やおら、机の脇でこそこそと逃げ出そうとしていたボスに目標を変えようとする。

　これはまずいと、あわてて弓をひきしぼったエンリケは、そのときひゅうと風を切るような音を聞いた。

　ガスパーニュだ。

　いつのまに取り出したのだろう。かぎ爪づめのついたロープを天てん井じようにあるランプの止め具に投げかけ、それを持って振り子のように熊くまめがけて飛んだのだ。

　そして、獣けものの体に当たる寸前、ロープから手を離はなす。

　ガスパーニュの体重を乗せた体は、ちょうどボスに襲おそいかかろうとしていた熊の背にぶち当たった。

　相手はよろけたものの、さすがに倒たおれはしない。そして、なんとか振り向こうとする。

　しかし、ここは年季の入った盗とう賊ぞくの方が先を制した。そのまま、後ろから熊に抱きつくような恰かつ好こうで、いつのまに取り出したのか、その首に何かをまきつけたではないか。そして、そのままぐいとひき絞しぼる。おそらくひものようなものだろうが、かなり丈じよう夫ぶにできているらしい。

　熊はそれをひきちぎろうと、あるいは、その体勢から何とか脱だつしようと、体や手を回そうとする。しかし、後ろを取ったガスパーニュは、首に手を回したまま決して離はなれようとはせず、そのままひもをぐいぐいと絞しめ続けた。

　遠くで見ているエンリケは気が気ではなかった。いったん後ろの位置から離れれば、力ではあの熊の方が数倍まさっている。正面からでは、ガスパーニュは太た刀ち打うちできないだろう。そうなったときは、エンリケの弓の急所への一いち撃げきにすべてがかかることになる。

　手に汗あせ握にぎりながら、エンリケが弓の狙ねらいをつけていると、やがて熊が手を掲かかげたかと思うと、どうとばかりに床ゆかに倒たおれた。

　どうやら、息が続かずに窒ちつ息そくしたらしい。

　普ふ段だんなら、ガスパーニュはとどめを刺さすまで、首を絞め続けただろう。しかし、いま突とつ然ぜん起こった事態に、彼は疲れきっていた。しかも、驚おどろくべきことに、意識をなくした相手は、いま熊くまの姿から徐じよ々じよにもとの人間へと変わっていったではないか！

「やっぱりワーベアだぞ、こいつ！」

　額の汗を拭ぬぐいながら、あんぐりと口を開けてガスパーニュがいう。

「お見事。熊以上の相手に、いつものぼくの弓がなくても大丈夫でしたね」

「何、言ってやがる。死にかけたぜ」

　照れ隠かくしのエンリケのセリフにも、こう答えるのがやっとだった。

　そのとき、どやどやと、さらに三、四人ほどの手下が駆かけ込んできた。

「遅おそい！　何をやっとるんだ！　もう少しで、おれが殺やられちまうところだったぞ」

　机の横から這はい出たボスが、顔を真っ赤にしてわめく。男たちは、あわてて熊男を後ろ手にしばった。

「とんでもない奴やつだ。おおかた、〈黄金の指先〉あたりが送り込んできた刺し客かくだろう。適当に口を割らせてから、殺っちまえ。いや……例の博士にくれてやれば、喜ぶかもしれんな、そうしろ」

　ガスパーニュたちにとって、何やらよくわからない指示を与あたえてからボスは振ふり返った。

「これはお客人、えらく迷めい惑わくをかけたな。とりあえず、あんたはおれの命の恩おん人じんだ。宝石うんぬんはなかったことにして、ここで仕事をしてもらおう。ま、あんたがうんといえばの話だが」

　さすがにガスパーニュの腕うでを見み抜ぬいたのだろう。いいものは使いたいということだ。この辺りの割り切り方の早さに、さすが都だぜ、とガスパーニュは舌を巻いた。昨日の敵は今日の友かい。

「ああ、わかった。だから、おれはなんでもやるっていってるじゃないか、なあ、エンリケ」

　そう言って、吟ぎん遊ゆう詩人の方を、にやっと振り返る。

「さっきは、賭かけごとだけは自信があるって言ってましたけどね」

　まぜかえすエンリケを尻しり目めに、ガスパーニュは心の中でほっとため息をついていた。

　ふう、やっとサザンでの足がかりをつかめたぜ。これから、この街を見返してやるからな。

　そうした思いとは関係なく、手下たちは意識を失った熊くま男の重い体を、いずこともなく運び去っていた。




「おい、教皇の暗殺未み遂すいがあったってホントかよ？」

　三日ほどが経たち、ギルドに顔を出したガスパーニュが聞く。そばには、いつものようにエンリケがいた。相手は、ここしばらくのギャンブル仲間のルイだ。

「ああ、らしいな。こっちでもその話でもちきりだ。どうもドルジェが貴族の一派と手を組んでやったらしい。教皇もいったんは殺やられたらしいぜ」

「で、おれは何の用で呼ばれたんだ？」

「知るもんか、ボスがじきじきに用があるそうだ。まあ、サザンもこう物ぶつ騒そうになってくりゃ、おれたちの稼かせぎも大きくなるかもしれんからな。気合いを入れろってことだろ。もっとも、あの堅かた物ぶつの〈摂せつ政しよう〉がすぐに神官戦士団の警備を増やしやがったから、かえって動きにくくなってるけどな」

　お手上げの仕草がおかしくて、思わず盗とう賊ぞくは吹ふき出しかけた。どこにでも、軽いのりのやつはいるもんだ。

　そのまま賭と場ばの扉とびらを抜ぬけて、ボスの部屋に直行する。あれ以来、ガスパーニュは信しん頼らいを得て、いくつかの指令を忠実に──とはいっても、ガスパーニュ流にだが──こなしてきた。最初は、賭かけでも手伝わされるのかと思ったが、そうした指令にはわけのわからないものもいくつかあった。例えば、街のどこかでただ騒さわぎを起こせとか、街の警備に当たっている神官戦士団の連中をからかうような騒動を起こせなど、一いつ般ぱんに考えれば、これが盗賊ギルドのやることかというようなこともあった。もっとも、そうした愉ゆ快かい犯はんじみた行動は、ガスパーニュの好きなことでもあったので、嫌いやではなかった。ある意味で、彼の性格をボスは正しく読んでいたというべきだろう。

「おお、兄弟、ここでの仕事は慣れたか？」

　ボスが待ちかねたというように口を切る。

「かなりね。もっとも、もう少し刺し激げきのあることもやりたくなってきた頃ですがね。何でも、教皇の暗殺未み遂すいがあったとかで、街の噂うわさはもちきりですが」

「ああ、あれか。まあ、これまでにも何回か、サザンでは目もく論ろ見みがあったのだが、こんなに大っぴらなのは珍めずらしい。ただ、騒ぎはすぐに収まるだろう。今回は、〈摂政〉の動きが早かったからな。この時期、闘とう技ぎがあって、それがごたごたしたら周囲の諸国に知れわたるだろうし。それに、サザンはいま、南のソラステルとかなりきわどい緊きん張ちよう関係にあるからな」

　政治にはうといガスパーニュも、このところ南の大国であるソラステルが急速に力をつけてきて、サザンの覇は権けんを脅おびやかしかねないことくらいは、街の噂うわさで知っていた。

　緩かん衝しよう地ち帯たいにある小国をこっそり抱だき込みつつあるらしい。

「ソラステルに何か動きがあるのですか？」

　いつもはおとなしいエンリケが珍しく口をはさんだ。

「相変わらず、南ではちょこちょこ動いているらしいが、きわだった動きはないな。ところで……」

　少し不自然にその話を打ち切って、ボスは続けた。

「そろそろおまえたちにも、少しは大きな仕事をしてもらおうと思ってな。客人がお待ちだ。そっちで話は聞いてもらおう。言っておくが、その方はこのギルドに好意をもっていただいてる方でな、おまえたちならと思って推すい薦せんするのだ、うまくやってくれよ」

　そう言って、ボスは二人に奥おくの小部屋を指した。主に重要な用件を話す場所だ。

「わかりました、まかせてください」

　盗とう賊ぞくは、なにやらこの不ふ穏おんな時期、ますますおもしろいことになりそうだと、期待に胸を膨ふくらませていた。




　部屋で待つ男には、とりたてて特とく徴ちようがなかった。ただ、一点を除いては──仮面をしているのだ。それも、仮面舞ぶ踏とう会かいで使われるような、羽根かざりのついた派手なものだ。無論こうした場所での依い頼らいであり、依頼人が名を明さぬことは多々あった。だが、それなら手下を通じて依頼すればいいのであり、出向いた以上、仮面で応対されるのはなんとなく気分の悪いものだ。

　ガスパーニュは、そうしたことがすぐに顔に出るたちだ。こいつは信用できない、警けい戒かいしなくては──本能がそう告げていた。

「で、用件はなんだい？」

　ボスに言われた注意もものかは、ぞんざいな口調で告げる。

「ああ、この仮面が気にくわないのか。それは申し訳ない。だが、まあ辛しん抱ぼうしてくれ」

　相手には余よ裕ゆうがあった。

「あるものを、さる貴族の館やかたから取ってきてほしい。それだけだ」

「どんなものですか？」

　ガスパーニュにしゃべらせてはまずいと思ったのか、エンリケが割って入る。

「高価な書類入れだ。こんな形をしておる」

　男は図面を渡わたした。そこには、まるで亀かめを模したような足が四本ある、金属製の書類入れらしいものが書き写されていた。まわりには宝石があしらってあり、いかにも高価そうだ。

「なるほど、この本体もですが、中身も重要そうですね」

　横目づかいにエンリケが言う。

「なかなか鋭するどいな。だが、その書類入れごともらおう。まちがっても、中をのぞいてもらっては困る」

　男の言葉には、どこか揶や揄ゆするような響ひびきがあった。

「どうせ脅きよう迫はく状じようか、その類たぐいの書類だろ、どうしてもほしいってのなら」

　エンリケに交こう渉しよう役やくを奪うばわれたのが腹立たしかったのか、ガスパーニュが憎にくまれ口を叩たたく。

「さあな」男は冷静なものだ。

「で、さる貴族の館とは、どこなんでしょう？」

　男はそれを告げる前に、いったん間をおいた。まるで、告げるのを楽しんでいるみたいだ。

「空中庭園だ」

「空中庭園?!」

　二人は異口同音に叫さけんだ。一人は、その言葉の奇き異いな響きに驚おどろいたのであり、もう一人はまさかという驚きだった。

「まさか、まだ……」

「まさかって、おまえ知ってるのか、エンリケ？」

　不思議そうな顔をするガスパーニュに、エンリケはその伝説を語ってみせた。

　かつて、この六門世界には、巨きよ大だいな浮うかぶ庭園が存在したと言う。六門世界は、東西南北四方向に進めば進むほど、地水火風のエレメントの影えい響きようが強くなる。いまも東方には、タージケントと呼ばれる風のエレメントによって吹ふき上げられ、宙に浮かぶ都市が実在するくらいだ。

　その影響でもあろうか、かつてそうした浮かぶ岩を穿うがち、そこを庭園に変え、栄えい華がを極きわめた王がいた。ただ、彼はそこからの支配を世界に伸のばすことを夢見、そして……

「この六門世界の中心であるサザンにまで攻せめ入ろうとして果てた、という伝説が残っているのです」

「伝説なんだろ？　何年くらい前だ」

「数百年昔です」

「それなら、事実かどうかわかるやつがいるはずじゃないか」

「いや、実際にサザン近くにまで来たけれども、そこで墜つい落らくしたとか、改心して去ったとか、いろいろ言われているんですよ。南東の方に実在はしていたようですが、現実にどうなったのかははっきりしていない、それが〈伝説〉と呼ばれる所以ゆえんです」

「へえ～、物ぶつ騒そうなものがあったんだなあ。おれはちっとも知らなかった」

　無知そのものといったポーズが、なんとなく可お笑かしい。

「で、貴族の館やかたが、その空中庭園ってことは、実在してるのかい？」

　ガスパーニュは振ふり返って、仮面の男をじっと見つめた。

「いや、よくわからぬ。ラフォンテーヌ伯はく爵しやくは、それがかつてサザン近きん郊こうに墜落した空中庭園の遺い跡せきで、それを自ら改造したといっておるが、わたしはそれらしく自分で作り上げたものだと思っておる」

「まあな、おれはそこが庭園だろうが、動物園だろうが、気にしちゃいないぜ。で、そこの館にめざすものはあるんだな。どんな構造になってるかくらいは教えてくれよ」

　これを聞いた男は、傍かたわらから別の図面らしきものを取りだし、それを机に広げた。

　ひゅ～っという声が、盗とう賊ぞくの口から洩もれる。

　空中といっても、それは空に浮かんでいるのではなかった。卵型のようなおもしろい形をした岩山だ。下の方が削けずれて、不安定なまま卵が屹きつ立りつしている。しかし、大きなもので、実際には小さな丘おかくらいの規模はあるだろう。

　その卵型の斜しや面めんにそって、石せき壁へきがめぐらされ、中には森があり、花が咲さき、見た感じはたしかに広い庭園そのものだ。

　そして、頂上の部分には小さな館が立っていた。

「なるほど、まあ、空中庭園といえないこともないな。どこにあるんだい？」

「サザンの東側だ。昔から奇き観かん地ちとして有名だったが、ラフォンテーヌ伯爵が買い取って、そこに木を植え、こんな恰かつ好こうにした。いわば、別べつ荘そうだな」

　ガスパーニュの顔にちょっと悔くやしそうな表情が浮うかぶ。そこには、金持ちが湯水のように富を使いやがって、どうせ奴ど隷れいや持たざる者をこきつかったんだろう、という思いが露ろ骨こつに見てとれた。

「たぶん、入り口は下にあるんでしょうが、見知らぬ者が入るのはむずかしいんでしょうね」と、エンリケ。

「その通り、あの辺一帯は伯はく爵しやくの領地になっておる。そこでは、つねに軍隊規模の衛兵が見張りについておる」

「単なる別荘に？」

「あれは伯爵の宝物庫でもある。毎年、何回かあそこで宴うたげを張るのが、あの偏へん屈くつ貴族の楽しみでな。教皇もときには行くことがあるくらいだ」

　ウォーレスの領主といい、ここの貴族といい、どいつもこいつも、汚きたない手で手にいれたものを見せびらかすのが好きなやつらばかりだぜ、とガスパーニュは思っていた。

「入るのすら大変ときたわけだ」

「空からあの庭園に降りるというのは──」

「ああ、おれのヒポグリフに乗ってというわけかい。なるほど、まあ館やかたに侵しん入にゆうするのはちょっとてこずるかもしれないが、降りるくらいできないことはないかもな」

「言っておくが、そうしたありきたりな手だと、なかなかむずかしいかもしれんぞ。あの庭園には、普ふ段だんはかなり危険な生き物も放ってあるらしい」

「そいつはどうも。まあ、宝物庫となりゃ、それくらいは考えるよな」

　出鼻をくじかれた盗とう賊ぞくは、むっとして続けた。

「まあ、おれなら正面突とつ破ぱだってできないこともない」

「ああ、いつものように、娘むすめっ子をたらしこむんですか」おもしろそうに、エンリケが冷やかす。

「断っておくが、あの岩山の中がどうなっているのかは、いまだに謎なぞらしいぞ。何でも、中も迷路みたいになっていて、罠わながたっぷりあるそうだ。それが本当に、かつての空中庭園の名な残ごりなのか、遺い跡せきめかしてやつが作っただけなのかわからん」

　仮面の男の説明に、改めてガスパーニュとエンリケは図面をのぞきこんだ。なんとなく、そこが急にかつての空中庭園、いや、空中要よう塞さいのように思えてくるのは、不思議だった。

「確かに、なにもわからず入って罠にかかったりしたら、馬ば鹿かみたいですね、ガスパーニュ」

「う～む。もう少し案を練ねろう」

　二人の考え込む様子を男は、楽しむかのように眺ながめていた。

「まあ、それくらい警備が厳重なので、わたしはここに来たわけだ。尋じん常じような方法だと、まあ無理だろうからな。ひとつお守りを渡わたしておいてやろう」

　そう言って、ペンダントのようなものを渡してくれた。ガスパーニュは何やらその道どう化け師し風のデザインが気にいったので、無造作に服に突つっ込む。

「後は、おまえたちに任せるわけだから、なんとかすることだな」

　むずかしい顔の二人を残したまま、謎めいた男はすっと席を立つとギルドを出ていった。




「そうかっ！　思いついたぞ」

　宿の一室に声が響ひびく。

「ああ、びっくりした。なんですか？」

　髪かみをくしけずりながら、メイファーがそちらを向いた。ガスパーニュは地面に置いた壺つぼを目標に、例の魔ま法ほうの手を伸のばしていたのだが、それを引っ込めた。

「壺だよ、壺。あれにおれが入れれば、まったく問題ないわけだ」

　エンリケは窓辺で楽弓をつまびいていたのだが、それを聞くと、はっとなったようだった。

「なるほど、それはまだ試ためしていなかったですね！」

　メイファーは相変わらずきょとんとしている。二人の会話が宙を飛んでいるといった感じだ。そうした表情をみせるときの彼女はほんとにあどけなくて、まだまだ十代の少女に見える。

「つまりだな、あんたがこの封ふう印いんの壺に、おれを閉じ込めたり、呼び出したりできれば、万事は解決するってことだ。なあ、できるんだろ、そいつを教えてくれないか？」

　いつものように娘むすめの肩かたに手をかけて、やさしくつぶやく。しかし、メイファーは、かえってそれをあやしいと感じたようだった。
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「あなたがそれに入って、どうするんですか？　この壺はいたずらをするためにあるんじゃありません」

「なあ、そういわずに……」おがむように、なだめるようにささやく。他の女なら、これでころりとなるのが通常のパターンのはずだった。

　だが、メイファーは強ごう情じようだ。

「だめです。だいたい、おかしいですよ。ここサザンに来たのは、シメオンの遺ゆい言ごんもあって、わたしの王国を作る準備のためだって、あなたは言ってました。でも、毎日、盗とう賊ぞくギルドだとかそんなところにばかり行って、賭かけごとに夢中じゃないですか。それにミランダさんも出て行ってしまうし。わたしも愛あい想そうがつきかけてるんです」

　毅き然ぜんとそういって、ガスパーニュを睨にらむ。

　まいったぜ。おいおい、メイファー、おまえだってライバルがいなくなって楽になったんだろうが、というセリフを盗とう賊ぞくは必死の思いで押おしとどめた。

「メイファーさん、ガスパーニュは説明してないだけです。わかれば納なつ得とくできますけどね」

　ガスパーニュの説得よりも先に、エンリケが口を切った。メイファーはそちらを向く。

「つまり、彼は身代わりになるって言いたいんですよ。壺つぼにあなたの代わりに入ってね」

　まだ、狐きつねにつままれたような表情のメイファーを前に、エンリケが順を追って説明していく。

　つまり、こうだった。壺の中にメイファー以外が入れるのなら、ガスパーニュが入ってもいいわけだ。で、相手の伯はく爵しやくは、宝物庫を持っているくらいだから、骨こつ董とう品ひんには目がないはず。それに、どうせ道楽者の堕だ落らくしたやつだろうから、美しい姫ひめ君ぎみだとか、女奴ど隷れいとかが煙けむりとともに出入りする封ふう印いんの壺だと売り込めば、入手したがるにちがいない。

　そこで、メイファーの出しゆつ没ぼつを試ためさせてから、あとでガスパーニュと入れ替かわれば、例の空中庭園内にある宝物庫には、自由に入りこめるだろう。無理でも、少なくとも空中庭園内には可能だ。で、伯爵が呼び出したと思ったとたんガスパーニュが飛び出せば、相手はたまげるはず。そこで胸むなぐらでもつかんで威おどせば、宝物庫内の書類入れは手に入り、あとはトンズラをこくだけ──ここが大変かもしれないが、そこはなんとかなるだろう、というのがガスパーニュの考えだった。

　これだけ明されれば、メイファーも嫌いやとは言えなかった。

　ただ、これまで封印の壺への出入りを、かたくなに自分だけに限ってきたのは、どうやら他者には効かないかもしれない、という理由からだったらしい。

　それを聞いたガスパーニュは、ちょっと暗い顔つきになったが、とにかく試してみるにしくはない。

　さっそく、壺を取り囲んで部屋に三人が立つ。

　メイファーは白い上衣姿になった。こうしてみると、ガスパーニュはあの火山での姿が思い浮うかんだ。あの頃ころからみると、随ずい分ぶん大人びた感じになったなあと思わざるを得ない。

「聖なる壺つぼよ、わが意に従いて、この者を汝なんじのうちに留とどめよ……」

　つぶやくような声が洩もれてくる。と、急に壺から煙けむりが立ち上り出したかと思うと、それがガスパーニュの方に流れてきた。見る間にそれは彼の鼻の穴に吸い込まれると、突とつ然ぜん、盗とう賊ぞくの姿はかき消すようになくなってしまった！

　あとには、メイファーとエンリケが残されているのみ。

　壺は何事もなく立っている。

　しげしげとそれを見つめたエンリケは、ガスパーニュが無事に出て来れることだけを祈っていた。




　奇き妙みような世界だ。

　最初の感かん触しよくはただそれだけだった。

　なにか霧きりのようなものが、たゆたっているだけ。

　そこに自分が浮かんでいる。まわりの霧は白く、まるでミルクの海の中を泳いでいるようだった。

　気持ちが悪くなったガスパーニュは、必死に手をこいだ。なにか支えになるようなものが欲ほしくて仕方なかったからだ。

　かつん。

　手が何かにぶつかった。つるつるしたものだ。まるで金属のようだと思いつつ、握りしめることができた。

　それを手がかりにぐいと引く。

　体が何かにぶつかる。檻おりだ。金属の鉄てつ格ごう子しが何本も見える。しかし、その中には、周囲のミルクのような霧は侵しん入にゆうできないでいるようだった。

　中をのぞくと、いかにも若い女の部屋のような様相を呈ていしていた。

　いったい、これはどういうことだ？　あそこはまるで、これまでメイファーがすごしてきた場所みたいじゃないか。メイファーならあそこにおれて、おれだとこの外の霧の中かい？

　彼の思考はそこでとぎれた。急に体が引っ張られるような感覚があったかと思うと、自分が宿屋の部屋の中に立っているのがぼんやりとわかったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　エンリケの心配そうな顔。

　頭をふったガスパーニュは、意識がはっきりすると、中であったことを話した。

　メイファーは怪け訝げんな顔つきをしている。自分が中に入っているときは、まさにガスパーニュが予想したとおり、あの部屋の中にいるそうだ。

　どうしてだ？　ひょっとしたら、メイファーのときと、自分のときとでは、この壺つぼの働き方がちがうのか？

　盗とう賊ぞくは自分の考えを話してみた。それが事実なら、あるいは同時代人としてメイファー一人しか入れないと思われていたこの壺に、時代の異なったガスパーニュらだと、何人も入れるのかもしれない。部屋の外にはなるけれども。そうだとすると、こんなに心強いことはないだろう。エンリケや、なんならメイファー自身だって同時に入ることができるのだから。

「とにかく試ためしてみることが一番でしょうね。今度は、ぼくが先に入ってみます。メイファーさん、それからガスを入れられるかどうか試してください」

　古代王国の姫ひめ君ぎみは、最初はそんなことは無理だろうという顔で渋しぶっていたが、エンリケに続いてガスパーニュに対しても呪じゆ文もんを唱えはじめた。

　さっきと似たようなつぶやきが部屋に流れる。

　何と、しばらくすると盗とう賊ぞくの姿も消えはじめたではないか。

　驚おどろくメイファーを残して、ガスパーニュは先ほどと同じように、ミルク色の霧きりの中にいる自分を発見したのだった。

「へー、こうなってたんですね」

　霧を手でこいでいると、急にエンリケの顔がぬっと出てきたので、ガスパーニュはびっくりする。身近に接近するまで、相手がどこにいるのかもわからないらしい。

「ちょっと気味が悪いけどな。だけど、あのシメオンというやつ、お姫様以外はこんなことになろうとは、考えもしなかっただろうな」

「まあ、時間に迫せまられて作ったんだから、実験してる暇ひまなんてなかったでしょうしね」

　そして、あっというまに二人は、またもとの宿屋の床ゆかの上に立っていたのだった。

　壺つぼの中での時間経過は、外での時間に比べるとほんの一いつ瞬しゆんだったからである。

　三人は、この発見に興奮した。これなら、ラフォンテーヌの空中庭園に、三人揃そろって忍しのび込めるかもしれない。

　残る問題は、メイファー以外に、壺への送そう還かん呪文が唱えられるかどうかだったが、これはあっさりと片がついた。一応、召しよう喚かん術じゆつ師しの見習いでもあったガスパーニュが呪文を教えてもらい、メイファーで試してみたところ、簡単に可能だとわかったのである。

「よし、完かん壁ぺきだ。どうせ、そのラフォンテーヌとかも、空中庭園などを作ってるのだろうから魔ま法ほうは使えるにちがいない。なら、そいつにも教えられるぞ」

　あとは、伯はく爵しやくに売りつけるのと、無事空中庭園の罠わなから脱だつ出しゆつできるかどうか、それだけが問題だった。







　第六章　空中庭園からの脱出







　ラフォンテーヌ伯はく爵しやくというのは、貴族というには場ば違ちがいな男だった。でっぷりとせりだした腹とゆるんだ口くち許もとが、安あん穏のんで怠たい惰だな生活を隠かくしようもなくさらけだしている。

　最初、ガスパーニュはどこかの商人あがりが、金で貴族の地位を買い取ったのかと思ったが、そのぞんざいな口調と陰いん険けんそうなまなざしを見て、まちがいない、こいつは先祖代々の富を背景に、いやというほど背徳の限りを尽つくしてきたやつだと直感した。

　壺つぼについては、伯爵はたちまち興味を持った。

　そのあたりの鑑かん定てい眼がんはなかなかのものだった。西の〈沈しずめる国〉についての伝説を持ち出すと、それがエルダースヴェンであるとすぐに推すい定ていしたあたり、この男の教養の高さを物語っていた。

　しかし、教養の高さと、品位の高さは必ずしも比例はしない。

　封ふう印いんの壺、美しい女奴ど隷れいつきです、といって、ガスパーニュの呼び出したメイファーを見たときの、なめまわすような下げ卑ひた表情には、当のメイファーならずとも嫌けん悪おの情を催もよおすに充じゆう分ぶんだった。

　いや、下卑たといっても、獣けものめいた情欲というのなら、程度は低くてもまだ人間的だ。

　そこには、ただ美しいものを収集して、見せびらかし、おもちゃにしたいというような、子供じみた酷こく薄はくな感情しか読み取れなかった。

　まあな、そのうち、吠ほえ面づらかかせてやるぜ、おっさん、ガスパーニュはそう思いながら、〈美しい女奴隷〉を壺へ送そう還かんする術を実演してみせた。

　そして、同じことをラフォンテーヌ伯爵にもやらせてみたが、どうやら魔ま術じゆつの心得のあるこの男は容易にそれを模も倣ほうでき、ご満まん悦えつな様子だった。

「わかった、その壺をもらおう。なかなかおもしろいものを買わせてもらえた。〈六門の掟おきて〉はまた利用させてもらうかもしれんぞ」

　盗とう賊ぞくギルドの名がちがうのは、もちろん〈囁ささやく耳〉からラフォンテーヌのよく使うギルドの名を聞いて、そこにガスパーニュが売り込んだからだ。このあたり、サザンではギルド間の縄なわ張ばりがあるからだが、逆にいえば、もしこの壺つぼで問題を起こしても、出所がわかりにくいという利点がある。ちなみにいえば、当然ガスパーニュは変装済みだ。

　そうしてから、ラフォンテーヌ伯はく爵しやくの持ち物になった壺に、後で、用があるといって近寄らせてもらう。伯爵自身に言うと怪あやしまれるが、召めし使いに頼たのみ込むとなるとお手のものだ。

　盗賊はさっさと呪じゆ文もんを唱えて、壺の中に消えていった。




「おい、さっきから、メイファーがいなくなったり、現われたりで忙いそがしそうだな」

　相変わらずミルク色の霧きりから首だけを出し、鉄てつ格ごう子しの中をのぞきこみながら、ガスパーニュは言った。横では、エンリケが同じように首だけ出している。

「あの伯爵が実験してるんでしょうね、うまくいくかどうか」

　そう言っている矢先に、ガスパーニュの足に何かが当たる感かん触しよくがあった。何だろうと、盗賊は手て探さぐりで霧の中にもぐる。

　捕つかまえたものは、柔やわらかい感触だった。

　お、おい、これって、人間の体……いや、二つ出っ張ってるって、あのその……気持ちのよい女の……。

「きゃああ～」

　途と端たんに、強い力で、顔のあたりをなぎはらわれた。

「痛ってえ～」

　支えがないので、もんどりうって後退する。そこでも、ぼんと頭の後ろが何かに当たった。振ふり返ると、見たこともない女がいる。相手は驚おどろいたのか、口に手を当てている。着ているものは、ほとんど身を隠かくしていない白くて半透とう明めいの薄うすい衣ころもだけ。

「おっと、こいつは失礼。あんただれ？」

「ここはどこですか？　許してください。助けてー」

　相手は動転しきっているようだ。ガスパーニュはとりあえず、落ち着くようにと肩かたをぽんぽんと叩たたいてやった。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。おれは女の承しよう諾だくなしには、悪さはしない。なるほど、あんたも壺つぼに入れられたんだな。いや、そう言ってもわからないか。あんた、さっきまで壺の前にいたろ？」

　相手はこっくりとする。ちょっとは気も静まったようだ。いつもながらガスパーニュの、女に安心感を与あたえる腕うでだけは見事なものだ。

「ええ、フェリアやデジーと一いつ緒しよに。伯はく爵しやくの連れてきた別の女も一人いました。その女が教えたように伯爵が唱えると、急に壺から煙けむりが立ち上ってきて、気がついたらここにいたんです」

　盗とう賊ぞくにはだいたい状じよう況きようがつかめてきた。

　なるほど、あのおやじ、メイファーだけでは満足せずに、自分の女をつぎつぎとこの壺に閉じ込めてるってわけか。いったい、なに考えてるんだろ、ハレム壺かい、こいつは。

　そう思うと、不自由ながら、自分がついつい恵めぐまれた環かん境きようにいるような気分になってくる。

　盗賊は不安がるその女──クェンというらしい──を連れて、他の二人の女も探そうとしてみた。幸い、近いところで、二人とも見つかった。

　三人とも顔を寄せ合ってみると、なかなかの美女揃いだ。たぶん、あの伯爵が買い集めた奴ど隷れいたちだろう。

　あのスケベ野や郎ろうめ、と思いつつも、ま、それならそれで、おれさまがそいつをいただいちまおうかい、ざま見ろ、という気分にもなってくる。

　なんだかんだとあやしい説明をして、相手を納なつ得とくさせつつ、ガスパーニュが美女三人の体をまさぐりながら、いざお楽しみに入ろうとしたときだった。

「おまえ、何だか、体が硬かたいじゃないか、わっ！」

　狙ねらいをつけてのしかかろうとした相手の顔が見えた途と端たんガスパーニュはうんざりとしてしまった。

「お楽しみのところ、申し訳ないんですがね、ガス」

　よりにもよって、おまえなんかに抱だきついたんかい、おれは！

「何だ、エンリケ。もう少し時と場所をわきまえろよな、おまえも」

「なにを言ってんだか。それより、メイファーがあやしいですよ」

「ん？」

　窮きゆう境きようにも動じず、がモットーのガスパーニュだが、これを聞いてあわてて女たちを放ほうり出し、もとの鉄てつ格ごう子しのところに戻もどる。確かにメイファーは戻っていたが、何やら薄うすい衣服を身につけさせられ、後ろ手に縛しばられている恰かつ好こうだ。隠かくすべきところは隠されているが、それがかえって、ひどく猥わいせつな雰ふん囲い気きをかもしだしている。

「メイファー、どうしたんだ」

「あっ、ガス、よかった。何だかわたしたち、嫌いやなことされるみたい。もう少ししたら、呼び出されそうだから、そのときは頼たのみますね」

　その顔は悲痛だった。どうやらしゃべれるらしいので、ガスパーニュとエンリケを呼び出すことはできるだろう。

「わか……」

　首を出しているエンリケにも目で合図をしたとき、メイファーの姿がかき消すようになくなった。

「おいっ、準備はいいな！」

　エンリケが楽弓を握にぎりかえすと同時だっただろう。あの軽いめまいのような感覚がガスパーニュを襲おそった。

　二人は思いもかけない場所に出現した。

　いや、想像できたというべきだろうか。そばには、立てた手術台のようなところに、メイファーが縛しばりつけられている。その着衣は、すでに裾すその方がずたずたに切り裂さかれていた。

　そして、そのそばには、刃は物ものを片手に、ついさきほどまで美しい獲え物ものをなぶる快感にうっとりしていたのだろう、見慣れた伯はく爵しやくの顔があった。

　ただ、いまは何事かという驚おどろきに目を剝むき、がくっと顎あごが堕おちている。まるで白はく痴ちだ。

　その美女と野や獣じゆうの前には、けだるい快感に浸ひたりきっているような、二人の裸はだかの男の姿もあった。まわりで奉仕しているのは、さっき見た三人の女たちだ。

　どう見ても、これはラフォンテーヌとその客たちが、みだらな宴うたげに浸っている最中としか思えない。

　予測していたとはいえ、ガスパーニュは冷静だった。こうした人を物もの扱あつかいしかしない連中には、普ふ段だんは激げつ昂こうするたちなのだが、いまはそれを逆手に取って仕事を果たすのが先決だ。

　確かに、人間無防備なところを襲おそわれるのがいちばん辛つらい。

　裸で女と戯たわむれているところに弓を向けられたなら、男たちは急所を押おさえて震ふるえ上がることしかできなかった。あっというまに、縄なわをかけられていく。

　ガスパーニュは滑こつ稽けいさに吹ふき出しそうになるのと、ざまあみろという快感の双そう方ほうに酔よいながらも、恐おそろしさに震えているメイファーの思いを込めて、ラフォンテーヌの下腹部に強きよう烈れつな蹴けりをお見み舞まいした。

　両手を後ろにねじり、縛り上げる。それから、髪かみをつかんでぐいと自分の方に向かせた。

「よくも、おれの大事な姫ひめをおもちゃにしてくれたな。おまえも同じようにしてやろうか？　いやいや、こっちの欲ほしいのは、貴様のうす汚よごれた体なんかじゃない。大事な宝物庫へ連れていけ。そこの宝一つで勘かん弁べんしてやるからよ」

「まるで美人局つつもたせみたいなセリフですね」エンリケが小声で茶化す。

　盗とう賊ぞくは無視して、ナイフを相手の顔におしつけた。書類入れを出せと言わなかったのは、そこから足がつくのを恐おそれてのことだ。

　伯はく爵しやくはさすがにこれほどぞんざいな扱あつかいには慣れていなかったのだろう。黙だまって、おとなしく宝物庫へと案内した。鍵かぎはどうやら自分で管理しているらしい。

　もちろん、縄をとかれたメイファーとエンリケも一いつ緒しよだ。ガスパーニュは、あの三人の奴ど隷れい娘むすめを残しておいても大だい丈じよう夫ぶだろうかと気になったものの、いまはそんな余よ裕ゆうはない。

　宝物庫は一種の陳ちん列れつ室しつだった。両側に棚たながあって、そこに六門世界の珍ちん奇きな品々が揃そろっている。

　ざっと眺ながめわたすと、めざす獲え物ものはすぐにわかった。部屋の遠い角にちょこんと置いてある。盗賊は、それが目的だったのだが、手前にあるちょっと変わったアクセサリーめいた腕うで輪わもかっさらった。

　とたんに、部屋中に大きな警報が響ひびきわたる。

　まずい！　油断した。

「はは、馬ば鹿かどもめ！　こんな貴重なものがつまっている場所を無防備で放ほうっておくと思ったか。外からは侵しん入にゆうしにくいが、貴族の輩やからの中には手て癖くせの悪いやつらもいるのでな」

　得たりとばかりに伯爵が叫さけぶ。と、同時に、男は脱だつ兎とのごとく戸口に逃にげ出し、姿をくらませた。

　エンリケとメイファーは啞あ然ぜんとするばかりだ。

　しかし、ガスパーニュの行動は早かった。

　すぐに書類入れをひったくると、二人を窓まど際ぎわに近づける。

　そして、そこにあるガラスの窓を叩たたき破った。先に二人を追い出してから、自分も飛び出る。

　正解だったのだろう。すぐ後から警備の連中がどっと部屋に乱入してくるのが、目の隅すみに見えたからだ。伯はく爵しやくが手を振ふり回して、あれこれと指図している。

　ふん、もう手て後おくれだぜ、あばよ、と内心思ったものの、これから先、この庭園を無事抜ぬけれるかどうか、かなりこころもとないのは事実だった。




　伯爵は屈くつ辱じよくにまみれていた。

　これまで四十年生きてきて、あんな手て荒あらなまねを受けたのは初めてだ。もちろん、彼みずからがそうしたまねを行なうのは四六時中のことだったが、この手の人間はただ自分だけが可愛かわいい。

　許せん、あの盗とう賊ぞくは思う存分痛めつけてやらねば……。

　しかし、それを考えると、彼らが空中庭園に逃にげ込んでくれたのは思いもかけぬ幸運だった。

　この庭園こそ、別名〈恐きよう怖ふの庭園〉とか、〈空中庭園の罠わな〉とも呼ばれる、おぞましい場所だったからだ。

　名前から連想される美しさとはうってかわり、そこには六門世界から集められた狂きよう暴ぼうな怪かい物ぶつたちがうろついている。

　伯爵はただのきまぐれから、あるいは見せしめとして、ここに獲え物ものを放つのが趣しゆ味みでもあった。それを遠くから観察し、獲物が進退極きわまって、恐怖の表情を浮うかべながら朽くちていくのを、仲間の貴族たちとどれほどげらげら笑いながら観賞したことか。

　そうか、いまそれをやればいいのだ。獲物をいたぶるには絶好の機会だろう。

　これはなかなかの見ものだ──彼は、さっそく居所をいつもの観察室に移し、水すい晶しよう球きゆうが鎮ちん座ざする前に悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけることにした。




「どうすればいいのかしら。右も左もわからないし」

　メイファーが不安そうに言う。先ほどのあられもない服装はもう、壺つぼの中に持っていた予備の衣服と着き替がえている。あたりは雑ぞう木き林ばやしだ。追っ手の気配はないものの、庭園はかなりの広さのように思われた。

「まかせろ、おれがそんな準備もしていないと思ってるのかい？」

　相変わらずの余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるガスパーニュ。どうしてと問いたげな娘むすめの目の前に、かれは指輪を見せた。

「例のヒポグリフだ。あの火山から脱だつ出しゆつしたときのようにやればいい」

「その指輪、返してなかったんですか？」

「ああ、餞せん別べつだと言って、サンジェリコのじいさんからもらったんだ。じゃあ、行くか」

「そうですね、では、メイファーさんには壺の中に入ってもらってと」

　幸い、外はいい天気だった。これで天翔かける馬が呼び出せれば、地上まではあっというまだろう。

　ガスパーニュが召しよう喚かんの手続きに入ろうとしたとき、吟ぎん遊ゆう詩人があっというような声を上げて、空を見上げた。

　なんだ怪かい物ぶつでも飛来したってのか、と、ワイバーンを連想したガスパーニュもそちらに目をやる。


　ど、どうしたんだ？



　こんなさまははじめてだった。周囲の四方から中天めがけて、なにか網あみの目のようなものが空を覆おおっていく。

　まるでそれは、天空の四方八方にひびわれが走っていくようにも見えた。

「なんだ、あれは？　エンリケ、おまえならわかるな？」

「いえ、ぼくだって、こんなのは見たこともない！」

　いまや、そのひびわれとも、網の目ともつかぬものは、空一面を覆うかのように見えた。

　そして全員が見つめる中、少し離はなれたところを飛んでいた雁かりのようなものが、急になにものかにからめとられたかのように、浮ふ力りよくを失って地面へと墜つい落らくしていったのだ！

「これは……」

　王女がなにか思いついたかのように、口を開く。

「わたしの国の偉い大だいな魔ま術じゆつ師しは、一時的に空を〈乱流タービユランス〉で飛ぶものが渡わたれないようにすることができました。あるいは、これもその一種かもしれません」

「なるほど、儀ぎ式しき魔術の一つですか。気流じゃなくって、網の目のように空中庭園の上を覆うようになってるわけですね。これじゃ、空からの攻こう撃げきや侵しん入にゆうもできないわけだ」

　エンリケがようやく理解できたというように、うなずく。

「ったく、理り窟くつがわかったって、それじゃ、ヒポは使えないってことじゃないか。なんとかしろよ、もう」

　そのとき、一行の立っている地面のそばに大きな火柱が立った。

「危ない！」ガスパーニュは、メイファーをだき抱かかえるようにして地面に転がる。

　どこからともなく声が響ひびいた。

「ふははは、この空中庭園にようこそ、諸君。泥どろ棒ぼうネズミにはネズミらしく死ねるよう、ここには罠わなが山と待ち構えておる。それにかかるのを楽しみに見ておるから、奮ふん闘とうしてくれたまえ！」

「なんだ、いまのは？」

「まずいですね。ここにいると、ぼくたちは伯はく爵しやくから丸見えのようですよ。早く、あの森にでも隠かくれましょう」

　エンリケは相手の宣告を理解したのだろう。急いで二人を助け起こし、そばの森へと導いてくれた。

　まだ、ガスパーニュやメイファーには、どうなっているのかよくわからない様子だ。ただ、森の中に入ることで、一行も少しは落ち着けたような気分となった。

「しかし、どうしよう。あの〈乱流〉だかなんだかわからないものが解けないことには、逃にげ出す算段がつかないぞ」

「そうですね……」さすがにエンリケも思案顔だ。

「メイファー、なんとかならないのか」

　いつものように、最後にはこの王女にすべてが委ゆだねられる。ガスパーニュもそうした言葉は吐はきたくなかったのだが、こと魔ま法ほうとなると、彼女の力に頼たよらざるを得なかった。

「そうですね、ここには植物が多いから、わたしにもひょっとしたら何とかできそうです。少し待ってください」

　そう言うと、彼女は服を探さぐって何か種のようなものを取り出した。そして、それをまくと、呪じゆ文もんを唱えばじめる。

　と、すぐに地面から、蔦つたのようなものがひょろ長く伸のびてきたではないか。王女はそれに向かって、まるで語りかけでもするかのようにじっと首を傾かたむけている。

　何やら、蔦の先が揺ゆれ動いているようだ。

　しばらくすると、王女は振ふり返った。

「ひょっとしたら、あの呪文を何とかできるかもしれません。わたしの力の発揮できる森があればですが、それはあちらの方角になると、この蔦は言ってます」

　なんだか占うらないみたいだと思いながらも、ガスパーニュらは王女の指す南東の方角をめざさざるを得なかった。

　だが、この空中庭園はどれくらいの広さがあるのだろう、盗とう賊ぞくは前に仮面の男から見せられた図面を思い描えがきながら、日の暮れないうちにその森にたどり着けるだろうかと、不安でいっぱいだった。




　一行の旅は難行を極きわめた。

　庭園は広かっただけではない。ここにはいたるところ罠わなめいたものが仕し掛かけてあり、それをかわしていくのが大変だったためもある。

　あるところでは、見た目が普ふ通つうの草原であるにもかかわらず、一歩踏ふみ込んだとたん、そこがぬるぬるとした湿しつ原げんに変わり、ずぶずぶと体の沈しずみ込む底なし沼ぬまに変わったりした。ガスパーニュが懐ふところから取り出した丈じよう夫ぶなロープがなければ、王女はそれに飲み込まれてしまっただろう。

　また、うっそうと木が茂しげる密林めいたところもあり、そこには狂きよう暴ぼうなアリゲーターが潜ひそんでいた。このアリゲーターは川辺で昼ひる寝ねをしているような、ただのワニではない。木のうろや葉は陰かげに潜んでいて、通り掛かかるものの不意をついて飛びかかってくるのだ。

　しかも、その皮はとてつもなく硬かたく、その歯並びは尋じん常じようではないほどに鋭するどい。一説によれば、地下室などに飼かっておいて、侵しん入にゆう者しやの警備や始末にあたらせることから、ダンジョン・アリゲーターとも呼ばれる獰どう猛もうな種類と思われた。

　これは、エンリケの抜ぬく手も見せぬ矢さばきで屠ほふり去ることができた。

「おい、おまえの矢、よくあんな硬かたい皮に通るな。おれのナイフじゃ、折れてしまったぜ」

　汗あせをかきながら聞くガスパーニュに、エンリケはにこりともせずに答えた。

「ぼくの矢には、硬いものに効く鱗りん粉ぷんが塗ぬってあったんです」

　そういえば、あいつの矢は当たるときらきら光って、爆ばく発はつするようにも見えたよなあ、と納なつ得とくする盗とう賊ぞくだった。

　罠わなは、こうした怪かい物ぶつや地形だけではなかった。

　妙みような仕掛けもあったのだ。

　とある丘きゆう陵りようを越こえようとしたとき、エンリケがその上を指して叫さけんだ。

「あれはなんでしょうね」

　妙な黒くて丸いものが、頂上付近に顔を出している。と、たちまちそれは坂を下ってきたではないか。

「崖がけくずれか！」

　ここでもガスパーニュの動きは早く、瞬しゆん時じにメイファーの手を取って、横の灌かん木ぼくの茂みに飛び込んだ。

　ところが、当然まっすぐ坂を下って行くと見えた石球は、急に角度を変えると、まっしぐらに盗賊らのいる茂しげみに突つっ込んでくるではないか！

「コロガッテサンジョウ、コロガッテサンジョウ」

　何か呪じゆ文もんのような声まで聞こえる。

　これを救ったのも、エンリケの弓だった。猛もう速度の石球をも上回る早さで放たれた矢が、その石球の背に命中する。折れるかと思った矢は見事に貫かん通つうし、それと同時に石球は破は裂れつして飛び散っていった。

「コロガッテタイジョ……ドッカーン！」

　しかし、ぼやぼやしている暇ひまはなかった。頂上付近には第二、第三の石球らしき影かげが現われ、ぶつぶつとつぶやくような声がしていたからだ。

「コロガッテサンジョウ、コロガッテサンジョウ……」

　一行はほうほうの態ていで、ちがう道をとらざるを得なかった。




「まいったぜ、へとへとだ。後、どれくらいなんだ、その森とやらは」

　珍めずらしくガスパーニュが弱音を吐はく。もう、昼をかなり過ぎ、夕刻へと向かって行く時刻だ。

　メイファーは困ったような顔をした。彼女だって、こんな場所の地理には明るくない。植物の予言にしても漠ばく然ぜんとした方角や距きよ離りしかわからず、ここと決まってはいないのだ。

「ガス、この娘むすめさんを困らせてもいけませんね。だいたい、そういったものは目の前にあるものなんですよ」

「ほう、知りたいか？　なら、教えを乞うことだな」

　思いもかけないところから声がしたので、一行はぎょっとした。また、伯はく爵しやくがいたぶりに来たのかと警けい戒かいしたが、そうではなかった。

　草原のちょっと離はなれたところに、なにか岩板のようなものがある。

　最初は木かなにかかと思えたが、どうやら石像らしい。

　そいつから声が聞こえてきたのだ。

　二人は警戒しながら近寄っていった。メイファーだけは脅おびえているのか、森から出たところで立ち止まっている。

「貴様、いったいなにものだ」

　ガスパーニュは、こちらに向いているのが、巨きよ大だいな悪あく魔まめいた顔の像であることを確かく認にんしてから言い放った。そいつの口がしゃべりだす。

「ご覧らんの通り、悪魔の像だよ。巨人像と勘かん違ちがいするものもいるがね。残念ながら、わたしは生きて動きもできるのだ！」

　そう告げると、そいつのまわりの地面がもこもこと盛り上がりはじめた。

　土が崩くずれ、その下から像の巨大な全ぜん貌ぼうが現われる。

　そいつには、石の翼つばさと、手に巨大なかぎ爪づめがあった。立ち上がった姿は、まさしく悪魔の化神と呼ぶにふさわしい。

「おまえ、まさかガーゴイル……」

「まあな、見てのとおりだ。残念ながら、わたしは小さな眷けん族ぞくのように飛ぶことはできないがね。これでも知識の守り神のようにあがめている部族もいるのだ」

　ずしんずしんと地じ響ひびきを立てながら、近づいてくる。あわてて二人は飛びすさった。

「まずい、逃にげようか」エンリケに告げる。

「おや、聞きたいことがあったのじゃなかったか。わたしを倒たおせば答えてやってもいいのだが──おびえているみたいだな──なら、まずおまえたちから攻こう撃げきしてもいいぞ」

　いかにも挑ちよう戦せん的に、手を広げて無防備な姿勢をとる。顔には悪魔的な笑えみが浮うかんでいた。

「くそっ、そう馬ば鹿かにされちゃ、おれの男が立たねえ。なら、行くぜ！」

　盗とう賊ぞくは相棒にめくばせする。エンリケは得たりとばかりに弓を絞しぼり、矢を放った。

　だが、いつものそれは、当たって小さな爆ばく発はつを見せたものの、とてもこの硬かたい怪かい物ぶつの皮ひ膚ふを貫つらぬくことはできないらしい。

「ほうそんなものか。なら、こちらの番だ」

　怪かい物ぶつは手を伸のばそうとする。

　ガスパーニュは予測していたように、それをかわすと、手に持った縄なわのようなものを投じた。ブーメランのように、その先は巨きよ大だいなガーゴイルの首にまきつく。

　絞しまったのを見届けてから、盗賊は地面を蹴けった。ふわりと宙で回転したその体は、怪物の肩かたに着地する。しっかりと縄を持って、かれは短たん剣けんでガーゴイルの目をえぐろうとした。古来、目を狙ねらって倒たおせない怪物はいないはずだ。

　しかし、その一撃も硬い皮膚に阻はばまれたとき、盗賊は負けをさとった。

　たちまち怪物のすばやい腕うでの動きが縄をつかみ、ぶちんと断たち切る。そして、怪物は盗賊を宙ちゆう吊づりにしたまま、ぐるぐる回して思いきり放ほうり投げた。ガスパーニュは地面に叩たたきつけられて崩くずれ落ちた。

「ガス!!」エンリケがたまらず、助けにいこうとする。その背は無防備だ。

　ガーゴイルの口くち許もとに悪あく魔まのような笑みが浮かんだ。

　ここで踏ふみ潰つぶせば二人ともおしまいだろう。

　そのとき──

　詠えい唱しようの声が聞こえた。

　メイファーだ。

「強き緑のものよ。その長き腕にてこのものを搦からめとるべし！」

　何と、地面の草がいっせいにまるで蔦つたのように伸のびはじめたではないか！

　見る間にそれはガーゴイルの体中を取り巻き、首から上だけを残して覆おおいつくしてしまった。

　巨像は焦あせった。こんな草などと思ったのか、強引に足を上げて進もうとする。その股こ間かんにまた蔦がのびた。足をとられた像は、地じ響ひびきを立てて転がってしまう。

「やったな、メイファー」

　かなりの打ち身を負いながらも、エンリケにかつぎあげられたガスパーニュがほっとしたようにつぶやいた。

　いまでは、ガーゴイルはまったく身動きできなくなっているようだ。

「ほう、なかなかの魔法の使い手がいるようだな。確かに、これでは身動きが取れぬ。どうやら、わたしの敗北のようだ。なんだ、疑問に答えてやってもいいぞ」

　うすら笑いを浮うかべる口くち許もとは、石でできているだけに妙みように不気味だ。

「それでは答えてください。〈木こ洩もれ日の森〉はどこでしょうか」

「ああ、それなら近いぞ。ここを南に向かって、小川を越こえたところにある。もっと詳くわしく知りたければ……」声が小さい。

　思わず、メイファーは耳をもっと近づけようとした。

　その瞬しゆん間かん、にやりと笑った口が大きく開くと、そこから地じ獄ごくの業ごう火かとも思える黒い炎ほのおが王女めがけて吐はき出されたではないか。

「くくく、かかったな、聖の女め。悪あく魔まを甘あまくみると──」

　だが、捨てゼリフもここまでだった。メイファーがその黒い炎に向かって掌てのひらを向けたとたん、そこからの白い光が黒い炎を押おし返し、それが悪魔の顔を撃うったのだ。まるで巨きよ大だいな石いし槌づちに打ち砕くだかれたごとく、ガーゴイルの体にひびわれが生じる。

「砕けよ！　命なき魔法の輩やから！」

　激しい音とともに、巨大な石の体が砕け堕おちた。

　彼女の目は怒っていた。それは、自らの言動を裏切るような姑こ息そくな怪かい物ぶつに対して、許せないという怒いかりのほむらでもあった。

　肩かたで息をしている王女をエンリケがなだめる。

「まあ、所しよ詮せん、ガーゴイルというのは不意をつきたがる卑ひ怯きような輩ですからね」

　その傍かたわらで、ガスパーニュはぼそぼそとつぶやくのがせいぜいだった。

「あんなワザ知ってりゃ、おれならはじめから使うのにな」

「何を言ってるんですか、ガス。とっておきのワザは最後に使うのが正しいんですよ。もっと修しゆ業ぎようしてください、召しよう喚かん術じゆつ師しなら」

　あくまで、エンリケが正しいようだった。




　伯はく爵しやくは驚おどろいていた。とても、あのガルガンチュア・ガーゴイルに一行が勝てるとは思えなかったからだ。

　それまでのダンジョン・アリゲーターやストーン・ボールのさいは、おもしろがって見ていた節はある。獲え物ものがすぐに倒たおれてしまっては、やはりおもしろくない。

　だが、水すい晶しよう球きゆうに映し出される光景によって、ここまでしぶとい抵てい抗こうを見せつけられるとなると、ちょっと落ち着かなくなってきたのも確かだった。

　いまのところ、〈乱流タービユランス〉で空を閉ざしてしまっているので、空中庭園から脱だつ出しゆつするすべはないはずだ。いま洩もれ聞いたところによると、一行は〈木こ洩もれ日の森〉を探しているという。確かに近くにはあるが、それを使うということはおそらく〈乱流〉をどうにかしたいのだろう。

　このままではまずい。

　そう感じた伯爵は、森近くで召喚できる怪かい物ぶつを考えてみた。なるほど、あいつがいる。あいつであれば、彼ら一行を充じゆう分ぶんに抑おさえられるだろう──そう、彼らのもつ能力であれば、どうしようもないはず。もし、それでも逃のがれられるのであれば、その力を見せてみろ。

　伯爵は、思わず獲物との勝負にうちこんでいる自分を認にん識しきしていた。




「あれが、めざす森ですね、もうすぐそばですよ」

「なんだ、思ってたよりも近いじゃないか。こりゃ、助かった」

　ほっとしたような盗とう賊ぞくの声。前には、こんもりとした森が広がっていた。

「早く行きましょう」

　メイファーが疲つかれきった声で告げる。先ほどからの戦いで、かなり消しよう耗もうしているのだろう。実際、これ以上苦しむのは嫌いやだったので、一行は足を早めた。

　だが、一行の思おも惑わくは、森のすぐそばまで来たところで裏切られた。

　眼前にぼんやりと何かが浮うき出たのだ。

　見る間にそれは、実体を持つ存在と化した。

　いや、実体を持つといっても、普ふ通つうの生き物ではない。人型をしているがかなり大きく、体全体がまるで炎ほのおに包まれたように燃えている。

「何だ、あれは?!」

　ガスパーニュの警けい戒かいする声よりも早く、エンリケは楽弓をもう構えていた。

「怪物、というよりは、魔ま物もの、なにかの魔神かもしれませんね」

「おいおい、おれたちでもなんとかできる化け物を呼んでほしいもんだね、伯はく爵しやくさんよ。これじゃ、手に負えないじゃないか」

　盗賊は冗じよう談だんめかすように言ったが、思いもかけず相手から返事があった。

「伯爵に代わって答えよう。わが名はスルト、南の地では炎の魔神とも呼ばれておる。故わけあって、貴様らの命を頂ちよう戴だいしたい」

　そいつはにやりと笑い、腰こしに手を当てて、そこからひときわ鮮あざやかな炎の大だい剣けんを引き抜ぬいた。

　剣はまるで、そのものが生命を持つかのように、炎の大きさや色鮮やかさを変えながら輝かがやいている。

「諸君に、この魔ま剣けんレーヴァテインのもとに倒たおれる名めい誉よを与あたえよう」

「何、わけのわからぬことをほざいてやがる！」

　命知らずの盗とう賊ぞくが憤いきどおりの声を上げようとしたとき、相棒の吟ぎん遊ゆう詩人がその腕うでをぎゅっとつかんだ。

「待ってください、ガス。このままではぼくたちの負けです」

「どうしてだ？」

「あいつを見てください」

　エンリケの指し示す魔神の少し上を見ると、光輪をまとった愛らしい小さな生き物が浮ういている。炎ほのおの陰で見落したが、なにやら幼い天使のようにも見える。







[image: ]







「何だ、あれは？」

「キューピッドでしょうね。このスルトを陰から支えてるんです」

「聖の生き物なら、メイファーが何とかしてくれるんじゃないのか。それに、メイファーの魔法があれば……」

「いえ、あいつはたぶんあのスルトに支配されてるんだと思います。それに魔法を使うものにとって、キューピッドは厄やつ介かいなのです。メイファーの様子をごらんなさい、困ってるでしょ」

　確かにメイファーの目は、眼前のおそるべき魔物より、その天使のようなものに吸いつけられているようだった。よく見ると、そいつは弓のようなものをピタリと彼女につきつけている。

「メイファー、あんなガキは無視して、あんたのすごい魔法であの化け物をなんとかできないのか？」

「だめです。あの魔神なら何とかなるかもしれませんが、魔法を使えばその前に、わたしがあの天使に倒たおされてしまうでしょう。わたしにはあと魔法が二つしか使えません」

「じゃあ、エンリケ、おまえが弓であの天使を倒せばいいじゃないか」

　ガスパーニュはあくまで脳天気で、わかっていない。

「無理でしょう。ぼくがそうする前に、あの魔物か天使から、ぼくを無力化するような魔法が飛んでくるでしょうね、きっと。ぼくも矢があと一本しか残ってないんですよ。こっちはどうしても弾だん薬やくが不足している」

　エンリケの言葉が聞こえたかのように、天使はこの吟ぎん遊ゆう詩人に向かって片目をつぶって見せた。吟遊詩人はまるでそれに魅み惑わくされたかのように、うっとりとしている。

「だけどよ、あの剣ってのは、そんなに恐おそろしいのかい」

「さあ、ぼくは伝説でしかしらないんですけど、かなりの威い力りよくがあったときいてますよ」

「ええ、レーヴァテインというのは、はるか昔、古代帝てい国こくの時期に作られ、世界を滅ほろぼし、余りの強力さゆえに自らをも滅ぼすとまで言われた魔ま剣けんです。そのものかどうか知りませんが、その名をかぶせてあるからにはかなりの威力を秘ひめてるのでしょう」

　メイファーが口を開いた。こめかみからは汗あせがしたたっている。確かに、炎ほのおの魔神の熱はかなり感じられるが、その汗は困こん惑わくした状じよう況きようそのものを現わしているようだった。

「要は、こっちが手て詰づまりだってことかい。なにかできるとしたら、おれしかいないってことなんだな」

　その通りのようだった。エンリケもメイファーも、いったん動けば相手の魔神と天使から、それに対たい抗こうするおそるべき手段が飛んでくる。かといって、手をこまねいていれば、名高い魔剣をふるわれて一行は破は滅めつしてしまうだろう。

　こいつからあの天使の支配を奪うばえないだろうか？

　ガスパーニュは、ときどき無意識に感じている自己の能力を発揮できるか試ためそうとした。


　あの天使さえ、なんとかできれば……。



　彼には他者の支配をかすめとる〈剽ひよう窃せつ〉という能力が隠かくれている。絶対の危機のさいには、それが浮うかび上がってくるはずだ。


　なんとかしたい……。



　だが、あえて意識したせいか、あるいは、魔神の心理構造は常人と異なっているせいか、支配をかすめとるのはやはり無理だった。

　相手は無表情に、こちらを睨にらみつけているだけ。

　やがて、スルトは口をにやっと大きく開けると、剣をにぎっている手に力を込めた。

「では、レーヴァテインの名にかけて、破滅せよ！」

　もう駄だ目めだ。

　だれもがそう思った瞬しゆん間かん、ガスパーニュの胸のペンダントが弾はじけ飛んだ。

　あの依い頼らい者しやにもらったものだ。盗とう賊ぞくは壺つぼに入るとき胸にかけたのだが、いまこの瞬間まで、そんなものがあることを忘れていた。

　それは空中に飛ぶと、そこで札のような形になり、ひらひらと舞まいながら門もん扉ぴとなって、そこから三角の帽ぼう子しをかぶった小人が飛び降りた。

　大剣はいまや引き抜ぬかれ、そこからの猛もう烈れつな炎ほのおが一行を襲おそいかけている。

「ほう、どうやらわたしの出番らしいですね、ほ、ほ、ほ」

　妙みような高笑いを残して、その赤い道どう化け師しは一目散にスルトに飛びついた。

　一瞬なにごとかと思った魔ま神じんだが、その存在を見たとたん、顔がぎょっとしたものに変化する。

「き、きさまは、レッド・ジョーカー!!」

　いまにも轟ごう炎えんを吐はこうとしていた力が弱まり、スルト自身も体が縮んでいこうとしていた。まるで水を浴びせかけられた炎みたいだ。

「クー、頼たのむ！」

　スルトは叫さけぶと同時に、小さな動作をした。それに呼応するかのように、弓を構えていた天使があどけない微笑ほほえみの顔をジョーカーに向ける。

「駄目です、レッド・ジョーカーに魔法をかけようとしてるわ。あの天使を撃うって、エンリケ！」

　メイファーが叫ぶ。それまで魅み了りようするかのように、天使を見つめていたエンリケが弓を放つ。その瞬間、危機を感じたか、天使は振ふり向きざまに指をエンリケに向けた。指先から、何か光る弾たまのようなものが飛んだ。


　ぐっ



　見事にそれは射手を撃とうとした。

　衝撃を感じて、思わず吟ぎん遊ゆう詩人はそばの叢くさむらに倒たおれ込みそうになる。同時にメイファーがそちらに手をかざした。白い光が伸のびて、弾を射うつ。当ったかと思えた天使の弾が、何事もなかったように消えた。彼女が得意とする魔法消去だろう。

　あどけなく見えた天使の顔が急に醜みにくく歪ゆがんだ。それはまさに、この瞬間を待っていたという顔つきだった。

「死ね！　聖なる乙おと女めよ、わが軍門に降くだれ！」

　キューピッドの矢が放たれる。それは狙ねらい過あやまたずに、王女の胸を強きよう烈れつに射い抜ぬいた。

「メイファー!!」

　ガスパーニュは王女に駆かけ寄ろうとした。しかし、メイファーはその矢をつかみながら、大だい丈じよう夫ぶというように微笑ほほえんだ。

　彼女の体が黄金のような輝かがやきに包まれている。

　と、矢が溶とけさるように消えてしまった。

　天使の顔色がどす黒く変わる。それはまるで、魔まに染められているかのようだ。そして、エンリケが放った矢を受けたその小さな体は、そばの叢にどさっと落ちた。

「クー、まさかおまえが倒たおされるなんて……」

　それが魔神の言い残した最後だった。赤い道どう化け師しが弾はじけ飛んだからだ。

　まばゆい閃せん光こう。

　後には何も残されていなかった。

　一行は、へなへなとその場に座すわり込んでしまった。




〈木こ洩もれ日の森〉に踏ふみ込むと、これまで苦しんで逃にげてきた地とはちがう安らぎがそこに感じられた。下草が生え、小動物がときどき姿を見せる。木々の間から明るい光が差込んできて、いつもなら鬱うつ蒼そうとした森が、まるで平和な別天地のように思えるのだ。

　しばしの休息をとった一行は、メイファーの動作を眺ながめていた。

　掌てのひらに種をのせて、それを地面に置く。見る間にそこからは、以前と同じように蔦つたが伸のびてきた。だが今度は、彼女の唱える呪じゆ文もんとともに、やがてそれは干ひからびていった。

「もう、大丈夫です。あの空を覆おおっていた〈乱流タービユランス〉は消えました。でも、急がないと、同じことをされたら大変です」

　ガスパーニュが空き地から見上げると、空を暗く覆っていた網あみの目のようなものが消えている。

「さあ、ガス、例のヒポグリフを呼んでください」

「わかったよ、そう急せかすなって、ええとだな」

　ガスパーニュはポケットを探さぐって、以前の指輪を見つけた。

「メイファー、壺つぼに入ってくれ」

　王女は言われるまでもなく消えた。

　それと入れ替かわるように、堂々としたグリフォンと馬の混血怪かい物ぶつが現われる。

　盗とう賊ぞくも吟ぎん遊ゆう詩人も前に乗ったことがあるので、今回は余よ裕ゆうをもって飛び立つことができた。

　見る間に空中庭園が下に遠ざかっていく。

　あたりはもう夕方で、遠くに日が沈しずみかけていた。

　何かが遠くではばたいているようだったが、とてもこのヒポグリフの速度にはついてこれないようだった。ガスパーニュは手をかざしてのぞいている。

「何だか羽根の生えたドラゴンみたいなやつが、下の方でぐるぐる飛んでるみたいだぞ」

「はあ、噂うわさに聞く大だい翼よく竜りゆうってやつですかね。でも、こちらには追いつけそうもないでしょう。ところで、〈下〉ってどっちですか、妙みような感覚だなあ」

　エンリケの言うとおりかもしれない。

　彼らはいままで、卵型をした巨きよ大だいな岩山の上にいたわけだ。いま、飛んでいる方向は下方、実際のサザンに近い大地なのだが、どうも方向感覚がこれまでの空中庭園にいたように、上が下に感じられて変だった。

「何だか、あそこでは足あし下もとが岩山の中心に向いてたような気がしますね」

「確かに、変だったよな。あれはほんとに昔の空中庭園ってやつだったのかな？」

「さあ、どうでしょう。でも、どうでもいいでしょ。ぼくたちは目的を果たしたんですから」

　そういって、吟遊詩人は書類入れを掲かかげた。金属が夕日にきらっと光る。

　それを見ながらガスパーニュは、ペンダントの件といい、これからそれを渡わたす仮面の男のことを考えると、手放しで喜ぶような気になれなかった。




　仮面の男は、以前と同じように謎なぞめいていた──

　ガスパーニュらはもちろん奪うばった書類入れに興味はあったものの、いつものようにそれには手をつけず、そのまま渡そうと思っていた。とりあえず、これは〈囁ささやく耳〉に依い頼らいされた仕事だったし、サザンに来てまもないうちから盗とう賊ぞくギルドを裏切るようなまねはしたくない。報ほう酬しゆうはその後だ。

　しかし、今回は珍めずらしくメイファーがその品物に興味があるようだった。

「これ、きれいだけれど……」

「なんだ、欲ほしいのか。こんなアクセサリーなら、おれがもっとあんたにぴったりなものを見つくろってやるぜ」

　仕事が成功した手前、盗賊は景気がいい。

「いいえ、気になるんです。中に何が入ってるんでしょうか？」

「そういうことをガスに言ってはいけませんよ。好こう奇き心しんでいっぱいで、じつは彼が開けたがってるんですから。たぶん、脅きよう迫はくなんかの元になる証しよう拠こ書類でしょうね」

　エンリケが平然と言い放つ。

「だめだ、だめだ、だめだ。おれたちゃ、プロの盗賊だ、依頼主の品物に手をつけちゃなんねえ」

　戯ふざけて言うものの、メイファーが現われたのも、元はといえば盗ぬすんだ品に手をつけたことからの結果なのだ。充じゆう分ぶんそれを認にん識しきしているからこそ、ガスパーニュは自分の好奇心に鍵かぎをかけたいのだろう。

「言いたいことはわかります。でも、わたしはこの中のものが引っ掛かかるんです。それに、依頼した仮面の人というのも……何か、よくないものが」

「そりゃまあ、あいつには後ろ暗いことの一つや二つは、あるだろうぜ」

「いえ、そういったことじゃなくって、もっと大掛かりな邪じや悪あくめいたことや、この先大変なことが、ここに潜ひそんでいるような気がするんです」

　メイファーは真しん剣けんだった。決断するときにはきっぱりしているが、もともとはおとなしい性格だ。それが、今回は強く不安がっている。エンリケも何か落ち着かない雰ふん囲い気きを感じていた。

「わかったよ、それなら、ちょっとだけ開けてみようか」

　珍めずらしくガスパーニュが同意する。

　だが、結果は無む駄だだった。書類入れには別に鍵かぎなどかかっていないのだが、魔ま法ほうででも守られているのか、いくら開けようとしても開かない。おそらく、表面に書いてある装そう飾しよく文字のようなもので封ふう印いんされているのだろう。

　いろいろと試ためしていたメイファーだが、最後には投げ出してしまった。

「駄だ目めです。やっぱり妙みようですね。お願いです、これを渡わたしにいくとき、わたしも同行させてください」

　仕事に口出しをされるのはガスパーニュがもっとも嫌きらうことだったが、王女の言葉には真剣な響ひびきがこめられていた。思案したあげく、盗とう賊ぞくは彼女の願いを聞き入れたのだった。

　──ということで、いま三人は仮面の男と会っていた。

　場所は、今度はギルド内ではない。ボスに報告した後、普ふ通つうの街角で落ち合い、そのまま渡そうといういうことになったのだ。

　サザンの市し壁へきに近い南の広場。一行はお茶をすする店のひと隅すみにいる。仕切られているので、周囲に言葉は聞こえない。

「なるほど、期待していたよりもすご腕うでだったというわけだな」

　男は渡された書類入れを愛いとおしむように撫なでてから告げた。

「まあ、どう期待されてたのかは知らないが、役に立つことはまちがいないね」

　自じ慢まんげに、ガスパーニュが鼻を膨ふくらませる。

「じゃあ、代価というのをいただこうかな。それがないと契けい約やくは成立しないぜ」

「ああ、支し払はらいなら済んでいる。伯はく爵しやくが怒りまくっているという噂うわさは聞いたから、払っておいた──おまえが考えているよりも、わたしとボスは強い信しん頼らい関係で結ばれているんだよ」

　これは意外だったので、ガスパーニュはいいのかというようにエンリケを振ふり返る。

　吟ぎん遊ゆう詩人はうなずいた。そう言えば、ボスには渡してこいとだけ言われたような気もしたからだ。

　男は続けた。

「ところで、その腕を見込んでなのだが……」

　たぶん、こういう話になるだろうというのは、ガスパーニュの予想した通りだった。こちらの腕を認めたからには、有能なパトロンなら別の仕事を頼たのむはずだ。

「……わたしの仕事を手伝わんかね。盗とう賊ぞくギルドで半はん端ぱ仕事をしているよりも、はるかにおもしろいぞ」

　こうした独立めいた仕事の依い頼らいもときどきある。盗賊とはいえ、ギルドでの人生がすべてではない。別の依頼主につくということもままある。

「どんな仕事だ」

　どうせ、どこかの貴族の家に盗ぬすみに入れとか、誰だれかを暗殺しろくらいだろう、とガスパーニュはたかをくくっていた。

「このサザンを倒たおすことだ」

　ぴくっと、盗賊のこめかみが動いた。

　なんてこと言いやがる。だけど──後が聞きたい。

　ガスパーニュのそうした表情を、男は見み逃のがさなかった。

「出よう。わたしの言った意味がわかる」

　引きずられるように一行は、店を出た。男は市し壁へきを出ると、街かい道どうに沿って南へと歩みはじめる。

　やがて、道の両側に杭くいのようなものが延々と立ててあるのに、一行は気がついた。ある間かん隔かくごとに衛兵も立っている。杭の上方にはなにか黒い塊かたまりがへばりついていた。

　そばまで歩み寄った盗賊は、ばたばたと羽ばたく動作があったので思わず後ずさった。黒い塊りと見えたのは実ははげたかで、そいつがはりつけにされた人の死し骸がいをついばんでいたのだ。

　一行は改めて、街道に沿って立ち並ぶ杭の多さに愕がく然ぜんとした。

「こ、これは……」

「この前の、教皇暗殺未み遂すい事件の関係者と思われる者たちだ」

「でも、こんなに多くの人たちが──」メイファーは信じられない顔つきだ。

「関係あると思われる者はすべてひっとらえたんだろうな。妻、親、子供にいたるまですべて」

「で、すべて処しよ刑けいしたと」

　ガスパーニュの顔に驚おどろきはなかった。彼はこれまでにも、権力が歯は向かった者たちに下すこうした残ざん酷こくな処しよ罰ばつは目にしてきたからだ。

　だが、その内面に、反逆の炎ほのおがむらむらと立ち上っていたのも確かだった。

　ひでえことをしやがる。

「どうして、この街道に並べたんでしょうかね。見せしめなら、街中だって考えられるのに」エンリケが冷静な声で問う。

「いいところに気がついたな。それこそサザン当局の狙ねらいだろう。この街道は、南のヒッポス、そして、それを経由して、南の大国ソラステルへと続いている。これはソラステルへの警告ともみなせるのだよ。しかし」

　仮面の男は、歩いて行きつつ言葉を切った。

「ここに並んだ死体に特とく徴ちようを感じないかね」

「色の黒いやつが多いな」

「そうだ、もともとサザンはソラステル方面を中心に四方に勢力を広め、征せい服ふくした先から奴ど隷れいを集めてきた。それも、聖なる国家に尽つくさせるという名目で。そして、反乱が起こったときに、まず見せしめとするのが、そうした南の国々の奴隷なのだ」

　口調が強くなる。そこには強い怒ど気きが含ふくまれていた。

「都合のいい部分だけ利用して、最後には見せしめにする。こんなものが聖国家といえるか！」

　やがて、一行は衛兵が増えた地点へと近づいてきた。

「あれが首しゆ謀ぼう者しやフーズリだ。それと側近の重要人物たちだろう」

「なるほど、シンパがかっぱらわないように見張ってるわけか」

「それと、はげたかにたかられないようにもね」と、エンリケ。

　はりつけにされている男は、まだ若かった。ガスパーニュたちは、ほう、こういう人物かと、しげしげとその顔を眺ながめていた。

　一人、メイファーだけが、少し離はなれたところでじっと杭くいを見つめている。

「この子なんて、まだ若いのにかわいそう……」

　それは他とはちがって、金きん髪ぱつの細身の少年の姿だった。どこか弱々しくみえるが、それでいて芯しんは強そうだったようにも思える。

　そちらに行ったガスパーニュは、記き憶おくのどこかにこれに似た少年の姿が去来した。

「こいつ、何だかウォーレスで師し匠しようの家に行ったときに出会ったやつに似てるな」

「ご存じなんですか？」メイファーが意外そうな顔つきで聞いてくる。

「いや、直接に話したことはない。すれちがっただけだが、妙みように気になるやつだった。どうしてこんなところで」

「まあ、人にはいろいろ事情がありますからね。一歩まちがえれば、ぼくたちもこうなっていたかも」

　エンリケのセリフはいつも意味深だ。

　一行はその場を離れて、街への帰き途とにつこうとしたが、そうしながら仮面の男はなめらかな口調でしゃべりだす。

「いま見てもらったとおりだ。諸君がエルド教の忠実なしもべであるというなら、わたしの言うことに意味はないだろう。だが、そうでないなら、ちょっと考えてくれ。聖エルド教に支配されたこの街は、言っていることとは裏腹に、その狂きよう信しん的な独善性で、六門世界そのものに覇は権けんをうち建てることだけが目的だ。そのために、さまざまな犠ぎ牲せいを他の者に強しいている」

　もちろん周囲には聞こえないように小声だったが、強い信念が感じられた。

「彼らの企くわだてた教皇暗殺が、なぜここまでひどく罰ばつせられる？　処しよ刑けいするなら、首しゆ謀ぼう者しややそのとり巻きだけでいいではないか？　ソラステルの後あと押おしや貴族の陰いん謀ぼうまで考えてだと？　そうしたものもあるかもしれない。だが、それよりもこうした事件が起こったのは、一部の人間が虐しいたげられ、そうでもしなければまっとうに生きていけないような圧あつ迫ぱくを、エルドやサザンが課しているからだろう」

　そういってから、彼はぐるりと振ふり向いた。

「ということなのだ、諸君。このままでは、この六門世界はエルド教を中心としたサザンの勢力一色に染められてしまう。バランスが崩くずれるのだ。もともと、古代六王国の頃ころには、聖なんてものは、地水火風の四元素と同等ではなかった。その頃こそが、平和で黄金期であったというのは、みんなが信じていることだ。このサザンをなんとかしなければ、そのうち六門世界の破は滅めつを導くことになる」

「そうでしょうか？」

　それまで黙だまっていたメイファーが、ここで毅き然ぜんとした口調でしゃべりだしたので、他の二人は驚おどろいた。

「聖が同等ではないというのは、そうした考え方もあるでしょう。でも、聖というのは大切なのです。なぜなら、そこには常に魔まという対立する力も働いているからです……確かに、いまサザンはいろいろと頽たい廃はいしたり、苛か烈れつなことをしているかもしれません。でも、だからといって……」

「お嬢じようさん、では、教皇という大切かもしれないが、たった一人の男の暗殺未み遂すいが行なわれただけで、こうした見せしめが正当化されるというのですね。あまり関係のなさそうな、貧しかったり、地位の低い者を中心にして。彼らがどんな暮らしをさせられていたか、あなたはご存じか。奴ど隷れいや病を感かん染せんさせられたからといって、外に放ほうり出され、人間以外の生き物はみな闘技場アリーナで見世物扱あつかいなんですよ」

「おいおい、ここで、言い争いはやめてくれ。わかった、依い頼らい主ぬしさんよ、ちょっと考えさせてくれ。おれたちはいつも、あのギルドにいるから」

　焦あせって、ガスパーニュが割って入る。

「そうだな、わたしもつい熱くなってしまった。具体的な相談はまた、今度ギルドに依頼しに行くことにしよう。それまでよく考えておいてくれたまえ」

　男はそう言うと、街中に消えて行った。

「ガスパーニュさん、あんな人の言うことをきくんですか？」

　メイファーは勢い込んで、まだなにか言いたげだ。あのやりとりで、自分の信しん奉ぽうする聖への信しん仰こうをおとしめられたように思ったのかもしれない。

　だが、盗とう賊ぞくはそんな意見を聞いてはいなかった。

　仮面の男が見えなくなったとたん、ガスパーニュはエンリケに指示する。

「行くぞ、エンリケ。あいつの正体を探さぐる」

　相棒はうなずいただけだった。話さなくてもわかっている。二人はメイファーを残して、風のように男を追った。




　男は意外な方向に進んで行った。どうせどこかの貴族がお忍しのびでああした恰かつ好こうをしているのだろうから、高級住宅街の方に向かうのだろうと考えていた二人は、お互たがい顔を見合わせた。スラムとは言わないまでも、あまり人が寄りつかない地域にどんどん向かっている。

　やがて、サザンを流れる川の近くに出た。

　橋のそばのみすぼらしい一いつ軒けんの家に入って行く。

「おい、あれ、廃はい屋おくだぞ！」

　ガスパーニュがめざとくエンリケに注意した。あたりはもう暗くなりかけ、よく見わけがつかない。だが、訓練されたガスパーニュにははっきり見えるのだろう。

　どうする、という問い掛かけだと思った吟ぎん遊ゆう詩人は、様子を見ようという合図をした。

「そうだな、窓が破れてりゃ、そこから見れるし、入れるからな。おれたちが入り口から堂々なんておこがましいや」

　家は道からちょっと下がった河原に建っていた。堀ほつ立たて小屋というのに近く、辺りに人ひと　影かげは見えない。そうした小屋がいくつかあるのを見ると、住んでいる者もいるのかもしれない。繁はん栄えいを極きわめるサザンに、こうしたうらわびしい地域があるのは意外だった。

　下方にあるものの、道からでは中をのぞけない。そこで、ガスパーニュらは土手を降りて、家の裏の雑草地に着地した。そこから、屋根へとかぎつきロープをかけて登る。

　こうしたことは、嫌いやというほど叩たたき込まれたのでお手のものだ。

　屋根には破れた窓があって、そこから楽に忍び込めた。

　屋根裏部屋だ。舞まい上がる埃ほこりに二人とも胸がつまったが、さいわい顔を頭ず巾きんで隠かくしていたため、咳せき込むこともなかった。

「上げますよ」

　エンリケが、下の部屋への降り蓋ふたをそっと上げてみる。

　中は灯あかりがともされていた。とりたてて言うことのない、がらんとした部屋だ。以前は間仕切りなどもあって、住まいとして機能していたのだろうが、いまは荒あれ果てて空間が広がっているだけ。

　幸い、仮面の男は背中をこちらに向けていた。

　机に座すわって、吊つり下がったランプの下、書物をひもとき、熱心に読みふけっている。

　傍かたわらには、見慣れた彫ちよう刻こくつきの書類入れが置いてあった。

　どうやら、あれを開くために何かしないといけないようだな──ガスパーニュの目での問い掛かけに、エンリケがまちがいないでしょう、というようにうなずく。

　やおら、男は立ち上がり、机の上にかがみ込んだ。そして、傍らの杯さかずきに入れた液体をこぼし、指先をそれにひたして何かを描えがき出す。

　それは一種の防ぼう御ぎよ円えんのようなものだった。

　どろりとした液体が固まっていく。男は描いた図形を満足げに見下ろしてから、その中央に書類入れを置いた。そして、おもむろに脇わきの本を開いて、呪じゆ文もんを唱えはじめた。

「ガス！」

　見下ろしていたエンリケがつぶやく。男は熱中しているのか、その声の届いた様子はない。

　吟ぎん遊ゆう詩人が声を上げたのも無理はなかった。

　防御円の端はしから湯気のようなものが立ち上り、それが書類入れの蓋の方に吸い込まれていく。その瞬しゆん間かん、蓋がぱかっと開いたのだ。あれほど、二人が力を込めても開かなかったものが簡単に。

　そして、書類入れの中から薄うす黒い霧きりのようなものが広がりだし、男の前の空間に塊かたまりとなって漂ただよい出したではないか。

　仮面の男も思いのほかの出来事だったのか、凍こおりついたようになっている。

〝ご苦労だった。ああ、外は気持ちのいいものだ。せいせいする。ゴルムス閣かつ下かには、迷めい惑わくをおかけして申し訳ないと伝えてくれ〟

　その声は実際に響ひびいたものではない。なにか遠くから、二人の頭の中に伝わってくるようなものだった。

〝おお、おぬしには、おれが何者か伝わっていなかったか。それは驚おどろいたかもしれぬな。ま、〈呪いの精霊カース・エレメンタル〉とでも思っておいてくれ。で、おれを救い出してくれた用件はなにだ。おぬしの頭の中を探さぐってもわかるのだが、それをやると、記き憶おくが欠落してしまうかもしれぬので遠えん慮りよしよう〟

　何者だ、あれは？──不気味な思いで、ガスパーニュは見つめていた。もし、リコルがここにいたなら、これこそ彼が探し求めるカース・エレメンタルだと瞬時にしてわかっただろうが、盗とう賊ぞくには見当もつかなかった。

「これはあい済まぬ。封ふう印いんされた書類入れを開けろと言われただけなので、少し驚いたが。閣下はこれからのソラステルの作戦で、そなたにぜひ協力してほしい、ということなのだろう。追って、あの方から指示があるはず。いま、わたしのサザンでの目的は二つ。そのうちの一つが、そなたを解放するということだった」

〝なるほど、で、もう一つの目的とは？〟

「それはそちらとは関係のないこと。これから、わたし自身が交渉していかねばならぬのだが」

〝そうかな、その交こう渉しよう相手というのは、すでにここに来ておるようだぞ〟

「なに?!」

　仮面の男はさっと椅い子すから立ち上がって、後ろを振ふり返ろうとする。

　ガスパーニュとエンリケは、なぜ見つかったのか一いつ瞬しゆんわからなかった。しかし、それが黒い霧きりのような存在によるものだとは見当がついた。

　あわてて、身構えようとする。

　だが、それよりも早く、仮面の男の指先から激しい火花が散った。

　エンリケはさすがに矢を同時に放とうとした。その指先に火花が当たって焦げる。

　あまりの痛さに吟遊詩人は手を抑えて、上から転がり落ちた。

　矢は飛んだものの、微び妙みようなところで仮面の男をかすめた。それは羽根かざりのような仮面の端はしに当たって、仮面自体をとばす。

　ガスパーニュはエンリケが心配で、後を追って床ゆかに飛び降りた。

「エンリケ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　吟ぎん遊ゆう詩人は相変わらず手を抑えてうずくまっているが、命に別状はなさそうだ。

　それを確かく認にんして、ゆっくりと顔を上げた盗とう賊ぞくは、その瞬間、男の素す顔がおを見てあっと叫さけんだ。

　似ている。

　あのはりつけになっていた男。教皇暗殺未み遂すいの首しゆ謀ぼう者しやと目され、死後も衛兵に囲まれていたあの男、フーズリというやつにうり二つだ。

　ということは──

「替かえ玉か！」

「まあ、そういう呼び方もあるだろう。残念ながら、サザン当局はわたしの身み柄がらを拘こう束そくできなかった。だからといって、罪もない男を身代わりにはりつけにするとはな。それを見ても、いかにこの街が腐くさっているかがわかるだろう。ところで」

　と、言葉を切る。

「ここに来てもらった方がかえって都合がよかった。もう耳にしてもらったと思うが、わたしは君たちにぜひ協力してもらいたい。先も言ったように」

　ガスパーニュは普ふ段だんなら、もう少し冷静でおれただろう。だが、目の前でエンリケが攻こう撃げきを受けたという事実にわれを忘れ、つい反射的にしゃべっていた。

「嫌いやだね、おれは自分の道は自分で選ぶ。所しよ詮せんおまえたちはソラステルの手先で、サザンが目の上のたんこぶなだけじゃないか！」

　これを聞いたフーズリは、意外なことに笑い出した。その笑い声は、相手を馬ば鹿かにしているふうでもなく、また、自じ嘲ちようめいたものでもなかった。そんな意見は重々承知の上で、ガスパーニュに自分の過去をかぶせているかのような笑い。

「なるほど、その通りだ。わたしは、いまはソラステルの側についている。だが、ものは考えようだ。ここサザンではソラステルは宿敵だ。それを良いように言うものはいない。だが、ソラステル方面の小国ではどうかな、一度、サザンがそこで行なっていることを見ればいい。わたしは嫌というほど体験したし、物事を知りもしないで自分の主義主張だけを話すのは愚おろかなものだ」

　しかし、ここで心の内をかいまみせたフーズリを化け物がさえぎった。

〝何を感傷的になっておる。おれにまかせてみろ、フーズリとやら。この男など、ちょっとおれが威おどせば、すぐになびくぞ〟

　黒い霧きりからの意識が突とつ然ぜん伝わってきた。と、思うまもなく、ガスパーニュはその霧が自分の脳の中に侵しん入にゆうしてきたのを感じとった。


　こ、こいつは……。
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　外では、フーズリがちょっと待てというように、止める動作をしている。

　だが、黒い化け物は容よう赦しやがなかった。

〝ふっ、たかが盗ぬすっ人とごときが大きな顔をするな。貴様は勝手にわれらの話を盗み聞いた。それは許されぬことだ。久しぶりに人間の記き憶おくを喰くわせてもらおう。悪いのは、おまえだからな〟


　なんなんだ、こいつは。くそっ、体が言うことをきかねえ。



　ガスパーニュはあらがったものの、体が痺しびれたように動かなかった。脳の中をなにかが這はいずり回るような嫌いやな感かん触しよくがある。

　そのとき──

　はっとするような感覚があった。どう表現してよいのかわからない。あえて言えば、その化け物が、意外だと驚おどろいたような……。

　それから、妙みような感触。しばらくして、盗とう賊ぞくはそれが化け物の〝笑い〟だと知った。

〝くくくく、おもしろい──なるほど、そうであったか〟

　ひとりごちている。それは人の脳の中だけに、余計気持ちの悪いものだった。

〝そうか、なら、隠かくさずに表に出してやろう。おまえは余よ程ほど、これが恐おそろしかったのだな。心の奥おく底そこに眠ねむらせたまま、忘れさろうとしていたとは。いや、忘れてはいかん。うまそうな記憶だが、今回はがまんして貴様にこれを贈おくってやろう。これを思い出せば、きっとフーズリが正しいと思うようになるだろう、くはははは〟

　笑いは遠のいていった。と同時に、頭の中に、これまでないような記憶が渦うず巻まき出した。

　それは、ガスパーニュの遠い遠い頃ころの記憶。

　泣いている。自分が女のそばで、なにか恐ろしくて泣いている。女はたぶん、彼の母親だろう。彼女も泣いていた。ぼろぼろになった衣服。ほとんど裸はだかで、だれかの体にすがっている。いまはもうぴくりともうごかない、冷たくなった体に。その体はおそらく彼女の夫のものだったのだろう。

〝どうして、どうして、そんな、どうして──〟

　そばには、もっと大きな男たちの姿があった。

〝諦あきらめろ、こいつは死ぬ運命にあったのだ。おれたちの手にかかれば、逃のがれられぬ〟

　ガスパーニュは哀かなしかった。それまで、父親というものは記き憶おくにはなかった。たまに母親のところに来ていた男が〈父親〉だという意識はあったが、あまりかまってもらえなかった。

　しかし、母親が泣いているのは、無む性しように自分には哀しかった。

〝忘れろ。いいか、ここであったことは。それから、この街を出ていけ。おまえのような女は、ここでは家門の恥はじになるそうだ。死にたくなければ、サザンを出ろ。そう伝えておけと言われている〟

　それから、彼らはガスパーニュにも向いた。

〝ぼうず、きさまも忘れるんだ。いいか、母親を大事に思うのなら、こんなことは忘れてしまえ。まあ、何も覚えていないだろうがな、がはははは〟

　盗とう賊ぞくは、いまや、はぎしりしていた。そこで起こったことは、いまならわかる。見たくもない、思い出したくもない屈くつ辱じよくそのものだった。

　自分がこれまでどこか反抗はんこう的だったのにも、納なつ得とくがいった。

　幼い頃ころに、なんと理り不ふ尽じんな思いをしていたことよ。

　そう、この街は自分の敵だったのだ。それだけはぼんやりと覚えていたのだが、詳くわしくは思い出したくなくて、記憶のどこかにしまっておいた。

　それがいま、カース・エレメンタルによって、鮮せん明めいに記憶の彼方かなたから呼び戻もどされたのだ。

　そうか、フーズリは正しい。おそらく、この男はソラステルに利用されている。だが、それには、自分と同じようにフーズリにもこの街を許しがたい理由があるからなのだ。

　そう思ったとき、不思議なことにこれまでの抵てい抗こうする気持ちは消えていた。

　顔を上げたガスパーニュはきっとした顔で告げた。

「なるほど、わかったよ。で、あんたはおれに何をしてほしいんだ」

　フーズリは少し驚おどろいた顔をした。だが、カース・エレメンタルによるものだと察さつしはついたのだろう。

「おお、わかってくれたか。なら説明しよう。いまサザンは南の方面で忙いそがしい。だが、逆に南の砦とりでともいえるヒッポスは安全だと過信している。わたしは、だから、逆にこのヒッポスを君に攪かく乱らんさせるようにとの指令を受けている。あの街で、君のようにしたたかな者が攪乱状態を作り出してくれたなら……」

　ガスパーニュはその声をいまは、ただ耳に止めているだけだった。フーズリは続けた。

「安心しろ。わたしは君の味方だ。わたしはこのサザンをくつがえすように指令を受けているが、君はヒッポスに専念してくれ。もちろん助けはいろいろつける。功があった場合にはそれなりの大きな褒ほう賞しようも約束されている。君なら一国の指導者にもなれるかもしれないとあの方は言っていた」

「あの方？　ソラステルか？」

「まだそれは明かせない。追い追い、わかることになるだろう」

　一国？　ガスパーニュは信じられなかった。自分が一つの国の中心になる。それこそメイファーが望んだことじゃないのか？

　生まれてこのかた、そんな機会はなかった──もちろん、このフーズリという男が怪あやしいのは百も承知だが、そうした荒あらごとの場数はこれまでにも踏ふんできた。おれは反はん抗こう的な盗とう賊ぞくだ。盗賊なら混こん沌とんのうちに生きるしかすべはない。

　見ていろ。おれはおれの星をつかんでやる。そして、それがこの街への復ふく讐しゆうになるのなら、言うことはないじゃないか。

　心の隅すみに、駄だ目めよ、それはあなたの身の破は滅めつにつながるわ、と叫さけんでいるメイファーの姿が、映ったような気がしたが、彼はそれを振ふりきってフーズリの指示に集中しようとしていた。







　第七章　新たなる出会い







「さあ、中に入れ。大だい審しん問もん官かんどのがお待ちだ」

　天てん井じようの高い豪ごう華かな部屋で待たされていた若者は、唇くちびるをひきしめた。そばで待つ女にうなずくと、正面の扉とびらに進む。

　これで運命が決まるのか。長い二週間だった。しかし、どうしてぼくたちだけが……。

　扉の奥おくの部屋にも凝こった装そう飾しよくが施ほどこされていた。大きな机の後ろにいる人物は、壮そう年ねんというにふさわしい。渋しぶい顔つきで、いかにも大審問官というのにぴったりな威い厳げんのある雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　若者はそばの椅い子すに座すわらされると、判決の下されるのを待った。

　他に三名が控ひかえている。いずれも礼装だ。衛兵たちもいた。

「リコル・エイキン、この男は、過日の教皇貌げい下かを暗殺しようとした一味に属していたと報告されております。詳くわしい訴そ状じようは、すでにお手もとにお届きかと思います。この件につきまして、大審問官閣かつ下か自らが特別に調査されたということでしたので、本日、その結果をお聞きしにまいりました」

「ああ、わかった。いまから、判決を述べよう」

　いなすように軽く手を上げると、男はおもむろに語り出した。

「この若者、および、仲間の女は無罪、それだけだ」

　びくっとしたような雰囲気が、三名の間に伝わった。

　リコルも驚おどろきのあまり、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。

「すでに、首しゆ謀ぼう者しやであるドルジェ、フーズリは逮たい捕ほされている。その自白によると、彼らは無む垢くなこの若者らを言葉巧たくみに騙だまし、あの計画に加担させようとしたらしい。だが、いざという際、この者たちはそれを裏切った。逆に、それがあったからこそ、あの計画は完かん遂すいできなかったともいえる。わたしは、彼の自白をもとに独自の調査をした結果、そうした結論に至った。ゆえに、この者たちは無罪である」

「は、わかりました。仰おおせの通りに」

　さすがに、彼らも宮きゆう廷ていに属す官かん吏りだ。大審問官の絶対の判決には、最初は驚いたものの、すぐに従った。

「少しこの者と話をしたい。他は下がるように」

　礼装の男たちと衛兵は出ていった。

　大審問官は二人きりになると、急に表情が緩ゆるんだ。

　と、同時に、部屋をぶらつきはじめた。なにから切り出していいか迷っているふうにも見える。

　リコルはリコルで、突とつ然ぜんのことに口がきけないでいた。どう見ても、ここで今日は死し刑けいの判決が下されるものとばかり思っていたのだ。

　しかし、時間が経たつにつれ、若者はしゃべらずにはおれなかった。

「どうしてぼくが無罪なんでしょう。確かに、あの場ではあなたの言われたとおりの事が起こったのですが、いったんぼくは暗殺計画に加担したのですから」

「まあ、この結果を知れば、教皇庁は腹立たしく思うだろうな。しかし、首謀者のドルジエ、フーズリほか主要なメンバーは捕とらえられて、処刑されたから、君なんかのことは気にもかけないとも言える。むしろ、〈大学院アカデミア〉辺りの方がしつこいかもな。君はあのキーレンにどうやら目をつけられているらしいから」

　あの召しよう喚かん術じゆつ師しギルドの男につけ狙ねらわれているのかと思うと、若者は嫌いやな気分になった。

「あなたは随ずい分ぶん、権力がおありのようですけど、ここサザンではそういったものは、どうなっているのです？」

　リコルは、この街に来てからの疑問をふと口に出した。

「なるほど、君はジオテランの出身か。そうしたことは、父上からはよく聞かされたものと思っていたのだが……」

「父をご存じなんですか！」

　驚おどろくと同時に、リコルはなぜ自分が特別扱いされたのか、その辺りに糸口があると理解できた。

「ああ、リコル・エイキンと聞いて、ぴんと来た。君はマクシム・エイキンさんの息むす子こなんだろう？」

「ええ、そうです。そうか、あなたはサザンでの父の過去をご存じなんですね。ということは、ひょっとしたら母のことも……教えてください、ぜひ!!」

　急に勢い込むリコルに、男の顔にはふと影がさした。何か言いたいことがあるらしい。

「お父上は、元気かね」

　改めてきかれると妙みような気がしたが、リコルは答えた。

「ええ、少し歳としはとりましたが、ぼくが村を出るころにはまだ元気でした」

「父上がサザンで召喚術師だったことは知ってるね」

「ええ、それで何か問題があって、あの村に引きこもることになったのは、うすうす知ってます。直接には聞いていませんが」

　相手はここでため息をついた。

「それは、ある意味でわたしのせいだったんだよ」

　ミロ・ジェラコートと名乗った大だい審しん問もん官かんは、そこで過去の出来事を話し出した。彼とエイキンは〈大学院アカデミア〉の頃ころから、腕うで前を競きそい合った仲だったらしい。

　やがて、二人ともにその腕を認められ、宮きゆう廷ていに入ることになる。そして、先代の宮廷魔ま術じゆつ師しが亡なくなり、その後あと釜がまの試験があったとき、選ばれたのはジェラコートの方だったのだ。

「だが、もうこれだけの歳さい月げつが過ぎ去ったいまだからこそ言えるのだが、そのとき、わたしは彼にひどいことをしたのだよ。じつは、わたしは君の父上が羨うらやましかった。わたしも腕に自信はあったが、父上は召しよう喚かん術じゆつにかけては独創的だった。とても国王をはじめ、他者に印象を与あたえることではかなわないだろう。それで」

　辛つらそうに、男は言葉を切った。リコルは息をのんで聞いている。

「試験の前の日、わたしは使い魔を用いて、翌日の父上の技わざを知ってしまったのだ。召喚するものを知ってさえいれば、わたしとて負けない、そう思ってな」

「で、結果が……」

「わたしの勝ちだった。ただ、そのあと、君の父上は心底感かん嘆たんしたようにわたしを祝福してくれた。そのときほど、恥はずかしく感じたことはいままでにない」

　確かに情報偵察スカウテイングに成功すれば、召喚術の争いでは圧あつ倒とう的に有利だろう。しかし、リコルは先ほどとうって変わり、いまでは温おん厚こうそうに見えるこの男が、そうまで執しゆう念ねんを燃やしていたことに驚おどろいた。人は競争となると、そこまでするのだろうか？

「それで、父は北の地に退いたのですか」

「いや、それだけではない。これには、君の母上も関係しているのだ」

　えっ、と、若者はまた息をのんだ。

「母のことを知ってるんですね」

「知っているどころではない。わたしと彼女はいいなずけだった。小さい頃ころからの知り合いで、わたしはジェラコート家、彼女はマロリング家、両方ともこのサザンでは名門だった。君の母上とはよく会っていた」

　リコルはまさか、これほどまでに簡単に母のことがわかるとは想像もしていなかった。

「しかし、君の母上は、父上を選んだのだよ。そりゃ、マロリング家は大反対でな。失礼だが、父上は特に目だった家系でもなかったから。マロリング家は、家門については厳しいところだが、それでも、腕うでのいい召しよう喚かん術じゆつ師しで将来を嘱しよく望ぼうされているうちは許してもらえていた。が、わたしに敗れたことで、かれの出世はもはや見込めなくなった」

　リコルは、なぜ、これほどまでにこの男が父にライバル意識を燃やしたのかがわかるような気がしてきた。彼も母さんが好きだったんだろう。

「その事実を知ったとき、いちばんうちひしがれたのは、君の母上だった。あれだけ反対されて結けつ婚こんした結果がこれか、というマロリング家の批判に耐たえられなくなって、精神がおかしくなり、どこかに出ていってしまわれたんだよ」

　これはまったくの初耳だった。

「それで……」

「そう、父上はもはやサザンにはいたくなくなったのだろう。君を連れて、ジオテラン地方に向かわれたというわけだ」

「いえ、ぼくの知りたかったのは母の行方ゆくえです。どこに行ったのですか」

「わからない、わたしも責任の一いつ端たんは感じたので、必死に捜索そうさくした。だが、それ以来、行方は杳ようとしてしれんのだ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあった。

　若者はそう告げられて、返す言葉がなかった。知りたい──そういうことがあったのなら、なおさら母がどうなったかを知りたい。

　と、そのとき、扉とびらを開いて伝令とも思える男が入ってきた。ジェラコートとひそひそ話をしている。洩もれ聞こえるところでは〝何とか鎮ちん圧あつしました〟とか〝軍の出動は……〟といった響ひびきがある。

　やがて、伝令は去って行った。

　リコルは自分の母のことでまだ動どう揺ようしていたが、相手が心配げな顔なので、あえて話題を変えてみた。

「なにかあったのですか？」

　大だい審しん問もん官かんは口を開いた。

「いや、君たちの事件の余波とでもいうべきかな。あの暗殺事件に端を発して、抗こう議ぎの騒そう動どうが市でいくつか発生している。まあ、近ちか頃ごろは不ふ穏おんな動きもあったので、〈摂せつ政しよう〉はそれを考こう慮りよして警備態勢をしいていたから、なんとか収まりつつあるようだが。しかし、これはどうも、ソラステルの陰いん謀ぼう臭くさくもあるがな」

　はっきりとした断定口調。

　どうしてという顔つきのリコルに、大審問官は説明しはじめた。どうやら、リコルにこれまでの関係をしゃべったことで、胸のつかえがおりたらしい。

「こうした騒さわぎが大規模な放火や掠りやく奪だつにまでなるのは、明らかにあの国からの工作員がまぎれこんでいるからだ」

「でも、そればかりでしょうか？　ぼくはこのサザンで、教皇庁をはじめ、かなりひどいことも見てきたので、それだけとは思えないのですが」

　あえて、自分の家族のことから想おもいを逸そらそうとして、若者ははっきりと告げた。

　これを見て、ジェラコートはおもしろそうな顔つきになった。あるいは、生意気なと思ったのかもしれない。

「なるほど、そう思うか。しかし、まずそれよりも、さっき君が聞きかけた質問に先に答えた方がよさそうだ。ここサザンでの権力構造がどうなっているのか、ということだが。それを知っておいた方が絶対にいいと思うぞ」

　リコルもぜひ知りたいのは、まちがいないことだった。じっと注目する。

　男は自分を落ち着かせるように、そばに置いてある嗅かぎタバコ入れから、中身を少しつまむと、軽くそれを嗅いだ。

「サザンでは教皇庁が絶対の権力を握にぎっている──そう思われがちだが、それは少しちがう。もともと、この地には王家のある都市国家がいくつかあり、それをサザンが吸収するような形で大きくなったからだ」

　これは知らなかったので、リコルは聞き入った。サザンと言うのは、聖エルドが開いた街がただ発展しただけではなかったのか。

「聖エルドの方針はその辺り、実に正しかった。周囲の都市国家を無理なく吸収するために、王家や貴族を残した。そして、召しよう喚かん術じゆつをかなり高めていたある国家もな」

　これは聞いたことがあった。

「だから、形の上だけにせよ、いまサザンには国王がいる。そして、民政上のことは、この国王や教皇がまかせるという形で、〈摂せつ政しよう〉が指揮している。警察機構にしてもそうだ」

「教皇庁の神官戦士団ですか？」

「いや、あれは軍だ。サザンが外にその威い光こうを示そうと戦うときのな。神官戦士団にもいろいろあって、教皇直属のものもあるが、大部分は形の上だけでも、国家、国王に所属しているんだよ」

　思ったよりも一いつ般ぱん国家に近い形だとは、リコルにとって思いがけなかった。

「さっきから、形の上だけでは──という説明が多いのですが」

「そう、よく気がついたな。だから、内政的には、〈摂政〉に属す警察機構や、その上にいて、裁判までをつかさどるわたしのような審しん問もん官かんにも権けん威いはある。ただ、対外的には、サザンは君たちが認にん識しきしているように、聖エルド教を掲かかげる宗教国家だ。そして──」

　ここでいったん言葉を切った。

「もう一つ、大きな力を現実に持つものとして、〈大学院アカデミア〉もある。魔ま法ほう、特に、召喚術の現実の威力は大きい。これを露ろ骨こつに見せれば反発を買うので、当の魔術師たちもおとなしくはしているが、現実には〈大学院〉は、教皇庁と国王の間に位置して、隠いん然ぜんたる力を持っているのだ」

　なるほど、それでキーレンをはじめとしてあれほど威い張ばっているのかと、リコルは納なつ得とくがいった。

「あと、貴族たちの争いも激しいと聞きましたが」

「まあな、人あるところに争いはある。だが、基本的にこのサザンは、教皇、国王、〈大学院アカデミア〉の三者の均きん衡こうの上に成り立っているのだよ。ただ、近年は教皇庁の勢いが強くなっているのと、それに組みする〈大学院〉や貴族の一派が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているので、ある意味ではサザンの危機と言ってもいい」

「〈大学院〉は中立じゃないのですね。ぼくも何かおかしいと思いました。じつはこの街に来たとき──」

　リコルはそこで、盗とう賊ぞくを追い詰つめたところ、そいつが消え去り、あとにフリオ・チェザレスの印章指輪が落ちていた顚てん末まつを語った。

「チェザレスか、院長だな──うむ、あそこではたぶん、そうした人間の召しよう喚かんまでも研究しておるのだろう。しかし、純じゆん粋すいな研究ならまだしも、それが盗賊めいた輩やからを利用しての勢力争いに利用されかねないのが問題なのだ」

「それに教皇庁もおかしいですね。ぼくはあそこの地下で、生き物を合成したり、おかしなことを研究している輩にも出会いました。だから──」

　と、ここで語気を強める。

「あながちフーズリがまちがっているとも思えなかったのです。そうした権力争いのせいか、この街は病やんでいます。とても聖都とは考えられません」

　大だい審しん問もん官かんは睨にらむようなリコルの視線を感じて、ふっと苦く笑しようを浮うかべた。

「なるほど、教皇庁もある意味で〈大学院〉が怖こわいのだな。君の言いたいことはわかるよ。だがね、ほんとにそう思っているのか？　君は南の方面に行ったことがないから、信じ込まされたのかもしれないが、わたしはソラステルのような帝てい国こくこそ、サザン以上に危険だと考えている」

　はっきりと指し摘てきされても、若者にとっては簡単にはうなずけなかった。そりゃ、国同士の対立はあるだろう。だが、この人は公平そうには見えても、所しよ詮せん、〈摂せつ政しよう〉派に属しているし、サザンの人間だから。

「先ほどの報告にしても明らかだ。盗賊ギルドなどからも、ソラステルの工作員が活動していると、常々わたしに情報が届いているのだよ」

　そう言われても……と、リコルがあくまで納なつ得とくしない顔つきをしているのに気づいた男は、思いもかけないことを言い出した。

「まだ納得がいかないのかもしれないな。なら、ここで、わたしが君の窮きゆう地ちを救ったと思ってもらえるのなら、一つ課題を出そう。実際に、南に行ってみればどうだ。もちろん、君は自由の身なのだから、そうしてくれと頼たのむつもりはない。だが、自分の目で確かめることも必要だぞ」

　意外なことを言う。

　そう言えば、この人がいなければ、自分はどうなっていたのだろう。

　改めて、自分が出過ぎた発言をしていたのかもしれないということに、リコルは思い当った。だが、若い召喚術師はこれまでの人生で、意外に自分の出過ぎたまねが正せい鵠こくを射いていることが多いのも感じていた。

　なるほど、それも一つの方法かもしれない。母のことが気になるが、サザンを出たとも言われた。それならソラステルを見るというのも一案だ。

「わかりました。確かに、一度南に向かってみるのも意味がありそうですね。ただ、厚かましいようですが、お願いがあります。あのとき、闘技場アリーナで戦っていた熊くまがどうなったかはわかるでしょうか？」

　リコルはそう言って、熊男と化したベナウスについて説明した。だが、その件については、すぐには調べがつかないようだった。




　大だい審しん問もん官かんがベナウスについての調査を依い頼らいしてから、数分が過ぎた頃ころだろうか。ちょうどリコルがファラータにこれまでの事情を説明し終えたときだった。

　またも扉とびらが開かれて、あわただしく伝令が入ってくる。

「どうしたのだ！」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、大審問官も大声で相手を問い詰つめる。

「ただいま、報告がありました。南のヒッポスの街が攻せめられています。敵はどうやら、ソラステル軍だと思われます！」

「何！　それは確かなのか!!」

「えっ、ソラステルが正面から戦争を?!」

　リコルとファラータも叫さけんでいた。

「はい、火薬を用いた大たい砲ほうをオークの軍勢が使用していた、とのことです。ソラステルにまちがいありません！」

「軍はもちろん、知っているな？」

「はい、神官戦士団をはじめ、各部隊は向かおうとしておりますが、なにぶん市内の鎮ちん静せいに当っておりますので……」

「時間がないか？」

「はい、一部神官魔ま術じゆつ師しとその一団くらいしか瞬間移動テレポートはできませんし、ワルキュリア空くう撃げき部隊も準備に若じやつ干かんの時間が」

「できるだけ急ぐのだ。ソラステルの火薬部隊が攻めているのなら、間に合わんかもしれん」

　リコルはそれを聞いて、思わず口を開いていた。

「大だい審しん問もん官かんどの、わたしが急いで向かいましょうか。偵てい察さつなら、すぐにでもできます。もちろん、こんな事件を起こした者を信用はできないかもしれませんが。先ほどのもっと見聞を広げろということなら、見たものをできるだけ早くは伝えられます！」

　大審問官は、少し思案していた。やがて、顔を上げると、そこには厳しい顔つきながら、先ほどのような微笑ほほえみが浮うかんでいた。

「確かに、君に頼たのむということはできないだろう。だが、わたしの言った意味をつかんでくれるなら、これからは君の冒ぼう険けんの第一歩ということで、認めるよ」

　それを聞いたリコルは、ファラータの手をつかんで、急いで窓まど際ぎわに向かった。

　そこは、ちょうどテラスのように窓を大きく開け放つことができる。

　空は抜ぬけるように青い。

　若者は、胸のうちにしまっていた札を一枚取り出した。

　ファラータがもう何回も聞いた言葉がその唇くちびるから流れ出す。

　そして、若者はその青い空へと札を放ほうった。

　空の青さに吸い込まれるように見えた札が召しよう喚かんの扉とびらとなり、そこからグリフォンが現われ、舞まい降りてくる。いつも同じものがくるのではないだろうが、ファラータはなぜかこの空の王者に親しみを覚えるようになっていた。

「じゃあ、ファラータ、前に乗って。では、大審問官どの、失礼します」

「ちょっと待って、クロックは？」

「ああ、あいつどうしてるんだ、この忙いそがしいときに」

〝ホーホー、おいらなら窓の外に止まってたよ。いままでの会話は聞かせてもらってたからね〟

　翼つばさを広げたフクロウが急降下してくる。グリフォンは最初それを見て、なんだこのチビは、というような顔つきだったものの、おとなしくしていた。

　一行はサザンから飛び立っていった。




　上空から見下ろす眺ながめは、いつものようにすばらしいものがあった。

　特にサザンは平地に丘おかがいくつか盛り上がり、その間に町並みが密集しているため、これまでにない眺めでじつに興味深かった。

　東の方には卵型の妙みような岩山があり、上に館やかたが建っているのがわかったが、あれはいったいなんだろう、とファラータは思った。

　高速で飛ぶために、前からは強きよう烈れつな風が押おし寄せてくる。以前彼女は、そうして飛んでいて転落したことがあったため、思わず首をすくめた。

　大だい丈じよう夫ぶ、今度は安全だわ、操そう縦じゆう士しがいるもの。

　リコルがそばにいるなら、グリフォンもおとなしいだろう。

　ただ、いまは二人も乗っているため、後ろからリコルが覆おおいかぶさるようになり、ファラータには若じやつ干かん窮きゆう屈くつな姿勢だった。

　だが、リコルにしがみつかれるのは、これまでにない気持ちのいい感かん触しよくだったのはまちがいない。いままでは弟のような感じでしかなかったのだが、この旅の間にかなりたくましくなってきている。

　なんだか、嬉うれしいような恥はずかしいような、妙な気持ちね、これって……

　そう思って後ろを見ると、若者は目を一点に凝ぎよう視ししたまま、硬こう直ちよくしたかのように乗っていた。おそらく、グリフォンにあれこれ指図するために集中しているのだろう。

　リコルの背中には、クロックがこれまたしがみつくような感じでつかまっている。フクロウもいざというときには、リコルに指示を送るのだろう。

「フクロウさん、あんたがついてりゃ、大丈夫よね」

　そいつはすました顔で止まっているものの、ファラータの顔を見てパチクリと瞬まばたきをしたのが印象的だった。

　それに対して、リコルの顔は美しかったが、まるで新米魔ま術じゆつ師しが緊きん張ちようしているかのようにも見え、思わずファラータはくすっと苦く笑しようをもらしたのだった。

　サザンを発たってしばらく見ていたが、そこから偵てい察さつ隊たいや援えん軍ぐんがすぐにも飛び立ってくる様子はない。この都には、音に聞こえた神官戦士団や、聖の名のもとに召しよう喚かんされるおそるべきワルキュリアの飛行部隊がいるのだが、それでも急なソラステルの侵しん攻こうに準備が手間どっているのだろう。

　それも道理だった。

　ソラステル帝てい国こくは、南にどっしりと居を構えた大国だ。

　南は火のエレメンタルが強く、生物としてはオークなどが結構多く居住している。もちろん、中心となるのは人間だが、彼らも火に象しよう徴ちようされるように気き性しようが激しく、気が短いと言われていた。

　ただ、二大国が正面切ってぶつかるとなると、六門世界を揺ゆるがすだけに、サザンとの関係は思いのほか慎しん重ちようなところがあった。

　都市国家サザンは南の要よう衝さいヒッポスで、その直接の領土は終わっている。

　そこからは緩かん衝しよう地ち帯たいとなる小国が多く、それらは二つの大きな勢力が直接ぶつからないようにうまく働いていた。

　しかし、その分、そうした小国への影えい響きようを強めるということでは、熾し烈れつな争いが水面下で行なわれていた。どちらかといえば、サザンが聖なるエルド教の御み旗はたのもとに、強ごう引いんなやりかたをしてきたと言えないこともない。ただ、それはどちら側にも言えることであって、ソラステルはソラステルで、小国が火の影響が強いことから、表に現われない工作員を多数送り込んでいたのも事実である。

　そして、いま、ソラステルのサザンへの思いもかけない直接攻こう撃げきが始まったのだ。

　これからどうなるのかは、この辺り一帯に住むものにとっては大問題だろう。

　南へ飛ぶ一行は、その辺りうすうす勘かんづいてはいたものの、実際に事がどうなっているのかを知ることがまず重要だった。

　しばらくすると、それまで平野や草原だった下方が、緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいになりはじめた。はるか遠方をのぞむと、高い山なみが連なっている。赤峰連山だ。山には普ふ通つうなら緑の森林があるのだが、なにか赤く染ってみえる。紅葉樹もあるのだが、それだけではなく、南に特有の火か炎えん樹じゆ系統も多いので、そうした名がついていた。

「火薬部隊って言ってたけど、どんなものなのかなあ？」

　ふと疑問を持ったファラータは、それとなく聞いてみた。答えがあるのを期待したわけではない。

「ソラステルは、昔から召しよう喚かん術じゆつでは劣おとるのを、火薬という爆ばく発はつ力りよくの強い武器で補ってきた。なんでも、ぼくらの使う〈火球フアイアボール〉の魔ま法ほうを何倍にも何十倍にもしたようなものらしい」

　しばらくして、思いもかけずリコルからの言葉が聞こえた。きっと、クロックが頭の中で伝えたのだろう。

「でも、そんなものを使われたら、だれも勝てないでしょうね」

「うん、ただ聞いた話によると──と、クロックからなんだけど──火薬っていうのは、安定していなくて、下手をしたら自分たちも巻き込んじゃう恐おそれがあるらしい」

「それをあえて、今回使ったわけ？」

「そうだな、かなり危険な賭かけだ。ということは、ヒッポス内でも先に攪かく乱らんしてたのかもしれない。まあ、行ってみればわかるだろう」

　リコルの言うとおりだった。そろそろヒッポスが見えてくるはずだ。

　と思っていると、黒い煙けむりの上がっている場所があった。できるだけ急いで、そちらに降下していこうとする。

　はっきりと見えはじめると、たしかにそれは惨さん状じようだった。

　正面には砦とりでのしっかりした壁かべが存在していた。だが、攻こう撃げきされたらしい側方は見事なまでに崩くずれ去っている。これだけ広こう範はん囲いに壁が崩れてしまっては、攻撃側はいとも簡単に街に入ることができるだろう。

　戦いはもう、終わってしまっているかのようだった。煙は上がっているものの、激しい争いがあるようにはみえない。

　ここでフクロウは、さらに接近して調べようと、音もなくリコルの背を離はなれて飛び去っていった。

　やがて連れん絡らくがある。

〝リコル、どうやら砦は落ちてしまったらしいぞ。街の広場に敵の設営しているテントが見える。たぶん、戦いはあっても掃そう討とう戦せんになってるんだろうな〟

「遅おそかったか！」

　そうひと声告げたリコルは、グリフォンを降下させて実際にどんな状じよう況きようか、もっとつぶさに見ようとした。

　それと同時に、もっと遠方が見えるように、自分の眼めに魔ま法ほうをかけた。

　たちまちヒッポスの壁が近づいてくる。

　どうやら、歩ほ哨しようが壁に立っているようだ。どう見ても、そいつは人間というよりもオークのようだった。

　そいつもどうやら接近してきているグリフォンには気がついたらしい。何事か大声で叫さけんで、腕うでで指し示している様子がうかがえる。

　リコルはこれ以上近づけば危ないと思い、そろそろ引き返すか、もう少しわかりにくい角度から再接近してみようかとも思った。

　そのとき、オークの指示にあわせて、何人かの人間が壁へき上じように現われた。

　手に武器を持っているようだ。

　まずい、引き返せ、と指示しようとしたとき、リコルの遠くまで見える目は一人の人物を視し認にんして愕がく然ぜんとなった。

　あの男──

　ウォーレスのサンジェリコ師の家ですれちがったやつだ！
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　まちがいない。あの、よく陽ひに焼けた美び男なん子しといっていい容よう貌ぼう。

　あの男が、どうしてここに？

　しかし、その一いつ瞬しゆんの隙すきに、男のそばにいた優やさ男おとこのつがえた弓から、何かがこちらに向かって飛来してきた。

「危ない、グリちゃん！」

　叫んだのは、ファラータだ。彼女のすばやい反射神経は、高速で飛びくる優男の放った矢を無意識のうちに払はらっていた。

　それは幸運にも、彼女の手甲てつこうに当たって跳はねた。もし、そうでなければ、まちがいなくグリフォンは首筋を射い抜ぬかれていたことだろう。

「リコル、遠ざかって。これだけ見たらもう大だい丈じよう夫ぶよ、あとはサザンの軍にまかせましょう」

　リコルはいまの射しや撃げきにどきどきしていたが、心臓の音が高鳴っているのはそのせいだけではなかった。

　ただものではない。彼らが、このヒッポス攻こう撃げきに関かん与よしていたのか？

　何者だ、いったい?!

　リコルはこの出会いが何を生み出すのか、不安にみちた未来を一いつ瞬しゆんかいま見たような気がして、ぞくぞくしていた。







　あとがき





安田　均






　ということで、ようやくリコルたちの物語の第三巻をお届けすることができました。

　お楽しみいただけたでしょうか？

　これで、六門世界の中心となるサザンの様子もかなりわかってきたので、ファンタジー世界のお好きな人には満足してもらえるのではないかと、思っています。

　ふー、それにしても──




　モンコレＴＣＧがこんなに好調になるなんて、想像もしてなかったよなあ……。

　これが、いまの偽らざる心境です。

　もともと、この小説シリーズと、モンコレＴＣＧは、どちらが卵かニワトリかということもなく、同時に書き／作りはじめたのですが、小説の方が少し先行していました。

　それというのも、ＴＣＧ（トレーディング・カードゲーム）という形式自体が当時は目新しく、富士見書房さんの方でも、どう展開したらいいのかちょっと慎重になってたこともあったんですね。

　ホントはゲームももう少し早く出せたんだろうと思うのですが、小説が二巻出て、その少し後の秋（九七年九月）に、ようやくＴＣＧの方はリリースされました。

　ところが、ありがたいことに、（自分でいうのもなんですが）これが爆発的な人気。

　大増刷につぐ増刷で、それとともに急に身辺が忙しくなってきました。

　ご存じかもしれませんが、ＴＣＧというのはゲームです。それも対戦型の。

　ということは、まだ慣れないうちはゲームをどう遊ぶのかといったことや、対戦型ゲーム特有の楽しいトーナメントなどで、コンベンションが続々と開かれるのですね。

　で、ぼくもゲームのデザインをした手前、こうしたコンベンションにはひっきりなしに行くわけです。

　楽しいですよ、もちろん……モンコレＴＣＧはおもしろいですし。でも、それが毎週になって（去年の６～９月は、全日本選手権とかがあって、まさにそうだった）、日本中いろんなところに出向いていると、とても小説に落ち着いてとりかかれません。いろんなところに行けていいじゃないかとも思われるでしょうが、これが当日の試合のために毎週デック調整をして、とかなると意外に大変なんですよ。みんな真剣に楽しもうと勝負してくるし……全勝なんて無理ですが、負け越すのはやっぱりデザイナーの手前、カッコわるいですしね、いやはや（笑）。

　ということで、ずっと書かねば書かねばと思いつつも、六門世界シリーズの第三巻が、なんと一年十か月も開いてしまうという、小説ファンの人にはほんとに申し訳のない事態になってしまいました。




　ということで、去年の冬から、ちょっと気合いを入れなおして、六門世界に取り組んでみました（書くのがいやだったわけではまったくありません。あえていうなら、ゲームと小説は両立がなかなか大変です……よね、清松君？）。

　おもしろいもので、小説に集中していると、しばらく他のことがしたくなくなるわけです。まあ、モンコレＴＣＧのサイクルにも慣れたし、これですぐに小説の第四巻に取り掛かれるぞと思っていたら……。

　世の中よくしたもので、こんどはガープスというＲＰＧの監修がふってきました。ＲＰＧか、これも好きだからなあ、と取り掛かったのはよいのですが、これがまた原稿用紙にして二千枚を越すという超大作。あっというまにひと月が過ぎ去ります。

　そうこうしていると、いつのまにかモンコレＴＣＧのつぎのパワーアップセットとか、何とこれに合わせたもう一つの長編シリーズの原案が待っています（まあ、この辺は加藤ヒロノリとか杉浦武夫とか北沢慶とかに助けてもらっていますが）。




　でも、大丈夫です。六門世界シリーズは、この第三巻でひとつの山場が始まりました。いまのところ、すぐに第四巻を書きたくてたまらない状態は続いています。

　こんどこそ口約束ではなくって、できるだけ早く続きをお届けできると思うので、リコルやガスパーニュらのファンの人は、楽しみにお待ちください（もちろん、感想とかも大いに歓迎します）。

　ところで、書いていて思ったのですが、この作品世界って、ＴＣＧももちろんですが、ＲＰＧにも向いてますよね、きっと。このシリーズでは、ＲＰＧのセッションはまったくしていませんが、なぜかぼくの頭の中ではＲＰＧ風の感覚が常にあるのです。

　もっとも、その辺りは、こんど出るプレステ版のモンスター・コレクション（８月予定）にはたっぷり詰っていると思うので期待してください。

　では、つぎは秋口に再会できると信じて、がんばります。

　応援よろしく！










〈六門世界〉③




魔ま都と崩ほう壊かいの刻とき








安やす田だ　均ひとし





[image: ]





平成25年8月29日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社　富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 1999 Group SNE, Takaharu Matsumoto/Fujimishobo








[image: ]



item/image/p081.jpg





item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg
(7\FIt5R) O

E!I!aaﬁd)ill

, (52N WAEE
BIROFVIITNE






item/image/logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p271.jpg





item/image/gaiji-006.png





item/image/gaiji-005.png





item/image/gaiji-004.png





item/image/gaiji-003.png





item/image/gaiji-002.png





item/image/gaiji-001.png





item/image/gaiji-009.png





item/image/gaiji-008.png





item/image/gaiji-007.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章　聖都サザン



		第二章　召喚術ギルド



		第三章　闘技場にて



		第四章　サレンの地下



		第五章　仮面の男



		第六章　空中庭園からの脱出



		第七章　新たなる出会い



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p135.jpg





item/image/p211.jpg





item/image/p299.jpg
/,N:\\\

@JNW _






item/image/gaiji-016.jpg
fieccxzcederibocdomeonpzer mormon





item/image/gaiji-015.jpg
czedloAbemdls

-
S





item/image/p011.jpg
. (/ '\ L’ ‘
' [\
= // T ‘\
TUIAE 6o 21 vpa e/l €






item/image/gaiji-014.png





item/image/gaiji-013.png





item/image/gaiji-012.png





item/image/gaiji-011.png





item/image/gaiji-010.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p097.jpg
e
1\
—A

“\ \‘
V,’V”AQ\ ; “. g \

2P






item/image/p051.jpg





item/image/p245.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
1% ) 4 S
L B EDRIHBRSER - , 3 ‘
U:wmm%.ﬂwg%w@btﬁ =" &

F






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p004.jpg
O BN o VP,
KT

: =N\ QN

A






